
宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書　第33集

ごん　げん　ばる

権現原第2遺跡

嘉永森遺跡

永）薩遺跡

東九州自動車道（西都～清武間）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ

2001年2月

宮崎県埋蔵文化財センター



訂　 正　 箇　 所 誤 正

挿図目次 第4図権現原第2遺跡集石遺構2 第 4 図権現原第2遺跡集石遺構実測
l

側図 （1） 図 （1）

第5図権現原第2遺跡集石遺構2 第5図権現原第2遺跡集石遺構実測

側図 （2） 図 （2）

第6図権現原第2遺跡集石遺構2 第6 図権現原第2 遺跡集石遺構実測

側図 （3） 図 （3）

周版日欧　 図版9 杉木原遺跡縄文早期土器38 （底部） 杉木原遺跡縄文早期土器 38 （底部）

杉木原遺跡縄文早期土器 39 （底部）

杉木原遺跡縄文早期土器 40 （底部）

P 2 6 表1 権現原第2遺跡縄文観察表（4）表1 権現原第2遺跡縄文土器観察表（4）



宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書　第33集

ごん　げん　ばる

権現原第2遺跡

嘉永森遺跡

氷）痘遺跡

東九州自動車道（西都～清武間）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ

2001年2月

宮崎県埋蔵文化財センター



序

宮崎県教育委員会では、東九州自動車道西都～清武間建設予定

地にかかる埋蔵文化財の発掘調査を平成7年度から10年度にか

けて実施してまいりました。本書は、東九州自動車道建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書であります。

本書に掲載した清武町所在の権現原第2遺跡、杉木原遺跡は平

成7年度に、永ノ原遺跡は平成7～8年度に発掘調査を行ったも

のです。調査によって、旧石器から古墳時代にいたる各時代の遺

構・遣物を確認することができました。

これらの遺構・遺物は、今後、当地域の歴史を解明するうえで

貴重な資料になることと思います。

ここに報告する内容が、学術資料としてだけでなく、学校教育

や生涯学習の場などで活用され、また、埋蔵文化財保護に対する

理解の一助になることを期待しています。

最後になりましたが、調査にあたって御協力いただいた関係

諸機関・地元の方々、並びに御指導・御助言を賜った先生方に対

して、厚くお礼申し上げます。

平成13年2月

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長　矢　野　　剛



例 口

1本書は、東九州自動車道（西都～清武間）建設に伴い、宮崎県教育委員会が実施

した宮崎郡清武町所在の権現原第2遺跡、杉木原遺跡、永ノ原遺跡の発掘調査報

告書である。

2　発掘調査は、日本道路公団の依頼により宮崎県教育委員会が調査主体となり、宮

崎県教育庁文化課・埋蔵文化財センターが実施した。

3　現地での実測等の記録は、各遺跡調査担当者が行い、地形測量については（有）大

淀測量設計事務所（永ノ原遺跡）・（有）小城測量設計事務所（杉木原遺跡）に委託し

た。

4　本書で使用した写真については各遺跡調査担当者が撮影し、空中写真について

は㈱スカイサーベイに委託した。

5　各遺跡におけるテフラ分布等自然科学分析は、㈱古環境研究所に委託した。

6　土層断面及び土器の色調については、「新版標準土色帖」に拠った。

7　石材鑑定は一部を青山尚友氏（現宮崎県総合博物館）・松田清孝（宮崎県埋蔵文

化財センター）に鑑定していただきそれを基に各調査員が行った。

8　本書に使用した位置図は、国土地理院発行の5万分の1図をもとに、また、各遺

跡周辺地形図等は、日本道路公団宮崎工事事務所から提供の千分の1図をもとに

作成した。

9　整理作業は埋蔵文化財センターで行い、図面の作成、遣物実測、トレースは整理

作業員の協力をえて、各遺跡調査担当者が行った。

10　本書に使用した記号は以下の通りである。

SA・・・竪穴住居　　SC・・・土坑　　SE・・・溝状遺構　　SI・・・集石遺構
°

11本書に使用した方位は主に磁北（M．N．）である。位置図など一部は座標北（G．

N．）である。また、レベルは海抜絶対高である。

12　出土遺物その他諸記録類は、宮崎県埋蔵文化財センターで保管している。

13　本書の執筆は各遺跡の調査内容を各遺跡調査担当者が行い、編集は山田が行った。



第

第

l章
第1
第2
第3

11章
第1
第2
第3

本　文　目　次

は

仙即

節

仙即

司

節

人・八一即

節

じめに

調査に至る経緯

調査の組織
遺跡の位置と環境

権現原第二遺跡

調査の経過と概要
遺跡の層序

（山田洋一郎）
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

（日高裕司）
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

縄文早期の遺構と遺物
（1）遺構
（2）遺物
第4節　まとめ

●●●●●　●　●●　●　●●●●●　●●●●　●●　●　●●　●　●　●　●　●●　●●●●●●●●●　●　●●　●　●●●　●●●●●　●　●●　●　●

●●●●●　●●●　●　●●　●　●●　●●●●●●●　●●　●　●●●●●　●●●●●●●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●●●　●　●●　●

●●　●　●●　●　●●●　●●　●●●●●●●●●　●　●●　●　●●●　●●　●　●●　●●　●　●　●　●　●●●　●　●●●●●　●　●●●　●

第日章　杉木原遺跡
第1節調査の経過と概要
第2節　遺跡の層序

（高山・山田）

第3節旧石器時代の遺物
第4節縄文時代の遺構と遺物
1．草創期の遺物
2．早期の遺構と遺物

第

第

（1）遺構
（2）遺物
5節　まとめ

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●

●●　●●●　●●　●　●●●●●●　●●●　●　●●　●●　●　●●●　●　●●　●　●　●●　●●　●●●　●　●●●　●　●　●　●　●　●●●●　●●●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

6節　杉木原遺跡の自然科学分析

第IV章　永ノ原遺跡
第1節　調査の経過と概要・・・・
第2節　遺跡の層序
第3節　調査の成果
1．旧石器時代の遺物　………

2．縄文時代早期の遺構・遺物
（1）遺構
（2）遺物
3．縄文時代前期・後期の遺物

（日高広大）

4．弥生時代から古墳時代の遺構・遺物
（1）遺構
（2）遺物

1

1

2

5

6

11

12

35

43

43

44

49

49

71

125

129

…・168

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●●●●●　●●●　●●●●　●　●●●●●●●●　●●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●●●●●　●●●　●●●　●●　●●●　●●●　●

●●　●●●　●●●　●　●●●●　●　●●●●●●　●　●●●　●●●●　●　●　●●　●　●●　●●●　●　●●　●　●●●●　●●●●　●●●　●

5．その他の遺構・遺物
1）

2）
人介

即

遺構

遺物
まとめ

●●●●●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●●●●　●●　●　●●　●　●●　●●●　●　●●　●●●　●●●　●●●　●●●　●　●●●●●　●　●●　●

●●　●　●　●●　●　●　●　●●　●　●●●●●●●●●　●●●　●●　●●●　●　●●　●●●　●　●　●　●　●●　●●●　●●●　●　●　●　●

170

177

186

193

194

196

206

207



第l章　はじめに

第1図　遺跡位置図

第日章　権現原第2遺跡

第1図　権現原第2遺跡周辺地形図

第2図　権現原第2遺跡遺構分布図

第3図　権現原第2遺跡トレンチ設定図　…………………………………7

第4図　権現原第2遺跡集石遺構2測図（1）　…………………………8

第5図　権現原第2遺跡集石遺構2測図（2）　…………………………9

第6図　権現原第2遺跡集石遺構2測図（3）　…………………………10

第7図　権現原第2遺跡縄文土器分布図　…………………………‥・……13

第8図　権現原第2遺跡縄文土器類型別分布状況図　……………………14

第9図　権現原第2遺跡土器実測図（1）

第10図　権現原第2遺跡土器実測図（2）

第11図　権現原第2遺跡土器実測図（3）

第12図　権現原第2遺跡土器実測図（4）

第13図　権現原第2遺跡土器実測図（5）

第14図　権現原第2遺跡土器実測図（6）

第15図　権現原第2遺跡土器実測図（7）

第16図　権現原第2遺跡土器実測図（8）

第17図　権現原第2遺跡石器分布図

15

16

17

18

19

20

21

22

第18図　権現原第2遺跡石器実測図（1）　………………………………29

第19図　権現原第2遺跡石器実測図（2）　………………………………30

第20図　権現原第2遺跡石器実測図（3）　………………………………31

第日章　杉木原遺跡

第1図　杉木原遺跡調査区周辺地形図（1／2．000）　……………………45

第2図　杉木原遺跡旧石器遺物分布図

第3図　杉木原遺跡旧石器実測図

第4図　杉木原遺跡集石遺構と礫の分布状況図　………………………55～56

第5図　杉木原遺跡集石遺構実測図（1）

第6図　杉木原遭跡集石遺構実測図（2）

第7図　杉木原遺跡集石遺構実測図（3）

第8図　杉木原遺跡集石遺構実測図（4）

第9図　杉木原遺跡集石遺構実測図（5）

第10図　杉木原遺跡集石遺構実測図（6）

第11図　杉木原遺跡集石遺構実測図（7）

第12図　杉木原遺跡集石遺構実測図（8）

第13図　杉木原遺跡集石遺構実測図（9）

第14図　杉木原遺跡集石遺構実測図（10）

第15図　杉木原遺跡集石遺構実測図（11）

第16図　杉木原遺跡集石遺構実測図（12）

第17図　杉木原遺跡集石遺構実測図（13）

第18図　杉木原遺跡集石遺構実測図（14）

第19図　杉木原遺跡土壌1号・3号実測図

第20図　杉木原遺跡土壌2号・4号実測図

58

59

60

61

62

63

・・・64

65

66

67

68

69

70

71

73

74

第21図　杉木原遺跡I類・II類・Ⅲ類土器出土分布図・

第22図　杉木原遺跡Ⅳ類・Ⅴ類・Ⅵ類・Ⅶ類出土分布図

第23図　杉木原遭跡押型文土器出土分布図・‥・‥…‥‥・‥

第24図　杉木原遺跡塞ノ神式土器出土分布図　…・…‥…・

第25図　杉木原遺跡縄文時代草創期土器実測図　………・

第26図　杉木原遺跡土器実測図（1）

第27図　杉木原遭跡土器実測図（2）

第28図　杉木原遺跡土器実測図（3）

第29図

第30図

第31図

第32図

第33図

第34図

第35図

第36図

第37図

第38図

第39図

第40図

第41図

第42図

第43図

第44図

第45図

第46図

第47図

第48図

第49図

第50図

第51図

杉木原遺跡土器実測図（4）

杉木原遺跡土器実測図（5）

杉木原遺跡土器実測図（6）

杉木原遺跡土器実測図（7）

杉木原遺跡土器実測図（8）

杉木原遺跡土器実測図（9）

杉木原遺跡土器実測図（10）

杉木原遺跡土器実測図（11）

杉木原遺跡土器実測図（12）

杉木原遺跡土器実測図（13）

杉木原遺跡土器実測図（14）

杉木原遺跡土器実測図（15）

杉木原遺跡土器実測図（16）

杉木原遺跡縄文石嫉分布図

杉木原遺跡縄文石器分布図

杉木原遺跡縄文石器実測図（1）

杉木原遺跡縄文石器実測図（2）

杉木原遺跡縄文石器実測図（3）

杉木原遺跡縄文石器実測図（4）

杉木原遺跡縄文石器実測図（5）

杉木原遺跡縄文石器実測図（6）

杉木原遺跡縄文石器実測図（7）

杉木原遺跡縄文石器実測図（8）

84‥

85‥

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

108

109

110

111

112

113

，　　　　　　　　　　　　114

115

・116

117

第IV章　永ノ原遺跡

第1図　永ノ原遺跡調査区及びグリッド配置図　…………………………165

第2図　永ノ原遺跡基本土層柱状図

第3図　永ノ原遺跡旧石器時代遣物実測図　………………………………168

第4図　永ノ原遺跡縄文時代早期遺構分布図　……………………………169

第5図　永ノ原遺跡SIl・2遺構実測図　………………………………171

第6図　永ノ原遺跡SI3～5遺構実測図及びSI4出土遺物実測図　……172

第7図　永ノ原遺跡SI6～8遺構実測図　………………………………173

第8図　永ノ原遺跡SI9～11遺構実測図及びSIlO出土遺物実測図　……175

第9図　永ノ原遺跡SI12～14遺構実測図　…………………………176

第10図　永ノ原遺跡縄文時代早期遺物分布図　……………………………178

第11図　永ノ原遺跡縄文時代早期土器実測図　……………………………179

第12図　永ノ原遺跡縄文時代早期石器実測図　……………………………182

第13図　永ノ原遺跡縄文時代早期石器実測図（2）……………………183

第14図　永ノ原遺跡Ⅳb層面検出遺構分布図　……………………………185

第15国　永ノ原遺跡縄文時代前期・後期土器実測図　……………………187

第16図　永ノ原遺跡縄文時代石器実測図　…………………………………189

第17図　永ノ原遺跡縄文時代石器実測図（2）…………………………190

第18図　永ノ原遺跡SAl遺構実測図及び出土遣物実測図　………………192

第19図　永ノ原遺跡SAl出土遣物実測図（2）…………………………193

第20図　永ノ原遺跡弥生～古墳時代土器実測図　…………………………194

第21図　永ノ原遺跡SA2・3遺構実測図　…………………………………197

第22図　永ノ原遺跡SA3出土遺物実測図　…………………………………198

75　　　　　第23図　永ノ原遺跡SA4遺構実測図及び出土遺物実測図　………………199

76　　　　　第24図　永ノ原遺跡SA4出土遺物実測図（2）…・・……………………・200

77　　　　　第25国　永ノ原遺跡SA4出土遺物実測図（3）…………………………201

78　　　　　第26図　永ノ原遺跡SBl～3遺構実測図　…………………………………　203

81　　　　第27図　永ノ原遺跡SB4～7遺構実測図　…………………………………204

81　　　　第28図　永ノ原遺跡SB8・SCl遺構実測図　………………………………206

82　　　　　第29図　永ノ原遺跡土建実測図

83



表　目　次

第日章　権現原第2遺跡
表1権現原第2遺跡縄文土器観察表（1）

権現原第2遺跡縄文土器観察表（2）

権現原第2遺跡縄文土器観察表（3）

権現原第2遺跡縄文土器観察表（4）
表　2　権現原第2遺跡石器計測表

第日章　杉木原遺跡

表1杉木原遺跡旧石器観察表（1）

杉木原遺跡旧石器観察表（2）

表　2

表　3

表　4

杉木原遺跡集石遺構計測表

杉木原遺跡縄文時代（草創期）の遺物観察表

杉木原遺跡縄文時代（早期）の遣物観察表（1）

杉木原遺跡縄文時代（早期）の遺物観察表（2）

杉木原遺跡縄文時代（早期）の遺物観察表（3）

杉木原遺跡縄文時代（早期）の遺物観察表（4）

杉木原遺跡縄文時代（早期）の遺物観察表（5）

杉木原遺跡縄文時代（早期）の遺物観察表（6）

杉木原遺跡縄文時代（早期）の遺物観察表（7）

第日章　権現原第2遺跡

図版1権現原第2遺跡遠景

権現原第2遺跡全景

権現原第2遺跡近景

Ⅲ層遺物出土状況

図版2　集石遺構検出作業

1号集石・2号集石

3号集石

4号集石

5号集石

6号集石

7号集石

8号集石

図版3　権現原第2遺跡縄文時代早期土器（1）
図版4　権現原第2遺跡縄文時代早期土器（2）

図版5　権現原第2遺跡縄文時代早期土器（3）

図版6　権現原第2遺跡縄文時代早期石器・…

第日章　杉木原遺跡

図版1杉木原遺跡全景

杉木原遺跡集石遺構検出状況

杉木原遺跡3号集石検出状況

杉木原遺跡4号集石検出状況

図版2　杉木原遺跡6号集石検出状況

杉木原遺跡27号集石検出状況

杉木原遺跡29号集石検出状況

図版3　杉木原遺跡30号集石検出状況

杉木原遺跡42号集石検出状況

杉木原遺跡陥し穴遺構検出状況

図版4　杉木原遺跡縄文草創期土器

23

24

25

26

32

48

49

72

97

97

98

99

100

101

102

103

杉木原遺跡縄文時代（早期）の遺物観察表（8）

表　5　杉木原遺跡縄文石器計測表（1）‥…・・……・・

杉木原遺跡縄文石器計測表（2）………‥・…

杉木原遺跡縄文石器計測表（3）……‥…・…

杉木原遺跡縄文石器計測表（4）…・……‥…

杉木原遺跡縄文石器計測表（5）………‥…・

杉木原遺跡縄文石器計測表（6）…・…‥・…‥

第IV章　永ノ原遺跡
表1
表　2

表　3

表　4

表　5

表　6

表　7

表　8

表　9

表10

永ノ原遺跡旧石器時代遺物計測表　…‥…‥……

永ノ原遺跡縄文時代早期土器観察表　………・…

永ノ原遺跡縄文時代早期石器計測表　…‥……‥

永ノ原遺跡縄文時代前・後期土器観察表　……・

永ノ原遺跡縄文時代石器計測表　…・・……・…‥・・

永ノ原遺跡SAl出土遺物観察表　‥……………

永ノ原遺跡弥生時代～古墳時代出土土器観察表

永ノ原遺跡SA3出土遣物観察表　‥…‥‥…・…

永ノ原遺跡SA4出土遺物観察表・・…・…‥…・・

永ノ原遺跡土建計測表

図　版　目　次

杉木原遺跡縄文早期土器1（I類）

杉木原遺跡縄文早期土器2（Ⅱ類）

杉木原遺跡縄文早期土器3（Ⅱ類胴部）

杉木原遺跡縄文早期土器4（Ⅲ類）

杉木原遺跡縄文早期土器5（Ⅳ類）

図版5　杉木原遺跡縄文早期土器6（Ⅴ類）

杉木原遺跡縄文早期土器7（Ⅵ類）

杉木原遺跡縄文早期土器8（Ⅵ類底部）
杉木原遺跡縄文早期土器9（Ⅵ類）

杉木原遺跡縄文早期土器10（Ⅶ類）

杉木原遺跡縄文早期土器11（Ⅴ類）

図版6　杉木原遺跡縄文早期土器12（Ⅷa類）

39

40

41

42

157

158

104

118

119

120

121

122

123

168

180

184

187

191

195

195

198

198

206

杉木原遺跡縄文早期土器13（Ⅷa類）

杉木原遺跡縄文早期土器14（Ⅷbl類）

杉木原遺跡縄文早期土器15（Ⅷbl類）

杉木原遺跡縄文早期土器16（Ⅷbl類）

杉木原遺跡縄文早期土器17（Ⅷbl類）

図版7　杉木原遺跡縄文早期土器18（Ⅷbl類）　……………………‥159

杉木原遺跡縄文早期土器19、（Ⅷbl類）

杉木原遺跡縄文早期土器20（Ⅷb2類）

杉木原遺跡縄文早期土器21（Ⅷb2類）

杉木原遺跡縄文早期土器22（Ⅷb2類）

杉木原遺跡縄文早期土器23（Ⅷcl・ⅧC2類）

杉木原遺跡縄文早期土器24

杉木原遺跡縄文早期土器25

図版8　杉木原遺跡縄文早期土器26

杉木原遺跡縄文早期土器27

杉木原遺跡縄文早期土器28

杉木原遺跡縄文早期土器28

杉木原遺跡縄文早期土器29

杉木原遺跡縄文早期土器30

杉木原遺跡縄文早期土器31

杉木原遺跡縄文早期土器32

杉木原遺跡縄文早期土器33

（ⅧC2類）

（ⅧC2類）

（ⅧC3類）　……………………‥160

（ⅧC3類）

（Ⅷ類胴部）

（Ⅷ類胴部）

（Ⅷ類胴部）

（Ⅷ類胴部）

（Ⅷ類底部）

（Ⅷ類底部）

（Ⅷ類底部）

図版9　杉木原遺跡縄文早期土器34（Ⅸ類）

杉木原遺跡縄文早期土器35（Ⅸ類）

杉木原遺跡縄文早期土器36（Ⅸ類胴部）

杉木原遺跡縄文早期土器37（Ⅹ類）

杉木原遺跡縄文早期土器38（底部）

図版10　杉木原遭跡旧石器（1）

杉木原遺跡旧石器（2）

杉木原遺跡旧石器（3）

杉木原遺跡縄文石器（1）

杉木原遺跡縄文石器（2）

杉木原遺跡縄文石器（3）

杉木原遺跡縄文石器（4）

杉木原遺跡縄文石器（5）

図版11杉木原遺跡縄文石器（6）

杉木原遺跡縄文石器（7）

杉木原遺跡縄文石器（8）

杉木原遺跡縄文石器（9）

杉木原遺跡縄文石器（10）

杉木原遺跡縄文石器（11）

杉木原遺跡縄文石器（12）

杉木原遺跡縄文石器（13）
杉木原遺跡縄文石器（14）

161
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第1章　はじめに

第1節　調査に至る経結

束九州自動車道延岡～清武間は平成元年2月に基本計画がなされ、平成3年12月には西都～清

武間については整備計画路線となっている。西都～清武間は、平成5年11月に建設大臣から日本

道路公団へ施工命令が出され、公団では平成6年度から事業に着手している。その間、県教育委員

会文化課では、平成3年度に西都～清武間の遺跡詳細分布調査を行い、それに基づき埋蔵文化財の

保護について関係機関と協議を重ねた結果、工事施工によって影響を受ける部分については工事着

手前に発掘調査を実施することとなった。調査は、平成7年度の清武工事区の7遺跡から調査を開

始した。調査にあたっては高速道対策局・日本道路公団九州支社宮崎工事事務所・東九州自動車道

用地事務所と綿密な打合せを行い、調査の時期や問題点、確認調査の場所設定について協議を行っ

た。

第2節　調査の組織

権現原第2遺跡、杉木原遺跡、（平成7年度）、永ノ原遺跡（平成7年度～平成8年度）の調査組

織は次のとおりである。

調査主体　宮崎県教育委員会

教　　育　　長

文　化　課　長

主幹兼埋蔵文化

財第二係長

埋蔵文化財係長

主事（調整担当）

主任主事（調整担当）

主査（調整担当）

主査（調整担当）

主任主事（調整担当）

主査（調査担当）

主査（調査担当）

主任主事（調査担当）

主事（調査担当）

調査員（嘱託）

田原直廣（平成8年度）

岩切重厚（平成9年度）

笹山竹義（平成10年度～12年度）

江崎富治（平成8年度）

仲田俊彦（平成9年度～11年度）

黒岩正博（平成12年度）

岩永哲夫（平成7年度）

面高哲郎（平成8年度）

北郷泰道（平成9年度～11年度）

石川悦雄（平成12年度）

飯田博之（平成7年度）

飯田博之（平成12年度）

永友良典（平成8年度）

柳田宏一（平成9年度）

重山郁子（平成10年度～11年度）

日高裕司（権現原第2遺跡）

高山富雄（杉木原遺跡）

山田洋一郎（杉木原遺跡）

日高広大（永ノ原遺跡）

白石　修（永ノ原遺跡）
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調査主体　宮崎県埋蔵文化財センター

所　長

副参事

副所長

調査第一課長

調査第一係長

主事（調整担当）

主査（調整担当）

主査（整理作業調整担当）

主査（報告書担当）

主査（報告書担当）

主査（報告書担当）

主任主事（報告書担当）

主査（調査担当・報告書担当）

調査員（嘱託）

藤本健一（平成8・9年度）

田中　守（平成10・11年度）

矢野　剛（平成12年度）

木幡文夫（平成8年度）

岩永哲夫（平成8・9・12年度）

江口京子（平成11年度）

菊地茂仁（平成12年度）

面高哲郎（平成12年度）

岩永哲夫（平成8年度兼務）

面高哲郎（平成9年度～平成11年度）

面高哲郎（平成12年度兼務）

飯田博之（平成8年度）

菅付和樹（平成9年度～平成11年度）

倉永英季（平成12年度）

日高裕司（平成8年度～11年度）

高山富雄（平成8年度～11年度）

山田洋一郎

日高広大

高橋祐二（永ノ原遺跡、平成8年度～10年度）

白岩　修（平成8年度）

第3節　遺跡の位置と環境

清武町は、県央、宮崎平野の南西部に位置し、日南山塊から延びる丘陵の先端部及びその間を流

れる清武川とその支流水無用を中心とした低地からなり、川沿いの丘陵地には河岸段丘が発達し、

町内の遺跡の大半はこの段丘上平坦面に形成されている。

近年、清武町では本合本に記載の遺跡を含む東九州自動車道に伴う発掘調査をはじめ、県営農地

保全整備事業時屋地区における発掘調査等が実施されている。以下、町内の歴史、及び、主要な遺

跡について、簡単に紹介してみたい。

清武町は古代から交通の要所として開け、後には妖肥街道も縦断し、清武城をはじめ中近世を中

心とした史跡が町内に散在し、ひとつの町の雰囲気を醸し出している。特に室町時代には伊東氏の

所領が日向のほぼ全域に及び、清武城を含む48城を有するまでになる。安土桃山時代、元亀3

年の木崎原合戦に敗れ、一時、島津氏の所領となるが、天正15年、豊臣秀吉の九州征伐の功によ

り伊東祐兵の時から再び伊東氏の所領となり、幕末まで至る。このように、中近世の清武町は、伊
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東氏の所領期が長いこともあって、広くその武士文化が浸透する基盤を持っており、特に現市街地

を取り囲む丘陵地帯には、神社仏閣が数多く建立され、『日向地誌』によれば、寺院16、神社5

を数える。なかでも明治5年に廃寺となった勢田寺は日向七堂伽藍のひとつに数えられ、妖肥街道

沿いに立地し、十二支院を持つ大伽藍であったとされ、宮崎学園都市遺跡群中の山内石塔群及び県

指定有形文化財の五輪塔はこの勢田寺に由来するものとされる。山内石塔群は、記年在銘からは文

明年間から天明年間にかけての約450基余りの五輪塔や板碑で構成されている。

その他、町内及び隣接地では、近年、発掘調査が急増し、古代以前の遺跡についても調査結果が

報告されるようになり、貴重な文化遺産が紹介されている。杉木原遺跡の東に位置する竹ノ内遺跡

では、旧石器時代から近世までの遺構・遺物が多数検出されており特に縄文時代後期の竪穴式住居

が51軒ほど検出されている。また、包含層から軽石製の岩偶が1個検出された。この岩偶は、鹿

児島県の垂水市の柊原遺跡ににたものが検出されている。また、辻遺跡では貝殻復縁刺突文を連続

した山形あるいは鋸歯状に施文する辻タイプと分類される縄文早期の土器が出土したことでも知ら

れている。

本合本遺跡の北側の台地には県営農地保全整備事業関連の複合遺跡群が立地している。その中で

椎屋形第1遺跡・椎屋形第2遺跡では、縄文時代草創期の土器が多量に出土するとともに、第1遺

跡では弥生時代後期初頭の「花弁状住居跡」が検出されている。上ノ原第1遺跡・上ノ原第2遺跡

では、縄文時代中期～後期の竪穴住居跡・土壌群が検出されている。また、自ケ野第1・第2・第

3遺跡では、縄文時代早期を中心とする遺構・遺物が出土しており、特に第3遺跡B地区の古代の

竪穴式住居群は特筆に価する。また、東九州関連の自ケ野遺跡は、縄文時代を中心とする遺構・遺

物の検出量が非常に多い。

＜参考文献＞

清武町教育委員会1990　『清武町遺跡詳細分布調査報告書』清武町埋蔵文化財調査報告書第4

集
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第1図　権現原第2遺跡　周辺地形図（1：4000）

第日章　　権現原第2遺跡

第1節　調査の経過と概要

権現原第2遺跡は、宮崎県宮崎郡清武町大字船引字安ケ野にある。遺跡は、清武町北東端の標高

約80mのシラス台地上の縁辺部に立地し、北は清武川を挟んで上ノ原第1遺跡に、南は谷間を挟

んで権現原第1遺跡に画している。

調査対象区域は、北西から南東に向けて緩やかに傾斜する地形で、調査前はたばこ、大根の耕作

が行われていた。事前の確認調査で第Ⅱ層（アカホヤ火山灰層）の残存範囲の確認、その下位から

縄文土器、打製石鉄が検出された。その結果、調査対象範囲を当初の4，600扉から、第Ⅴ層（

小林軽石を含む層）が残存している1，200m？に限定し、縄文時代の包含層を対象として調査に

着手、平成7年12月5日から平成8年3月13日まで本調査を行った。

調査に際しては、重機で第I層（表土）を除去した後、国土座標軸を基準とした10mグリッド

を設定し、北から南を32、31、30区、東から西をRS、T区として、その組み合せで区画を

表示した。第Ⅱ層（アカホヤ火山灰層）以下を人力で除去し、第Ⅲ層以下での遺構、遺物の検出に

努めた。

まず、調査区中央にグリッドラインに沿って、南北、東西に各1本幅約1mの先行トレンチを設定
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し、層位を確認しながら掘り下げを行った。

その結果、遺構として第Ⅲ層下位から第Ⅳ層上位にかけて、集石遺構8基が検出された。また、遺

物として第Ⅲ層上位から第Ⅳ層上位にかけて、縄文時代早期の土器445点（貝殻条痕文円筒形土

器、押型文土器、貝殻刺突文土器、その他）、石器564点（打製石鉄、蔽石、剥片、チップ）が

出土した。また、旧地形確認のため、第Ⅴ層直上で等高線の実測を行った。

その後、旧石器時代の包含層を確認するため、トレンチを設定して第Ⅶ層面まで掘り下げたが、第

Ⅴ層以下では遺構、遺物は検出できなかった。

第2節遺跡の層序
権現原第2遺跡では、右図に示す第I層から第Ⅶ層が基本層序

として確認された。第Ⅲ層、第Ⅳ層が縄文時代早期の包含層で、

各層の状態については次の通りである。

第I層　表土（耕作土）

第Ⅱ層　黄褐色土層（Hu e5YR　6／8）

黄橙色のパミスを含む黄褐色土層で、約6，300年前に鬼界

カルデラから噴出したアカホヤ火山灰に相当する。地形の関係で

調査区南半の一部にのみ残存していた。

第Ⅲ層　明黄褐色土層（Hu el OYR　6／6）

粘性を持つ明るい褐色土層で、全体に微細な黄色粒、灰白色粒

がまじる。上位から下位にかけて遺物が、また下位から集石遺構

が検出された。

第Ⅳ層　褐色土層（Hu e7．5YR　5／6）

第Ⅲ層より軟質な褐色土。上位で遺構、遺物が検出された。

第Ⅴ層　黒褐色土層（Hu e7．5YR　3／2）

硬質でしまっている。全体に黒褐色のブロックがみられる。ま

ばらに黄橙色軽石粒を含む。これは約1万4千年前に霧島火山か

ら噴出した霧島小林軽石に相当する。

第Ⅵ層　黒褐色土層（Hu el OYR　2／2）

Ⅴ層に含まれる黒褐色土が全体に広がり、黄橙色軽石粒を多く

含むブロックがみられる。硬質で乾燥すると縦にクラックが入りやすい。地形の関係で調査区の北

端には残存していない。

第Ⅶ層　褐色土層（Hu e7．5YR　4／3）

粘性をもつ褐色土で、ハードローム層と呼ばれる層である。
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第3節　縄文時代早期の遺構と遺物

（1）遺構

集石遺構

集石遺構8基は第Ⅲ層下位から第Ⅳ層上位にかけて検出された。位置的には調査区の南端付近（

R28、29、S29区）に並ぶ1号から5号と、中央付近（R30、31、S30区）の6号か

ら8号の2群に分かれる。いずれも、構成礫は熱を受け赤化した破砕礫、円礫からなり、底部に配

石は認められなかった。

1号集石（第4図）

R28、29区にまたがる位置の第Ⅲ層下位で検出。長径82cm、短径65cm、検出面から

の深さ15cmの楕円形プランを呈し、本遺跡で検出された集石遺構の中では比較的小型なタイプ

に属する。円礫と小型の破砕礫が密集した形で使用されており、構成礫の除去後には皿状の掘り込

みが確認された。遺構内上部で縄文土器（81）、下部で無文土器（92）が、どちらも構成礫の

間から検出された。

2号集石（第4図）

R29区南西端の第Ⅲ層下位で検出。長径62cm、短径54cm、検出面からの深さ8cmの

楕円形のプランを呈し、本遺跡で最も小型なものである。比較的大型の円礫があまり密集しない形

で使用されており、構成礫の除去後には、ごく浅い皿状の掘り込みが確認された。

3号集石（第4図）

S29区南東端の第Ⅳ層上位で検出。長径88cm、短径84cm、検出面からの深さ10cm

の円形プランを呈する。熱を受けて赤化した破砕礫が多く使用されているが、あまり密集はしてい

ない。構成礫の除去後には、ごく浅い皿状の掘り込みが確認された。遺構内上部で貝殻条痕文土器

（17、27）が出土した。

4号集石（第4図）

S29区中央付近の第Ⅳ層上位で検出。長径73cm、短径57cm、検出面からの深さ10c

mの楕円形のプランを呈し、小型なタイプに属する。円礫と小形の破砕礫があまり密集しない形で

使用されており、構成礫の除去後には、ごく浅い皿状の掘り込みが確認された。

5号集石（第5図）

S29区西端の第Ⅳ層上位で検出。長径86cm、短径80cm、検出面からの深さ18cmの

円形プランを呈する。大小の円礫と小形の破砕礫が密集した形で使用されており、構成礫の除去後

には皿状の掘り込みが確認された。
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6号集石（第5図）

S30区東端の第Ⅲ層下位で検出。長径124cm、短径102cm、検出面からの深さ24c

mの楕円形プランを呈し、本遺跡で最も大型なものである。構成礫は円礫と小型の破砕礫が使用さ

れており、構成礫の除去後には深い皿状の掘り込みが確認された。なお、6号集石から8号集石は

遺構上位の構成礫を除去した後、底面近くに残る礫だけを実測している。

7号集石（第6図）

R30、31区にまたがる位置の第Ⅳ層上位で検出。長径112cm、短径102cm、検出面

からの深さ20cmの楕円形プランを呈し、大型のタイプに属する。構成礫の大半は熱を受け赤化

した小型の破砕礫が、密集した形で使用されていた。構成礫の除去後には深い皿状の掘り込みが確

認された。

8号集石（第6図）

R31区南東端の第Ⅳ層上位で検出。長径110cm、短径105cm、検出面からの深さ26

cmの不整円形プランを呈し、大型のタイプに属する。構成礫は大型の円礫と熱を受け赤化した小

型の破砕礫が、密集した形で使用されていた。構成礫の除去後には深い皿状の掘り込みが確認され

た。

（2）遺物

土器

本遺跡では出土した土器は、いずれも第Ⅱ層（アカホヤ火山灰層）直下の第Ⅲ層上位から第Ⅳ層

上位にかけて検出されており、時期的には縄文時代早期の遺物と考えられる。

その種類は器面に施された文様、形態上の特徴をもとにI類からⅧ類に分類できた。その中でも

I類116点（土器全体の26％）、Ⅴ類72点（16％）、Ⅱ類28点（6％）で全体の大半を占

め、本遺跡での生活時期を考える上での参考になると思われる。

以下、類別にしたがって説明していく。

I類（第9・10図1～18）

器形は円筒形を呈し、胴部器壁に斜方向、横方向の貝殻条痕文が施されているのが特徴である。

口緑部は口緑部上端の施文によって、斜方向の短沈線文があるもの（1，5）、斜方向の貝殻腹緑

刺突文があるもの（2～4，6，7）、縦方向の短沈線文があるもの（8）に分かれる。口唇部及

び内面は丁寧なナデまたはミガキ調整である。

胴部施文には斜方向の貝殻条痕文（10～13）、横方向の貝殻条痕文（14，15）がある。

底部（16～18）は平底で、外面には胴部から続く斜方向の貝殻条痕文の下位に丁寧なナデが施

され、17には指頭庄痕もみられる。また器形は円筒形であるが、底部は胴部に比較して径が小さ

くなる。
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第12図　権現原第2遺跡　土器実測図（4）
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出土位置は、S28，29区のⅣ層を中心に広がり、特に2号集石、3号集石を囲むように出土

している。

Ⅱ類（第10・11図19～28）

器形、器壁の貝殻条痕文はI類に似るが、口緑部上端外面に貝殻刺突文を施し、その下位に楔形

突帯が貼り付けられているのが特徴である。

口唇部には工具を用いた連続刻みが施され、口縁部上位に二条に貝殻腹緑刺突文を施し、その下

位に楔形突帯が貼り付けられ、胴部には横方向の貝殻条痕文が施されている（19～24）。

胴部（25～27）、底部（28）は、施文、胎土の状態からⅡ類に類すると思われ、胴部器壁

には横方向の貝殻条痕文が施されている。底部は平底で、外面には斜方向の貝殻条痕文が施されて

いる。出土位置はR29、S29区のⅣ層が主である。
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表1　権現原第2遺跡　縄文土器観察表（1）

図番号
出 土 位 置

（出土 層 ）
器 種 部 位

文 様 及 び 調 整 色 調

焼 成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

1
S28 ・Ⅲ
S28 ・Ⅳ

深鉢 ロ縁部－・斜方向の貝殻条痕文 斜方向のヘラミガキ 橙 にぷい橙 良好 1ミリ以下の白色粒、透明粒を含む I
黒変部分あり

2

S30 ・Ⅲ
S30 ・Ⅳ

深鉢 口緑部 口唇部にミガキ、口縁部上位に貝殻
腹縁による刺突文、下位に斜方向の

貝殻粂痕文

工具によるミガキ にぷい黄橙 にぷい橙 良好 1．5 ミリ以下の黒色粒、0 ．5 ミリ以下の白色
粒、黒色光沢柱状粒、ガラス質透明光沢粒を含
む

I

3

S28 ・Ⅳ 深鉢 ロ縁部 口唇部にミガキ、口縁部上位に貝殻
腹緑による刺突文、下位に斜方向の
貝殻粂痕文

工具によるミガキ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1 ミリ以下の白色粒、黒色光沢粒、ガラス質光
沢粒を含む

I

4
S30 ・Ⅲ 深鉢 ロ緑部 ロ縁部上位に貝殻腹縁刺突文、下位

にナデの上に沈線文
ナデ にぷい黄褐 灰黄褐 良好 2 ミリ以下の乳白色粒、金色光沢粒を含む I

5

S28 ・Ⅳ 深鉢 口縁部 口唇部にナデ、ロ縁部上位に工具に

よる斜方向の短沈線文、下位に斜方
向の貝殻条痕文

工具によるミガキ にぷい黄橙 にぷい橙 良好 1、2 ミリの白色粒、1 ミリ以下の灰色粒、黒
色光沢粒、ガラス質透明光沢粒を含む

I

6

S29 ・Ⅳ 深鉢 口縁部 口唇部にヘラミガキ、口縁部上位に
貝殻腹縁による斜方向の刺突文、下
位に斜方向の貝殻粂痕文

工具によるミガキ 黄橙 にぷい黄橙 良好 1ミリ以下の灰色粒、白色粒、黒色粒、ガラス
質透明光沢粒を含む

I

7

S28 ・Ⅳ 深鉢 口緑部 口唇部にミガキ、口縁部上位に貝殻
腹緑による刺突文、下位に斜方向の
貝殻粂痕文

工具によるミガキ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1 ミリ以下の灰色粒、白色粒、黒色光沢粒、ガ

ラス質光沢粒を含む
I

8

S28 ・Ⅳ 探鉢 口緑部 口唇部に横ナデ、口縁部上位にヘラ
状施文具による縦方向の押庄刻み、
下位に横方向の貝殻条痕文

横ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 2 ミリ以下の茶色、黒灰色、白色、金色の砂粒
を含む。

I

9
S29 ・Ⅳ 深鉢 胴部 斜方向の貝殻条痕文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1 ミリ以下の褐色粒、黒色粒、透明光沢粒を含

む
I

10
R29 ・Ⅲ
S28 ・Ⅳ

深鉢 胴部 上位に貝殻腹縁による横方向の刺突
文、下位に斜方向の貝殻粂痕文

工具によるミガキ にぷい黄橙 にぷい黄褐 良好 1 ミリ以下の灰色粒、白色粒、黒色光沢粒、ガ

ラス質透明光沢粒を含む
I

11
S29 ・Ⅳ 探鉢 胴部 風化の著 しい斜方向の貝殻粂痕文 ナデ にぷい黄橙 にぷい橙 良好 約 1 ミリの褐色粒、白色粒、 1 ミリ以下の透明

光沢粒を含む
I

12
T 29 ・Ⅳ 深鉢 胴部 斜方向の貝殻条痕文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1 ミリ以下の褐色粒、黒色粒を含む I

13
S28 ・Ⅳ

S29 ・Ⅳ

深鉢 胴部 斜方向の貝殻条痕文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1ミリ以下の白色粒、褐色粒、黒色粒を含む I

1 4
R30 ・Ⅲ 探鉢 胴部 貝殻条痕の上に横ナデ 横方向のケズリ にぷい黄橙 橙 良好 2 、3 ミリ以下の白色粒、灰色粒、褐色粒、黒

色光沢柱状粒、0 ．5 ミリ以下のガラス質透明
光沢粒を含む

I

1 5
R29 ・Ⅲ
S30 ・Ⅳ

深鉢 胴部 斜方向の貝殻条痕文 ナデ にぷい黄橙 にぷい橙 良好 約 1 ミリの褐色粒、白色粒、1 ミリ以下の透明
光沢粒を含む

I

1 6
S29 ・Ⅳ 深鉢 胴部 上位に斜方向の貝殻条痕文、下位に

ナデ
横ナデ 明黄褐 橙 良好 1ミリ以下の透明光沢粒、黒色光沢粒を含む I

17
S29 ・Ⅳ
S I －3

深鉢 底部 上位に斜方向の貝殻条痕文、下位に
指頭庄痕

ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐 良好 1ミリ以下の褐色粒、黒色粒、透明光沢粒を含
む

I

18

R30 ・Ⅲ
R30 ・Ⅳ
S 30・－Ⅳ

深鉢 底部 斜方向の貝殻粂痕文、下位に条痕文
の上を縦方向のヘラミガキ

縦、横方向のナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1ミリ以下の白色粒、黒色粒、ガラス質透明光
沢粒を含む

I

19

R29 ・Ⅲ 深鉢 口縁部～ 口唇部に刻み、口縁部上位に横方向 横ナデ にぷい赤褐 にぷい黄褐 良好 1、2 ミリの褐色粒、黒色粒、ガラス質透明粒 Ⅱ
R29 ・Ⅳ
S29 ・Ⅳ

胴部 の沈線文、楔形貼付突帯文、下位に
横方向の貝殻条痕文の上にナデ

を含む

2 0

S29 ・Ⅳ 深鉢 口縁部 口唇部に刻み、口縁部上位に横方向

の沈線文、楔形貼付突帯文、下位に
横方向の貝殻条痕文の上にナデ

横ナデ にぷい明赤
褐

にぷい赤褐 良好 1、2 ミリの褐色粒、黒色光沢粒、ガラス質透
明粒を含む

Ⅱ

2 1

S29 ・Ⅲ 探鉢 口縁部 口唇部に押庄刻み、口縁部上位に貝
殻腹緑刺突文、下位に楔形貼付突帯
文

横ナデ にぷい黄橙 にぷい橙 良好 1 ミリ以下の黒色光沢粒、透明光沢粒を含む Ⅱ

2 2

R28 ・Ⅳ 深鉢 口縁部 口唇部に押庄刻み、口緑部上位に貝
殻腹縁刺突文、下位に楔形貼付突帯
文

横ナデ にぷい橙 にぷい橙 良好 1 ミリ以下の黒色光沢柱状粒、透明光沢粒を含
む

Ⅱ

2 3

S29 ・Ⅲ 深鉢 口縁部 口唇部に刻み、ロ緑部上位に貝殻腹
縁刺突文、楔形貼付突帯文、下位に
横方向の貝殻条痕文

斜方向のナデ 橙 橙
明褐

良好 1 ミリ以下の黒色光沢柱状粒、透明光沢粒を含
む

Ⅱ

2 4
R29 ・Ⅲ

R29 ・Ⅳ

深鉢 胴部 横ナデの上に突帯貼付、その下位に
横方向の貝殻条痕文

工具による斜方向のナデ 橙 橙 良好 2 ミリ大の褐色粒、1 ミリ以下の白色粒、黒色
粒、黒色光沢粒、ガラス質透明光沢粒を含む

Ⅱ

2 5
R29 ・Ⅳ 深鉢 胴部 横方向の貝殻条痕文 横ナデ にぷい橙 明赤褐 良好 3 ミリ以下の褐色粒、1 ミリ以下の透明光沢粒

を含む
Ⅱ
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表1　権現原第2遺跡　縄文土器観察表（2）

図番号
出 土 位 直

（出土 層 ）
器 種

’男巳

部 位
文 様 及 び 調 整 色 調

焼 成 胎 土 備 考
外 面 内面 外 面 内 面

2 6
R29 ・Ⅲ 樺鉢 胴部 横方向の貝殻粂痕文 横ナデ 橙 明赤褐 良好 1 ミリ以下の灰色粒、白色粒、ガラス質透明光

沢粒を含む
Ⅱ

2 7
S29 ・Ⅳ
S I －3

深鉢 胴部 斜方向の貝殻粂痕文 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1 ．5 ミリ以下の褐色粒、黒色粒、透明光沢粒
を含む

Ⅱ

2 8
S29 ・Ⅳ 深鉢

’勿巳

底部 斜方向の貝殻条痕文 ナデ にぷい黄褐 にぷい赤褐 良好 2 ミリ以下の褐色粒、ガラス質透明光沢粒、1
ミリ以下の黒色粒、褐色粒を含む

Ⅱ

2 9
S 31 ・Ⅲ 諾鉢 胴部 斜方向のナデの上に　 方ロの貝殻腹 縦方向のヘラミガキ にぷい褐 黄灰 良好 1 ミリ以下の里色粒　 里色光沢柱状粒　 0　 5 Ⅲ
S31 ・Ⅳ 縁刺突文 にぷい黄橙 　ヽ　ハ・ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽミリ以下の白色粒、ガラス質透明光沢粒を含む

3 0
U 3 2 ・Ⅳ 深鉢 底部付近 横ナァの上に横方向の貝殻腹縁刺突

文

＿1＿

縦ナデ にぷい橙 にぷい黄橙 良好 2 ミリ以下の灰白色を含む。 Ⅲ

3 1 S 3 2 ・Ⅳ 深鉢 口縁部 口唇部に横ナデ、ロ縁部上位に横ナ
デ、下位に山形押型文

工具によるナデ ．にぷい黄褐 明黄褐 良好 1、2 ミリの白色粒、1 ミリ以下の褐色砂粒 Ⅳ

3 2
T 32 ・Ⅳ 探鉢 胴部 楕円押型文 ナデ 橙 にぷい黄橙 良好 2 ミリ以下の黒色光沢柱状粒を含む Ⅳ

33
S28 ・Ⅲ
T3 1 ・Ⅲ

深鉢 口緑部 口唇部に刺突文、口縁部上位に貝殻
腹縁刺突文、下位に横方向の沈線文

風化気味のナデ にぷい橙 にぷい橙 良好 1 ミリ以下の褐色粒、ガラス質光沢粒を含む。 Ⅴ

34
R30 ・Ⅲ 深鉢 口緑部 口唇部にナデ、口縁部に貝殻腹縁刺

突文、沈線文

横ナデ にぷい黄橙 橙 良好 2 ミリ以下の透明光沢粒、黒色粒、乳白色粒を
含む

Ⅴ

3 5
S31 ・Ⅲ 深鉢 口縁部 口唇部にナデ、口縁部に貝殻腹緑刺

突文、沈線文

横ナデ 橙 褐 良好 3 ミリ以下の灰色粒、2 ミリ以下の透明光沢
粒、黒色光沢粒を含む

．Ⅴ

3 6
S30 ・Ⅲ
S31 ・Ⅲ

深鉢

、クC

口縁部 口唇部にナデ、口縁部に貝殻腹縁刺
突文、沈線文

横、斜方向のナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 2 ミリ以下の褐色粒、1 ミリ以下の透明粒、黒
色光沢粒を含む

Ⅴ

3 7
R 30 ・Ⅲ 諾鉢

’勿巳

口縁部 口唇部に貝殻腹縁による刻み、口縁
部に横ナデの上に貝殻腹縁刺突文、
沈線文

横ナデ 赤褐 にぷい赤褐 良好 1 ミリ以下の白色粒、褐色粒、透明光沢粒を含
む

38 と同一個体

Ⅴ

3 8
S3 1 ・Ⅲ
R 29 ・Ⅲ

？禾鉢

一勿＝

頚部 横、斜方向のナデの上に貝殻腹緑刺
突文、沈線文

斜方向のナデ にぷい赤褐 暗赤褐 良好 1．5 ミリ以下の褐色粒、透明光沢粒、 3 7 と同一個体
Ⅴ

39
R 29・Ⅱ
S30 ・Ⅳ

渾鉢

、クC

口緑部

、胴部

口唇部にナデ、口縁部ナデの上に貝
殻腹縁刺突文

士

横ナデ にぷい橙 にぷい橙 良好 1m m ～ 2 ． 5 m m の白色粒、2 m m 以下の金
色光沢粒を含む

Ⅴ

40
R 30・Ⅲ 裸鉢

’クC

口縁部 ナァの上に横方向の貝殻腹縁押 し引
き文、斜方向の沈線文

横ナデ にぷい黄橙 にぷい黄褐 良好 1 ミリ程度の乳白色の粒を含む Ⅴ

4 1
T30 ・Ⅲ 7第鉢

’グC

ロ縁部 口唇部にナァ、口縁部横方向の貝殻
腹緑押し引き文

横ナデ 暗灰黄 黄褐 良好 2 ミリ以下の乳白色、灰色、茶色、金色に光る
砂粒を含む

42 と同一個体

一部スス付着

4 2
S31 ・Ⅲ 7禾鉢

’クC

口縁部頚
部

ナァの上に横方向の貝殻腹縁押 し引
き文、斜方向の沈線文

横ナデ 暗灰黄 黄褐 良好 2 ミリ以下の乳白色、黄色、褐色、灰色の砂
粒、金色光沢粒を含む

4 1と同一個体

一部スス付着

4 3
T32 ・Ⅳ 7第鉢

、グG

ロ縁部 口唇部に工具による刻み、口緑部横
ナデの上に貝殻腹縁押し引き文、横
方向の沈線文

」L＿

横ナデ 黄褐 にぷい黄 良好 1 、2 ミリの白色粒、黒色の光沢微細粒を含
む。

Ⅴ

4 4
R29 ・Ⅲ 裸鉢 ロ縁部 横ナァの上、口縁部上位に貝殻腹縁

刺突文
横ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1 ミリ以下の金雲母、白色微細粒を含む V

4 5
U 32 ・Ⅳ 深鉢

’クC

胴部 横ナデの上に、月殻腹縁押し引き
文、横方向の沈線文

横ナデ にぷい黄橙 にぷい褐 良好 1 ミリ以下の金雲母、褐色粒を含む Ⅴ

4 6
R29 ・Ⅲ
R 30 ・Ⅳ

裸鉢

’甥C

口緑部 口唇部にナァ、口縁部にナデの上に
貝殻腹縁刺突文

横、斜方向のナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 3 ．5 ミリ以下の白色粒、2 ．5 ミリ以下の金色
光沢粧、褐色粒を含む

Ⅴ

4 7
R 29 ・Ⅲ
S30 ・Ⅲ

諾鉢

’ゲC

口縁部 口唇部にナデ、ロ縁部工具によるナ
デの上に横方向の貝殻腹縁刺突文

工具による横ナデ にぷい黄褐 にぷい橙 良好 1ミリ以下の白色粒、黒色粒を含む Ⅴ

48 R 29 ・Ⅲ 沫鉢

沈

口縁部 口唇部にナァ、口緑部にナデの上に
貝殻腹緑押し引き文

．　　　士

横ナデ にぷい褐 にぷい褐 良好 1 ミリ以下の金色光沢粒を含む Ⅴ

4 9 R 31 ・Ⅳ ほ鉢 胴部 横ナァの上に貝殻腹縁連続刺突文

士

横ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1 ミリ以下のガラス質透明光沢粒、褐色粒を含
む

Ⅴ

50
S30 ・Ⅳ 深鉢

’ヶ＝

口緑部 ナァの上、貝殻腹縁刺突文 横ナデ 明赤褐 褐 良好 2 ミリ以下の乳白色粒を含む V

5 1
R29 ・Ⅲ
R30 ・Ⅲ
S31 ・Ⅲ

渾鉢

こク＝

頸部 横ナァの上に月殻腹緑刺突文、沈線
文

斜方向のナデ、横、斜方
向のケズリ

にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 2 ミリ以下の白色粒、1 ミリ以下の灰白色、無
色透明粒を含む

Ⅴ

5 2 R30 ・Ⅲ
S30 ・Ⅲ

ほ鉢 胴部 横ナァの上に貝殻腹縁刺突文、斜方
向の沈線文

横ナデ にぷい橙 橙 良好 3 ミリ以下の褐色粒、2 ミリ以下の乳白色粒を
含む

Ⅴ

ー24－



表1　権現原第2遺跡　縄文土器観察表（3）

図番号
出 土位 置

（出土 層 ）
器 種 部 位

文 様 及 び 調 整 色 調
焼 成 胎 土 備 考

外 面 内面 外 面 内 面

5 3
深鉢 胴部 横ナデの上に貝殻腹縁刺突支い沈線．

文
粗い斜方向のナデ にぷい褐 暗灰黄 良好 1．5 ミリ以下の白色粒を含む 継ぎ目あり

Ⅴ

5 4
Sト4 深鉢 胴部 横ナデの上に沈線文、貝殻腹縁刺突

文
横ナデ （風化気味） にぷい黄褐 にぷい明赤

褐
良好 2 ミリ以下の灰色粒、黒色粒、褐色粒、透明光

沢粒を含む
Ⅴ

5 5
T 30 ・Ⅲ 深鉢 頚部 横ナデの上に貝殻腹緑刺突文、沈線

文

風化気味の横ナデ にぷい褐 にぷい黄褐 良好 1ミリ以下の白色粒、灰色粒、金色光沢粒を含
む

Ⅴ

5 6
S31 ・Ⅲ 深鉢 胴部 ナデの下位に横方向の楕円押型文 縦方向の楕円押型文 にぷい黄橙 にぷい褐 良好 1 ミリ程度の半透明、透明粒を含む。 Ⅴ

57
R29 ・Ⅲ 探鉢 胴部 横ナデの上に貝殻腹縁刺突文、沈線

文
ナデ にぷい橙 にぷい黄褐 良好 0 ．5 ミリの褐色粒を含む Ⅴ

58
S29 ・Ⅲ 深鉢 胴部 横ナデの上に貝殻腹縁刺突文、沈線

文
横ナデ にぷい橙 にぷい黄橙 良好 1 ミリ以下の白色粒、褐色粒を含む Ⅴ

59
R 30 ・Ⅲ 深鉢 胴部 横ナデの上に斜方向の沈線文 横ナデ にぷい橙 橙 良好 4 ミリ以下の乳白色粒、2 ミリ以下の白色光沢

粒を含む
スス付着
Ⅴ

60
R 30 ・Ⅲ
R 30 ・Ⅳ

探鉢 胴部 風化気味のナデの上に斜方向の沈線
文

ケズリ にぷい橙 にぷい黄橙 良好 1．5 ミリ以下の白色粒、1 ミリ以下の褐色粒、

ガラス質光沢粒を含む

スス付着

V

6 1
S3 1 ・Ⅲ
S3 1 ・Ⅳ

深鉢 胴部 粗いナデの上に斜方向の沈線文 横ケズリ にぷい橙 にぷい橙 良好 3 ミリ以下の褐色粒、2 ミリ以下の黒色粒、

0 ．5 ミリ以下のガラス質光沢粒を含む

Ⅴ

6 2
深鉢 胴部 横方向の上に斜方向の沈線文 横ナデ にぷい黄橙 にぷい褐 良好 2 ミリ以下の白色粒、褐色粒、金色光沢粒を含

む
Ⅴ

6＿3
S 30 ・Ⅲ 深鉢 胴部 横ナデの上に貝殻腹縁刺突文、斜方

向の沈線文
横ナデ にぷい橙 橙 良好 1 ミリ以下の褐色粒、白色粒を含む Ⅴ

64
R 28 ・Ⅲ 深鉢 胴部 斜方向のナデの上に斜方向の沈線文 横、斜方向のナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1ミリ以下の透明光沢粒を含む Ⅴ

6 5
深鉢 胴部 横ナデの上に斜方向の沈線文 横ナデ にぷい橙 にぷい橙 良好 3 ミリ以下の赤褐色粒、2 ミリ以下の白色粒、

金雲母を含む
スス付着
Ⅴ

6 6
R 29 ・Ⅲ 深鉢 胴部 ナデの上に斜方向の沈線文 工具による横ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐 良好 2 ミリ以下の乳白色粒、1 ミリ以下の金色光沢

粒を含む
Ⅴ

6 7

S 30 ・Ⅲ 深鉢 頚部 横ナデの上に貝殻腹縁刺突文、斜方 工具による横、斜方向の にぷい橙 にぷい橙 良好 3～8 ミリの乳白色、白色、褐色の砂粒、ガラ V
S 30 ・Ⅳ 向の沈線文 ナデ 灰褐 ス質透明光沢粒及び2 ミリ以下の黒色光沢粒、

黒色光沢甲柱状粒を含む

6 8
U 3 2 ・Ⅳ 深鉢 頸部 横ナデの上に貝殻腹縁刺突文、沈線

文
横ナデ にぷい橙 にぷい黄褐 良好 1．5 ミリ以下の白色粒、金色光沢粒、 1 ミリ以

下の灰色粒を含む
Ⅴ

6 9
深鉢 頚部 横ナデの上に貝殻腹縁刺突文、貝殻

腹緑押し引き文
横方向のケズリ 黄灰 暗灰黄 良好 1 ミリ以下の白色粒、透明光沢粒、黒色透明微

細粒を含む
スス付着
Ⅴ

7 0
深鉢 頚部 ナデの上に貝殻腹縁刺突文 風化気味のナデ にぷい褐 にぷい黄

にぷい橙

良好 2 ミリ以下ゐ白色粒、1 ．5 ミリ以下の金色光

沢粒を含む
V

7 1
S29 ・Ⅲ
S29 ・Ⅳ

深鉢 頚部 横ナデの上に横方向の貝殻腹縁刺突
文

横ナデ にぷい赤褐 にぷい赤褐 良好 5 ミリ以下の白色粒、2 ．5 ミリ以下の金色

粒、1 ミリ以下の褐色粒を含む
Ⅴ

7 2
T 31 ・Ⅳ 探鉢 胴部 横ナデの上に横方向の貝殻刺突文 横、斜方向のけずり にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1 ミリ以下の黒色光沢粒、透明光沢粒を含む Ⅴ

7 3
深鉢 胴部 横ナデの上に横方向の沈線文 横ケズリ にぷい赤褐 明赤褐 良好 1．5 ミリ以下の白色粒、灰色粒、褐色粒、1 ミ

リ以下の黒色光沢粒を含む
Ⅴ

7 4
T29 ・Ⅳ 探鉢 口縁部 口唇部に横ナデ、口緑部に櫛歯状工

具による条痕文
工具による条痕の上を横
ナデ

褐 褐 良好 白色徴細粒を含む 穿孔あり

Ⅵ

75
深鉢 口縁部 口唇部に横ナデ、口緑部に櫛歯状工

具による粂痕文
工具による条痕の上を横
ナデ

褐 褐 良好 ガラス質の透明光沢微細粒、白色微細粒を含む Ⅵ

76
T30 ・Ⅲ 深鉢 ロ縁部 口唇部に横ナデ、口縁部に櫛歯状工

具による条痕文
工具による粂痕の上を横
ナデ

にぷい黄褐 にぷい黄褐 良好 ガラス質の透明光沢微細粒を含む

Ⅵ

77
R 29 ・Ⅲ

R 30 ・Ⅲ

深鉢 胴部 ナデの上に斜方向の貝殻条痕文 横ナデ にぷい褐 にぷい褐 良好 4．5 ミリ以下の褐色粒、2 ミリ以下の金色光沢

粒、白色粒を含む
Ⅵ

78
T30 ・Ⅳ 深鉢 口縁部 口唇部に横ナデ、口縁部に櫛歯状工 工具による条痕の上を横 にぷい橙 にぷい褐 良好 7 ミリ以下の灰色粒、4 ミリ以下の褐色粒を含 7 9 と同一個体

具による条痕文 ナデ む 穿孔あり
Ⅵ

79
T29 ・Ⅳ
T 30 ・Ⅲ

深鉢 胴部 櫛歯粂工具による縦、斜方向の粂痕
文

工具による条痕の上を横
ナデ

にぷい褐 にぷい黄褐 良好 1 ミリ以下の褐色粒、黒色光沢柱状粒を含む 7 8 と同一個体
Ⅵ

80
S30 ・Ⅲ 深鉢 胴部 横、斜方向の貝殻条痕文、下位は風 工具による横、横方向の にぷい黄褐 にぷい黄褐 良好 3 ミリ以下の乳白色粒、1 ミリ以下の金色光沢 Ⅵ

化が著しい ナデ 粒を含む

8 1
S I－1 深鉢 口縁部 口唇部に棒状工具による押庄刻み、

口縁部に羽状の縄文

斜方向のナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 3．5 ミリ以下の灰色粒、2 ミリ以下の白色粒を
含む

Ⅶ
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表1　権現原第2遺跡　縄文観察表（4）

図番号
出土 位 置

（出 土 層 ）

T30 ・Ⅳ

器 種

加鉢

部位

ロ緑部

緑立

文 様 及 び 調 整 色 調

焼 成 胎 土 備 考
外 面

口唇部に横ナデ、口縁部に斜方向の
ナデの上に斜方向の沈線文

内 面 外 面 内 面

8 2

S29 ・Ⅳ

樟

’罪鉢

横ナァ にぷい黄橙 にぷい黄 良好 0 ．5 ～2 ． 5 ミリの白色粒、褐色粒を含む。 Ⅶ

8 3

R30 ・Ⅲ

7第

’瓜鉢

口　 郡

口縁部

縁

口唇部に横ナァ、口縁部にていねい
なナデ

横ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 0．5 ミリ以下の灰色、褐色砂粒を含む 8 6 と同一個体

Ⅶ

8 4

S 31 ・Ⅲ

ほ

’霹鉢

口唇部に横ナデ、口縁部に横ナァの
上に斜方向の撚糸文

横ナァ にぷい黄橙 黄褐 良好 2 ミリ以下の灰色粒、1 ミリ以下の白色粒、ガ
ラス質透明光沢粒を含む

Ⅶ

8 5

R 29 ・Ⅲ

諾

’鉢

口・部 口唇部に横ナデ、口緑部に板状工具
による刺突文

横ナァ にぷい黄 黄褐 良好 2．5 ミリ以下の白色粒、金色光沢粒を含む Ⅶ

8 6

R 31 ・Ⅳ

深

沈鉢

胴部 斜方向のナァ

′，・　　ヽ

工具による斜方向のナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1．5 ミリ以下の白色粒、黒色粒、褐色粒、ガラ
ス質透明光沢粒、黒色光沢柱状粒を含む

8 3 と同一個体
Ⅶ

8 7

S28 ・Ⅲ

諾

’鉢

胴部 斜方向ナァの上に斜方向の沈線文 斜方向の粗いナデ にぷい橙 にぷい黄橙 良好 3 ミリの褐色粒、灰色粒、2 ミリ以下の白色
粒、1 ．5 ミリ以下の金色光沢粒を含む

Ⅶ

88 S28 ・Ⅳ

S28 ・Ⅳ

深

深鉢

胴部

胴部

ナァの上に斜方向の沈線文 斜方向の粗いナデ にぷい橙 にぷい黄褐 良好 3 ミリ以下の灰色粒、白色粒を含む スス付着

Ⅶ

8 9

S29 ・Ⅳ こケC

横ナァ 横ナァ にぷい黄橙 にぷい褐 良好 2 ミリ以下の灰色、褐色、黒色の砂粒、黒色柱
状粒を含む

Ⅶ

9 0

Q 29 ・Ⅲ

諾鉢

加鉢

口緑部 口唇部に横ナァ、口縁部に粗いナァ 横方向の粗いナデ 灰黄褐 灰黄褐 良好 2 ミリ以下の白色粒、赤褐色を含む Ⅶ

9 1

S ト1

7幕

、矯鉢

胴部 粗い横ナ7 粗い斜方向のナデ にぷい褐 にぷい黄褐 良好 2 ミリ以下の白色粒、乳白色粒、金色光沢粒を
含む

Ⅶ

92

R 30 ・Ⅲ

7未

知鉢

胴部

底

斜方向のナァ

－1 と

横ナァ にぷい橙 にぷい褐 良好 2 ミリ以下の金色光沢粒、1 ミリ以下の褐色粒 Ⅶ

93 S29 ・Ⅲ

S29 ・Ⅲ

7第

、鉢

氏部

底

ケス ノ丸味のナァ 横ナァ にぷい橙 にぷい橙 良好 1～2 ミリの白色粒、灰色粒、黒色柱状粒、1
ミリ以下の黒色柱状粒を含む

9 4

R28 ・Ⅳ

探

知鉢

氏部

底

風化著しく調整不明 風化著しく調整不明 橙 にぷい黄橙 良好 2 ミリ以下の灰色、褐色の砂粒、透明光沢粒、
黒色柱状粒を含む

9 5 7禾 式部 横ナデ 横ナァ 明褐 明赤褐 良好 2 ミリ以下の透明光沢粒、褐色粒、1 ミリ以下
の黒色粒を含む
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Ⅲ類（第11図　29，30）

器形は円筒形を呈し、胴部器壁に横方向の貝殻腹緑刺突文が施され、貝殻腹緑の庄痕が方形状に

表現されるのが特徴である。S31，U32区の第Ⅳ層面で出土した。

Ⅳ類（第11図　31，32）

器形は円筒形で、31は口唇部横ナデ、口緑部上位に横ナデ、胴部器壁に斜方向の山形押型文が

施されている。32は胴部片で、器壁に横方向の楕円押型文が施されている。S32，T32区の

第Ⅳ層から出土している。

Ⅴ類（第12～14図　33～73）

器形は頚部が「くの字形」にしまり口緑部が外反し、器壁に貝殻腹緑刺突文、沈線文が施されて

いるのが特徴である。口緑部の施文、沈線文の様子等により、次のように細分される。

33～39は、口緑部に横方向の貝殻刺突文を複数条施し、その間に横方向の沈線文を施したも

ので、37、38は同一個体である。　　　　　　　、

40～50は、口緑部に横方向、斜方向の貝殻条痕文を施しているが、その間に沈線文は見られ

ない。41は口緑部上位から頸部にかけて横方向に六条の貝殻腹緑刺突文が巡らされ、42は同一

個体の頚部付近で、横方向の貝殻腹緑刺突文の下位に斜方向の貝殻による沈線文が帯状に施されて

いる。40、43、44は口緑部上位に横方向一条の貝殻腹緑刺突文が施されている。45は口縁

部上位から頚部にかけて横方向に四条の貝殻腹緑刺突文が施されている。46は口緑部上端に横方

向に一条の貝殻条痕文、その下位に斜方向に三条の貝殻条痕文が施されている。

51～57は頚部付近に横方向の貝殻腹緑刺突文、その下位に複数の沈線文が帯状に施されてい

る。58～66は複数の帯状の沈線文が見られる。67～73は頚部または胴部片でいずれもⅤ類

の特徴である貝殻腹緑刺突文、あるいは沈線文が見られるが、施文に前述のような規則性は見られ

ない。

Ⅴ類土器は、R30，S30区にまたがる付近を中心に広い範囲で出土した。層的には第Ⅲ層、

第Ⅳ層から出土している。

Ⅵ類（第15図　74～80）

器形は円筒形を呈し、胴部外面には斜方向の貝殻条痕文を重ねて施し、内面は貝殻条痕文の後、

丁寧なナデ調整が見られるのが特徴である。口唇部は横ナデを施し、74，78には穿孔がみられ

る。78、79は同一個体である。

出土位置に偏りは見られないが、層的には主に第Ⅲ層から出土している。

Ⅶ類（第15～16図　81～92）

これまで分類したものに含まれないもの、時期や類別の判別が困難なものを、この類に集めた。

81は口唇部押庄刻み、口綾部に羽状の縄文が施され、1号集石内上部で出土した。82は口唇部

ナデ、口緑部に斜方向に工具による短沈線が施されている。83は口唇部、口緑部ともに丁寧なナ
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表2　　権現原第2遺跡　石器計測表

図 番 号 出土 位 置 （層 ） 器種
最 大長

（m m ）

最 大 幅

（m m ）

最 大厚

（m m ）
重 量 （g ） 石材 備 考

1 S 3 1 ・Ⅳ 石 鉄 20 ．8 1 3．4 7 ．2 1．2 黒曜 石 I a

2 S 3 1 ・Ⅳ 石 鉄 21 ．5 1 5．1 6 ．1 1．4 頁 岩 I b

3 S 3 0 ・Ⅲ 石 鉄 23 ．2 （1 8．2） 2 ．9 （0 ．8） 黒曜 石 I c　 片 脚端 欠損

4 R 2 9 ・Ⅲ 石 鉄 24 ．2 （1 5．1） 5 ．7 （1．1） 黒曜 石 I c　 片 脚端 欠損

5 R 2 9 ・Ⅲ 石 鉄 21 ．5 1 7．0 4 ．8 0 ．8 黒曜 石 I d

6 S 3 0 ・Ⅲ 石 鉄 18 ．7 1 4．5 4 ．1 0 ．5 黒曜 石 I d

7 T 2 9 ・Ⅲ 石 鉄 25 ．3 （2 0．4 ） 4 ．5 （1．4） 黒曜 石 I d　 片 脚欠損

8 S 3 0 ・Ⅲ 石 鉄 （24 ．8） 1 9．9 3 ．9 （1．2） 黒曜 石 I d　 先 端部 欠損

9 S 3 0 ・Ⅲ 石 鉄 20 ．5 （1 3．8 ） 3 ．5 （0 ．5） 黒曜 石 I d　 片 脚欠損

10 R 2 9 ・Ⅲ 石 鉄 （19 ．2） （15．7） 4 ．1 （0 ．7） チ ャー ト I d　 両 脚部 端欠損

11 Ⅲ 石 鉄 18 ．6 1 5．8 3 ．4 0 ．6 黒曜 石 I d

1 2 S 3 1・Ⅲ 石 鉄 32 ．1 （1 6．1） 7 ．0 （2 ．1） 黒曜 石 I d　 片 脚欠損

13 Ⅲ 石 鉄 19 ．9 （1 2．7） （6 ．2） （0 ．9） 黒曜 石 Ⅱ a　 半 分欠損

14 T 2 9 ・Ⅲ 石 鉄 9 ．2 9．7 3 ．4 0 ．3 流紋 岩 Ⅱ b

1 5 R 2 9 ・Ⅲ 石 鉄 16 ．8 1 6．0 4 ．5 0 ．7 黒曜 石 Ⅱ b

1 6 R 2 9 ・Ⅲ 石 鉄 16 ．8 （1 4．8 ） 3 ．3 （0 ．4） 黒曜 石 Ⅱ b　 片 脚欠損

17 R 2 9 ・Ⅲ 石 鉄 15 ．3 （1 3．4 ） 3 ．1 （0 ．2） 黒曜 石 Ⅱ b　 片 脚端 欠損

18 R 2 9 ・Ⅲ 石 鉄 14 ．8 （1 2．9 ） 3 ．1 （0 ．2） 黒曜 石 Ⅱ C　 片 脚端 欠損

19 S 2 9 ・Ⅲ 石 鉄 16 ．1 1 4．6 3 ．6 0 ．4 黒曜 石 Ⅱ d

2 0 T 3 0 ・Ⅲ 石 鉄 15 ．4 1 2．6 3 ．1 0 ．3 黒曜 石 Ⅱ d

2 1 T 3 0 ・Ⅲ 石 鉄 17 ．9 （1 8．6） 3 ．9 （0 ．7） チ ャー ト Ⅱ d　 片 脚端 欠損

22 S 3 0 ・Ⅲ 石 鉄 20 ．7 1 7 ．4 4 ．6 0 ．9 黒曜 石 Ⅲ

23 T 3 1 ・Ⅲ 石鉄 2 1．4 （1 4 ．9） 4 ．5 （0 ．7） 黒曜 石 Ⅲ　　 片 脚端 欠損

24 T 3 1 ・Ⅲ 石鉄 23 ．1 （1 2 ．4 ） （3 ．7） （0 ．7） 黒曜 石 Ⅳ　　 半 分欠損

25 Ⅲ 石鉄 23 ．4 1 7 ．6 6 ．9 2 ．3 黒曜 石 Ⅳ

26 R 2 9 ・Ⅲ 石鉄 28 ．2 1 8 ．9 7 ．8 3 ．1 黒曜 石 Ⅳ

27 S 3 0 ・Ⅳ 石鉄 2 7．2 （1 5 ．3） （5 ．9） （2 ．1） 黒曜 石 Ⅳ　　 両 脚欠 損

R 3 1 ・Ⅲ 石鉄 （15 ．1） （6．3 ） （3 ．6） （0 ．1） 黒曜 石 片 脚 のみ

S 3 1 ・Ⅲ 石鉄 （18 ．2） （13．8） （3 ．6） （0 ．6） 黒曜 石 I d　 先 端部 ・両 脚欠損

Ⅲ 石 鉄 （18 ．3） （15．3 ） （4 ．3） （0 ．7） チ ャー ト 両 脚欠損

R 2 9 ・Ⅲ 石 鉄 （18 ．8） （14．0 ） （3 ．5） （0 ．4） 黒曜 石 I d　 両 脚欠損

Ⅲ 石 鉄 14 ．7 （1 2．6 ） （2 ．7） （0 ．1） 黒曜 石 Ⅱ d　 片 脚欠損

R 2 9 ・Ⅲ 石 鉄 16 ．7 （1 2．6） 3 ．1 （0 ．1） 黒曜 石 I d　 片 脚欠損

2 8 U 3 1 ・Ⅲ 剥 片 26 ．1 2 4 ．2 1 1．3 6 ．3 チ ャー ト

2 9 R 3 0 ・Ⅲ 剥 片 16 ．4 1 5．6 3 ．3 0 ．8 チ ャー ト

3 0 T 3 1 ・Ⅲ 剥 片 28 ．9 1 8．9 9 ．9 3 ．9 黒曜石

3 1 S 2 9 ・Ⅲ 剥 片 18 ．4 2 1．9 8 ．4 3 ．3 黒曜 石

32 S 3 0 ・Ⅲ 剥 片 36 ．6 2 1．6 1 2 ．0 5 ．2 黒曜 石 使用 痕あ り

33 Ⅲ 剥 片 29 ．7 1 6．7 5 ．2 1．4 黒曜 石 使用 痕あ り

34 T 3 0 ・Ⅳ 剥 片 52 ．0 3 8．7 1 2 ．6 2 4 ．1 頁 岩 使用 痕 あ り

35 S 2 8 ・Ⅲ 剥 片 50 ．2 2 1 ．4 6 ．0 7 ．2 頁 岩 二次 加工 あ り

36 S 2 8 ・Ⅳ 敲 石 10 9．5 8 8 ．2 4 8 ．6 6 1 3．6 砂 岩 磨石 を兼 ね る

37 T 3 0 ・Ⅳ 敲 石 14 6．8 4 5 ．3 3 2 ．2 3 1 5．8 砂 岩 磨石 を兼 ね る

38 S 2 9 ・Ⅳ 敲 石 13 4 ．8 4 5 ．5 3 5．0 3 4 5．3 砂 岩 磨石 を兼 ね る

39 S 2 9 ・Ⅳ 敲 石 14 6．5 6 4 ．0 2 9 ．5 4 9 6．9 砂 岩 磨石 を兼 ね る
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デ調整で、86と同一個体である。84は口唇部横ナデ、口緑部には斜方向の撚糸文が施されてい

る。

87，88は斜方向の沈線文が施されているが、Ⅴ類土器に見られたような規則性は見られない。

89～92は内面、外面ともにナデ調整だけが確認できる無文の土器である。92は2号集石内下

部で出土した。

底部（第16図　93～95）

無文で所属不明の底部をまとめた。いずれも内面、外面ともにナデ調整を施し、93は上げ底を

呈している。

石器

石器は総数564点が出土し、その内訳は打製石鉄（33点）、剥片（116点）、蔽石（6点）、

チップである。使用された石材は、打製石鉄、剥片では黒曜石89％、チャート7％、その他（砂

岩、頁岩、流紋岩）4％で、敵石はすべて砂岩が用いられていた○

石鉄の分布はR29区の第Ⅲ層を中心に広がり、石材は黒曜石が85％、チャート9％、砂岩・

流紋岩が3％だった。

石鉄はその形状により二等辺三角形（I類）、正三角形（Ⅱ類）、異形鉄（Ⅲ類）、未製品または

所属不明のもの（Ⅳ類）の4類に大別し、I類、Ⅱ類についてはその基部の形態により平基（a類

）、浅い凹基（b類）、U字形凹基（C類）、Ⅴ字形凹基（d類）のように細分した。

I a類（第18図1）

全体形が二等辺三角形を呈しており、基部及び両側辺とも直線的に作り出されおり、基部に決り

は見られない。S31区の第Ⅳ層から出土している。

Ib類（第18図2）

全体形が二等辺三角形を呈しており、基部は浅い凹基式で、側辺がやや膨らみ丸味を帯びている。

S31区の第Ⅳ層から出土している。

I c類（第18図3，4）

仝体形が二等辺三角形を呈しており、基部はU字形凹基式で、2点がS30，R29区第Ⅲ層か

ら出土している。3は側辺に膨らみを持ち比較的幅広で、4は側辺が直線的に作りだされ、幅が狭

く長身である。どちらも片脚端部が欠損している。

Id類（第18図5～12）

仝体形が二等辺三角形を呈しており、基部はⅤ字形凹基式で、14点がS30，R29区第Ⅲ層

を中心に出土している。いずれも側辺が直線的に作り出されているが、脚部端の形状は幅があるも

の（7，8，9）と先端がすぼまるもの（5，6，11）がある。11は側辺がやや膨らみ丸味を

帯びている。7，9，10は片脚端部が欠損、8は先端部が欠損、12は片脚部が大きく欠損して

いるが、残存部の状態からI d類とした。

Ⅱa類（第18図13）

全体形が正三角形を呈しており、基部、側辺は直線的に作り出されている。半分欠損しているが、
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基部は平基式になると判断しⅡa類とした。

Ⅱb類（第18図14～16）

全体形が正三角形を呈しており、側辺は直線的に作り出されている。基部に浅い決りが見られる。

3点がT29，R29区第Ⅲ層から出土している。いずれも小型のもので、特に、14は最大長9・

2mm、最大幅9．7mmと本遺跡出土石鉄の中で最も小さい。16は片脚部が欠損しているが、

残存部の状態からⅡb類とした。

ⅡC類（第18図17、18）

全体形が正三角形を呈しており、側辺は直線的に作り出されている。基部はU字形凹基式で17

は片脚端が欠損しているが、いずれも基部の挟りは小さい。R29区の第Ⅲ層から出土した。

Ⅱd類（第19図19～21）

全体形が正三角形を呈しており、基部に大きくⅤ字形の挟りが見られる。19、20は片脚部の

先端が欠損しているが、いずれも脚部の先端はすぼまるものと考えられる。4点がS29、T30

区の第Ⅲ層から出土している。

Ⅲ類（第19図22，23）

I類、Ⅲ類で分類した二等辺三角形、正三角形を呈さない異形の石鉄で、両側辺に決りを持ち、

脚部が左右に張り出すように作られている。基部にもⅤ字形の決りが見られる。いずれも石材は黒

曜石で、23は片脚端部が欠損している。2点がS30、T31区の第Ⅲ層から出土している。

Ⅳ類（第19図24～27）

加工途中の未完成品と思われるものが4点出土した。いずれも石材は黒曜石で、24，27は仝

体形の一部が大きく欠損している。24は欠損した後に加工の跡が見られ、全体に縁辺を打ち欠い

たのみの剥片鉄に類すると考えられる。25～27はいずれも側辺に刃部加工の痕跡は見られるが、

基部、脚部の形成が不完全で、石鉄の未製品と考えられる。24～26は第Ⅲ層から、27は第Ⅳ

層から出土している。

剥片（第19図28～35）

28～31は二次加工のある剥片で、特に28，29はチャート製で、先端部から側辺にかけて

刃部形成のための加工が見られ、石鉄製作過程の剥片と考えられるが、基部、脚部の加工について

は確認できない。32，33は大きな剥離の後ほとんど加工を加えていないが、先端部から側片に

かけて使用痕と思われる小さな剥離が見られる。34，35は頁岩を利用した剥片で、いずれも側

片の一部に使用痕が見られる。

敵石（第20図36～39）

全体で6点が出土し、いずれも砂岩を利用した敵石で磨石と兼用された跡が見られる。36は楕

円形の礫の両端に敵打痕が、また中央平面部に広く磨痕が見られる。37～39は棒状の礫の両端

に蔽打痕があり、38は中央面にも敵打痕がみられる。いずれも正面及び側面の一部に磨痕が見ら

れる。出土位置はS28，29，T30の第Ⅳ層で、層的にはI類、Ⅱ類土器、集石遺構（1号～

5号）などと同時期のものと考えられる。
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第4節　　まとめ
今回の調査によって、権現原第2遺跡が縄文時代早期に営まれた遺跡であることが確認された。

その具体的な調査結果については、これまで遺構編、遺物編にわけて述べてきた通りであるが、そ

の成果と問題点について整理してみたい。

まず、遺構として集石遺構が8基検出された。いずれも皿状の掘り込みを持ち構成礫には円礫、

破砕礫が使用され、その多くは熱を受けたと考えれる赤変が見られた。はっきり配石と判断できる

ものは確認できなかった。

遺構の構築時期について、1号集石と3号集石内から土器片が出土しており、特に3号集石から

出土の17、27は共に前平系であること、また周囲にも同類の土器の分布が見られることから、

1号集石から5号集石の構築時期は縄文時代早期前葉が考えられる。しかし、8基の集石遺構の分

布状況等を見ると、すべて同一時期とは判断できず、特に6号集石から8号集石については、位置

的に見ても、また周囲の土器の分布からも他の集石遺構とは構築時期に差があると考えられる。周

囲にⅤ類土器（塞ノ神式）の分布が見られることから時期的には縄文時代早期中葉が考えられる。

また、用途については石蒸し調理に用いられた等の説があるが、今回の調査ではそれらを判断する

ことのできる資料は確認できなかった。

次に土器についてであるが、I類からⅦ類に分類したが、層位的に見てすべて縄文時代早期の土

器と考えられる。その中でもI・Ⅱ類は前平式土器、Ⅲ類は下剥峰式土器、Ⅳ類は押型文土器、Ⅴ

類は塞ノ神式土器、Ⅵ類は轟式土器に相当すると考えられる。

出土状況を見ると、I類、Ⅱ類で144点と全体の1／3を占め、出土層は144点中120点

（83％）が第Ⅳ層より出土しており、本遺跡内で出土した土器の中でも最下層に位置することが

確認できる。また分布の範囲がR28、29，S28，29区に偏っていることが確認できる。Ⅴ

類は（塞ノ神式）、Ⅵ類（轟式）は主に第Ⅲ層から出土していること、分布範囲がR30，S30

区を中心に広がっていることが確認できる。他の類の土器については出土点数の少ないこともあり、

分布状況、出土層について明確な傾向は兄いだせない。

以上のように土器の分布状況からは縄文時代早期前葉の前平式土器と早期中葉の塞ノ神式の2時

期のものに分かれて大きな偏りがあること、また量的には少ないが早期後葉の轟式の出土が確認さ

れた。これら出土土器の様式の類別、また出土層の違いから見ても、本遺跡の営まれた時期が縄文

時代早期の中でも2時期以上に分かれていたことが伺われる。

次に石器についてであるが、石鉄（33点）、蔽石（6点）の他は、製品を確認することができ

なかった。石鉄については、33点中30点が第Ⅲ層から出土、出土位置についてR29区で10

点と偏りが見られるが、他のグリッドにも広く分布している。また前述の通り4類に大別した中で、

I d類が11点と最も多かったが、出土位置は11点中4点がR29区第Ⅲ層の他、S30区第Ⅲ

層が3点、S31区第Ⅲ層が2点、その他2点と、分布状況に明確な偏りは見られなかった。

また、33点中12点が完形品、17点が脚部欠損、2点が先端部欠損、2点が半分欠損、1点が

片脚のみであった。

石鉄と剥片、チップの分布状況の関係を見ると、剥片は116点中83点が第Ⅲ層出土と石鉄に
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似る分布状況を見ることができ、本遺跡内で石鉄を製作していた可能性も考えられる。また、石鉄、

その他の石器と土器の分布について、明確な関連は兄いだせなかった占　また、敵石については、出

土層、出土位置ともにI類、Ⅱ類土器に似ており、共伴関係が伺われる。

以上の調査結果から判断できることとして

・土器の出土状況から、本遺跡の生活時期として早期前葉（前平式土器）、早期中葉（塞ノ神式

）の2時期が考えられる。あるいは、Ⅵ類（轟式）の出土も見ると、3時期にわたる可能性も伺わ

れる。

・集石遺構は検出されたが、竪穴住居等の住居関連の遺構が検出されていないこと、石皿、石斧

などの生活に関連する遺物が出土していないことから、本遺跡が継続的に生活が営まれたのではな

く、断続的に、いわゆるキャンプサイト的に営まれた遺跡であることが伺える。
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権現原第2遺跡　縄文時代早期土器（3）
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第III章　　杉木原遺跡

第1節　調査の経過と概要

杉木原遺跡は清武川右岸の標高約80mを測る小高いシラス台地上に立地する。この台地は背後

に山を臨み、北西から南東方向に緩やかに傾斜する地形で、現在はみかんを中心とした果樹栽培、

大根やたばこ等の畑地に利用されている。この遺跡は、台地の北端部に位置し、調査前まではみか

ん畑に利用されていた。分布調査の際、南側の畑地で縄文土器数点が表面採集された他、北側の畑

地でも縄文土器や焼礫が確認された。調査対象面積は、16，000I正である。しかし、その後の

確認調査で、南側の畑地では遺構は検出されず、数点の土器片が出土したが、果樹栽培の造成が行

われており、撹乱層からの出土であった。北側の畑地では耕作土の下位に成層したテフラ層（アカ

ホヤ火山灰）があり、その下位から縄文土器・焼礫が検出された。その結果、調査対象地区を当初

の16，000I正から北側の畑地約7，140正に限定し、平成7年8月17日から平成8年3月

21日までの期間、調査を実施した。

調査に際しては、確認調査の結果よりアカホヤ火山灰層の下位層で焼礫や縄文早期の土器が検出

されていたので、まず伐採されて放置されたみかんの木を重機でl真重に除去した後、表土を重機で

剥ぎ取り、第Ⅱ層（アカホヤ火山灰）の上面において遺構・遺物の検出に努めた。しかし、鋤簾が

けによる精査を行ったが、遺構・遺物は確認されなかった。その結果、Ⅱ層も重機で除去しⅢ層面

から縄文早期の遺構・遺物の調査を進めることにした。まず、国土座標軸（ⅩY座標）を基準とし

て5mグリッドを設定し、北から南を1・2・3・・・区、東から西をA・B・C・・・区として、その組

み合わせで区画を表示した。

縄文早期の包含層は第Ⅲ層・第Ⅳ層である。第Ⅲ層の黒褐色層では、遺物の量は少なかったが焼

礫が調査区全体で検出された。第Ⅳ層の暗褐色層では焼礫と共に遺物も多量に出土した。礫群の分

布状況を確認するため礫は平板実測を行った。礫群の下から集石遺構・土壌が検出された。Ⅴ層上

面における20cmコンタで地形測量を行った。Ⅴ層より下位の層ではトレンチによる調査を行い、

遺物が出土すればそのグリッドを広げていく調査方法をとった。しかし、遺物の量も少なかったの

で、調査を途中で打切った。Ⅴ層からは、旧石器時代の遺物が少量検出された。

調査の結果、旧石器時代のナイフ形石器・スクレイパー・細石刃等の遺物、縄文時代草創期の隆帯

文（2点）・爪形文土器（1点）、縄文時代早期の土器（貝殻文円筒形土器・押型文土器その他3，

665点）や打製石鉄（120点）・石皿等の石器と集石遺構42基、土壌4基が確認された。

第2節遺跡の層序

本遺跡の基本層序は以下に示すとおりである。Ⅲ層～Ⅴ層が遺物の包含層である。

I層の表土（耕作土）は除去すると南から北へ緩やかに傾斜した旧

地形が掘削されることなく残存していた。Ⅱ層は、アカホヤ火山灰

である。Ⅲ層は黒褐色土：細粒の黄色軽石を多く含む層で、下位か

ら集石遺構が検出された。遺物の出土数は少ない。Ⅳ層は暗褐色土

：軟質な褐色土であり、遺構・遺物も多量に出土した。Ⅴ層は暗褐
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色土：黄色軽石を少量含みⅣ層より硬質でしまっている褐色土である。旧石器時代の遺物が少量出

土した。Ⅵ層は暗褐色土：Ⅴ層に比べて黄色軽石が全体的に広がり量も多く含む。硬質で遺物を伴

わない層である。Ⅶ層は暗褐色土：粘性をもつ褐色土である。Ⅷ層は黄褐色砂質土：黄色軽石混じ

りのシラス火山灰である。また、後述のテフラ検出分析結果より、Ⅱ層の火山灰は鬼界カルデラか

ら噴き出した鬼界アカホヤ火山灰（約6，300年前）に相当し、Ⅲ層の黄色軽石は桜島から噴き

出した嫁坂軽石と考えられる。この軽石については約6，500年前に桜島火山から噴き出したと

推定されている桜島末吉軽石に対比される可能性が考えられる。また、Ⅴ層・Ⅵ層の黄色軽石は約

1．4～1．6万年前に霧島火山から噴き出した霧島小林軽石である。

第3節旧石器時代の遺物

旧石器時代の調査は、トレンチにより実施した。遺構は検出していないが遺物はいくつか検出し

ている。層的には、基本層序の小林軽石を含む暗褐色を呈するⅤ層が旧石器時代の包含層に相当す

る。しかし部分的には縄文早期の文化層との混在が認められる。遺物の分布状況であるが遺跡全体

に散らばっており、明確なブロックは把握できなかった。旧石器の出土総数は、98点である。内

訳はナイフ形石器4点・スクレイパー6点・縦長剥片7点・石核類26点・細石刃19点・剥片1

5点・チップ21点である。なお、細石刃とナイフ形石器の層位の上下関係は明確に確認できなか

った。

ナイフ形石器（第3図1～4）

ナイフ形石器は全部で4点検出している。1は、頁岩製の縦長剥片を素材としている。一側辺に

加工を施したものである。Ⅴ層下部で検出している。ブランテイングは、両面から施されている。

2は、頁岩の縦長剥片を素材としているもので二側辺に加工を施したものである。同じくⅤ層下部

から検出したものである。ブランテイングが裏面から施されている。3も頁岩の縦長剥片を素材と

したもので、二側辺に加工を施したものである。また、出土層位は、Ⅴ層下部である。二側辺加工

を施したもので、ブランテイングが両面から施されている。4は、先端が欠けているが九州で言う

剥片尖頭器である。石材は頁岩を使用している。基部加工とブランテイング加工を施してある。出

土層位は、Ⅴ層である。

スクレイパー（第3図5～10）

旧石器時代のスクレイパーは全部で6点検出している。石器組成に占める割合は6％ほどである

。5は、頁岩の不定形剥片を素材としたサイドスクレイパーで二側辺に細かな調整を加え刃部を形

成している。出土層位はⅤ層下部である。6は、頁岩の不定形剥片を素材としたサイドスクレイパ

ーである。出土層位は同じくⅤ層下部である。7は、頁岩の横長剥片を素材としたエンドスクレイ

パーである。下線部に両面から調整が施されている。8は、頁岩の横長剥片を素材としたエンドス

クレイパーである。表面に細かな調整を加え刃部を形成している。出土層位はⅤ層下部である。9

は、頁岩の不定形剥片を素材としたエンドスクレイパーである。下線部に裏側から細かい調整を加

え刃部を形成している。出土層位はⅤ層下部である。10は、横長剥片を素材としたエンドスクレ

イパーである。下線部に両面から細かな調整を加え刃部を形成している。出土層位はⅤ層下部であ

る。
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使用痕のある縦長剥片（第3図11・12）

11は、剥離方向が縦に長い縦長剥片を素材にして調整の痕跡がみられるものである。石材は砂

岩である。12も縦長剥片で、素材は流紋岩製の使用痕のあるものである。

石核（第3図13）

石核類は全部で26点検出されている。13は、石材は頁岩で縦長剥片の剥出作業面と幅広の剥

片の剥出作業面とがある。

細石刃（第3図14～17）

細石刃は全部で19点ほど出土している。石器組成における割合は20％ほどである。石材は不

純物が少ない良質の黒曜石である。細石刃は、小林軽石層が含まれるV層（旧石器の包含層）から

出土している。14～16までのものは胴部や先端が欠損したものである。17はほとんど完形に

近いものである。

表1杉木原遺跡旧石器観察表（1）
図 面 番 号 遺 物 番 号 出 土位 置 器 種 最 大 長 （cm ）最 大 幅 （c m ）最 大 厚 （c m ）

0 ．6 6

0 ．6 7

1．0 4 6

0 7 9 8

重 量 （g）

5．6

4 4

石 材

頁 岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁 岩

頁 墨

頁 岩

頁 岩

頁 岩

頁 岩

流紋 岩

砂 岩

黒 曜 石

黒 耀 石

黒 曜 互

黒 耀 石
黒耀 石

黒 耀 石

黒 耀 石
黒 耀 石

黒 耀 石
頁 岩

黒 耀 石

黒 耀 石
黒 耀 石

黒耀 石

頁岩
チャー ト

黒 耀 石

頁 岩
黒 耀 石

黒 耀 石

黒 耀 亘
黒 耀 石

黒耀 石

黒耀 石

頁岩 ‾
黒 耀 石

チ　 ー ト

3 1 E －2 ナ イフ形 石 器 4．3 3 2 3 2 9
3 2 G －1 0 ナイフ形 石 器 3 ．8 2 5 1 8 8
3 3 F －8 ナイフ形 石 器 4 ．1 7 5 °

1 9 1 6
°
7．3

1 0．1

1 5．7

12 ．2

4．1

1 1．4

4．4

2 8

1 2 0

4 ．1

19 6 ．6

0．1

0．1

0．1
0．3

1．7
3 ．5

1．7

4
5．7

10 ．7
4．4

7．9

6 ．5
2 ．6

12 8 ．3

1．8
2 ．7

74 ．1

3．9
2．4

2．2

3．5

2 ．9
3 ．8

1 1

2．5
2．4

3 4 H －5 ナイフ形 石 器 4．0 5
°
2．7 5

3 5 C －4 スクレイパ ー 4 ．5 3 ．2
°
1

3 6 F －8 スクレイパ ー 2．5 3 3 ．8 5 1 1 5 2 7
3 7 F －6 スクレイパ ー 2．1 3 6

°
0 ．6

0 73 8 C －6 スクレイパ ー 3．1
°
5．7

3 9 G －6 スクレイパ ー 2．2 9 6 3．6 1
°
0 5 6

3 1 0 A －2 スクレイパ ー 4 ．6 1 7 7 4 12 0．7 18

1 93 1 1 G －7 縦 長 剥 片 1 1．9 2 5 °
5 5 5 7

3 12 D －2 縦 長 剥 片 3 ．8
°
1．7

°
0 6

3 13 E －2 石 核 6 ．6 79 7 8 6 2 2 9 8 4
3 14 F －6 細 石 刃 1．2

°
0 ．5 78

°
0 16 6

3 1 5 ．「9 細 石 刃 1．14 4 0 6 3
°
0 ．2 0 2

0 1 43 1 6 F －5 細 石 刃 1．4 1 4
°
0 ．8 7

3 1 7 G －9 細 石 刃 1．7 2 2 0．9 4 3 °
0 2 9 3

B － 1 石 核 1．0 5 1．4 1 5 5
D －8 石 核 2 ．5 2 3 1．2 7 1 °

1 3 0 2
B －5 石 核 1．7 1．4 °1 1 5 5
F －5 石 核 1．7 1．8 t

1 6 6
E －7 石 核 2．5 3 °

1 3 2 4
F －1 0 石 核 3．9 4 1 2 6 4 9 °

1 4 8 4
F －6 石 核 2．1 6 3 °

2．4 9 4 1 17 8
E －7 石 核 1．5 7 6 3．1 0 1 1 4 8 1
H －6 石 核 1．8 8 1 2．5 5 3 °

1 14 6
F －7 石 核 1．5 7 5 2 ．0 1 1 °

0 9 2 6
D －5 石 核 6 ．7 74 4 ．9 2 6 °

3 0 4 7
B －1 石 核 2 ．0 2 7 1．4 3 1 °

0 7 3 6
K －8 石 核 1．4 6 6 1．4 6 2 °

1 4 0 9
K －8 石 核 6 ．0 5 9 4 ．5 18 °2 5 7 8
K －8 石 核 2．0 14 1．8 4 6 °

1 8 4 6
D －1 2 石 核 0．9 9 1 1．7 7 °

1 5 4 4
D －1 2 石 核 1．9 5 4 1．4 0 1 °1 0 2 2
D －6 石 核 1．8 0 6 1．8 9 3 °

1 2 7 5
C －3 石 核 2．15 1．3 5 8 °

1 8 8 8
C －9 石 核 2 ．0 2 2 2 ．0 0 3 °

1 15 1
G －7 石 核 2 ．8 2 9 3．74 8 °

1 5 8
一 括 石 核 1．4 5 2 ．0 1 1 °

1 3 1 8
一 括 石核 1．2 0 5 1 7 2 6 °

1．4 4°
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表1　杉木原遺跡旧石器観察表（2）

一括 石 核 1．3 8 2．0 19 1．0 8 6 2 ．9 黒耀 石

一 括 石 核 5．9 3 1 4．7 13 3．0 7 3 7 7．7 頁岩

G －6 縦 長 剥 片 6．8 3．3 1．4 2 5．3 流 紋岩

H －7 縦 長 剥 片 8 ．3 5 3．1 0 ．6 5 14．3 頁岩

D －2 縦 長 剥 片 7．1 4 ．4 5 2 ．1 3 4．8 砂 岩

J－7 縦 長 剥 片 6．2 1．9 5 0 ．6 7 頁岩
一 括 縦 長 剥 片 5．8 2．9 1 17．9　－ 頁岩

B －5 細 石 刃 1．7 5 0 ．9 5 0 ．3 0 ．6 黒耀 石

G －7 細 石 刃 1．4 5 0．9 0 ．4 0 ．4 黒耀 石

G －7 細 石 刃 0 ．6 5 0 ．8 0 ．1 0 ．1 黒耀 石

F －4 細 石 刃 1．8 5 1 0．4 5 0 ．8 黒耀 石

K －8 細 石 刃 2．4 5 1．3 0 ．2 0．9 チ ャー ト

E －6 細 石 刃 3．3 5 0 ．9 0 ．6 1．3 黒 耀 石

D －8 細 石 刃 1．4 5 0．8 5 0．1 5 0．1 黒 耀 石

H －7 細 石 刃 1．4 0 ．8 0 ．1 0．1 黒 耀 石

F －1 1 細 石 刃 1．7 0．9 5 0 ．4 0．5 黒 耀 石

F －1 1 細 石 刃 0 ．9 0 ．5 0 二1 0．1 黒 耀 石
一括 細 石 刃 1．5 0．9 5 0．2 5 0．4 黒 耀 石

一括 細 石 刃 1．2 5 0 ．6 0 ．2 0．2 黒 耀 石
一 括 細 石 刃 1 0．5 5 0．15 0．1 黒 耀 石

一 括 細 石 刃 1．3 0．6 5 0．15 0．1 黒 耀 石
一 括 細 石 刃 2 0．9 5 0 ．3 0．3 黒 耀 石

第4節　縄文時代の遺構と遺物

1．草創期の遺物　（第25図－1～3）

Ⅳ層下部の遺物包含層の中から草創期の土器が3点発見され、隆帯文土器がほぼ同じ位置から、

爪形文土器が少し離れた位置から検出された。残念ながら早期土器との層的違いは確認できなかっ

た。1～2は隆帯文土器であり、k－7・J－7グリッドから出土している。粘土紐を指先で挟み

ながら押さえつけて三角隆帯をつくる土器（爪先庄痕がわずかに見られる）で、どちらも内面は横

方向のナデ調整である。3は爪形文土器で、E－11グリッドから出土している。器面をナデ調整

し、そのうえに爪形文が斜方向に施文されたと考えられる土器である。内面はナデ調整である。

2．早期の遺構と遺物

（1）遺構

集石遺構

杉木原遺跡では、集石遺構を42基確認している。遺構は、大きく2つのブロックに分けた形で

分布している。またこれらの集石遺構は、Ⅳ層で検出された。集石遺構の分布は、遺跡の北東部と

南西部に分けられる。少し標高の落ちた台地の先端部に位置している。

集石遺構は、八木澤一郎氏（註1）の分類を参考に5形態に分類した。

1類一分散型で、掘り込みと底石が共にない形態のもの。

2類一分散型で、掘り込みを持つが底石がない形態のもの。

3類一密集型で、掘り込みと底石が共にない形態のもの。

4類一密集型で、掘り込みはあるが底石はない形態のもの。

5類一密集型で、掘り込みと底石が共にある形態のもの。

それぞれの類の内訳は、1類が3基、2類が19基、3類が1基、4類が16基、5類が3基であ

る。一番量が多いのは2類で、全体の45％を占めている。掘り込みを持つ集石遺構の埋土はⅣ層

－49－



を基本とした暗褐色土であり共通している。

1号集石（第5図）

F－6区のⅣ層で検出されている。約径2．5mX3．5mの範囲に120個程の礫を集めてお

り（註2）、明瞭な掘りこみはない。礫の分布状況は疎の部分と密な部分に分けられる。埋土中か

ら砂岩性の磨石が検出された。礫は比較的小さな角礫が多い。構成礫は、ほとんどが肉眼的に赤色

化してもろくなっており、破損度が高い。

2号集石（第6図）

F－7区のⅣ層下部で検出されている。約径1．0mX2mの範囲に74個程の礫を集めており

（註2）、掘り込みはあったと考えられるが掘りすぎの為確認できていない。礫の密度も比較的疎

らである。3基の小さな集石遺構があったと考えられる。構成礫は、ほとんど肉眼的に赤色化して

おり、破損度は高い。

3号集石（第6図）

E－6区のⅣ層下部で検出されている。約径1．5mX1．5mの範囲に157個程の礫を集め

ている。明瞭な掘りこみはない。礫の密度も比較的疎らである。構成礫は、ほとんど肉眼的に赤色

化している。礫の破損度は高い。

4号集石（第7図）

G－10区のⅣ層下部で検出されている。約径1．1mX0．8mの範囲に124個程の礫をあ

つめている。1・2・3号集石と違い、約径1．25mX1．0m、深さ0．25mの浅い楕円形

の掘りこみを持つ。埋土はⅣ層を基本とする暗褐色土である。礫が浮いているが礫をはずしても埋

土が残っており、締まっている硬い面を床面とした。土坑の床面に配石は持たない。底部はほぼ平

らとなっている。構成礫は、肉眼的に赤色化していてもろくなっており破損度は高い。

5号集石（第7図）

G－10区のⅣ層下部で検出されている。約径0．5mX0．55mの比較的小型の集石遺構で

22個ほどの礫で構成されるものである。4号集石と同様に、礫の下部に埋土が残っており硬く締

まった面を床面とした。約径0．55mX0．6m、深さ0．1mのほぼ円形の浅い掘りこみをも

つものである。埋土は、Ⅳ層を主体とした暗褐色土である。礫は浮いているが4号集石遺構と同様

に礫の下部に埋土が残っていた。土坑の床面に配石を持たない。構成礫は、肉眼的に赤色化してお

りもろくなっている。砕片も多い。

6号集石（第7図）

C－5区のⅣ層下部で検出されている。約径0．90mX1．0mの比較的小型の集石遺構であ

る。77個程の礫で構成される。また、約径1．04mX1．02m、深さ0．20mのほぼ円形

の浅い掘りこみをもっている。埋土はⅣ層を基本とした暗褐色土である。土坑の底部に配石はみら

れない。構成礫は、肉眼的に赤色化している。

7号集石（第7図）

G－11区のⅣ層下部で検出されている。約径1．OmXO．9mの小型の集石遺構である。4

7個ほどの礫で構成される。また、約径0．70mX0．70m、深さ0．10mの円形の浅い掘
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りこみを持っている。埋土はⅣ層を中心とした暗褐色土層である。土坑の床面に2個の配石をもっ

ている。構成礫は、肉眼的に赤色化していてもろくなっている。

8号集石（第8図）

H－11区のⅣ層下部で検出されている。約径0．8mX0．9mの小型の集石遺構である。9

2個程の礫で構成される。また、約径0・86mXO・82m、深さ約0．12mのほぼ円形の浅

い掘りこみを持っている。埋土はⅣ層を主体とした暗褐色土である。土坑の床面に配石はみられな

かった。構成礫は、肉眼的に赤色化している。

9号集石　（第8図）

I－8区のⅣ層下部で検出されている。約径1．OmXO．9mの集石遺構である135個程の

礫で構成される。また、約径0・84mXO・74m、深さ0．10mのほぼ円形の浅い掘りこみ

をもっている。埋土はⅣ層を主体とした暗褐色土である。土坑の底部に明確な配石はみられなかっ

た。構成礫は、肉眼的に赤色化している。

10号集石　（第8図）

H－8区のⅣ層下部で検出されている。147個程の礫で、約径0．80mX0．74mの集石

遺構である。また、約径0・87mXO・88m、深さ0．12mのほぼ円形の浅い掘りこみをも

っている。埋土はⅣ層を主体とした暗褐色土である。構成礫は、肉眼的に赤色化している。

11号集石（第8図）

H－8区のⅣ層下部で検出されている。85個程の礫で、約径0．80mX1．0mの集石遺構

である。また、明確な掘りこみはなかった。構成礫は、肉眼的に赤色化していた。

12号集石（第9図）

E－4区のⅣ層下部で検出されている。約径0・70mX0．70mの集石遺構である。77個

程の礫で構成される。また、約径0・74mXO・60m、深さ0．40mの楕円形の浅い掘りこ

みを持っている○埋土は暗褐色層でⅣ層を主体としている。土坑の床面には明確な配石はみられな

かった。構成礫は、肉眼的に赤色化している。

13号集石（第9図）

H－10区のⅢ層下部で検出されている。約径1・60mX1．65mの比較的大きな集石遺構

である。432個程の礫で砕片が多い。掘りこみは、約径1．84mX1．80m、深さ0．72

mのほぼ円形の掘り込みで本遺跡の中でも大きなものの1つである。埋土の主体はⅣ層の暗褐色土

であるが黒色土も混在している。構成礫は、ほとんど肉眼的に赤色化していて砕片が多くなってい

る。土坑の床面に明確な配石はみられなかった。

14号集石（第9図）

G－11区のⅣ層下部で検出されている。約径0・6mX0．54mの集石遺構である。46個

程の礫で構成される。また、約径0・62mXO・56m、深さ0．17mの楕円形の浅い掘りこ

みを持っている。埋土は暗褐色である。構成礫は、肉眼的に赤色化しており角礫と砕片が半々ぐら

いである。土坑の床面には明確な配石はみられなかった。

15号集石（第10図）
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D－6区のⅣ層下部で検出されている。約径0．92mX1．18mの集石遺構である。163

個程の礫で砕片が多い。また、約径1．10mX1．15mの楕円形の浅い掘りこみをもっている。

埋土はⅣ層を主体とした暗褐色土層である。土坑の床面に明確な配石はみられなかった。構成礫は

肉眼的に赤色化して角礫より砕片が多い。

16号集石（第10図）

D－6区のⅣ層下部で検出されている。約径1．02mX1．06mの集石遺構である。155

個程の礫で砕片が多い。また、約径0．83mX0．92m、深さ0．26mの円形の浅い掘りこ

みを持っている。埋土はⅣ層を中心とした暗褐色土層である。土坑の床面に明確な配石はみられな

い。構成礫は肉眼的に赤色化しており礫の密度は高い。

17号集石（第10図）

H－9区のⅣ層下部で検出されている。約径0．90mX0．85mの集石遺構である。155

個程の礫で小粒の角礫が多い。また、約径1．2mX1．1m、深さ0．23mの楕円形の浅い掘

りこみをもっている。埋土はⅣ層を中心とした暗褐色土層である。土坑の床面にな配石はみられな

かった。構成礫は肉眼的に赤色化している。

18号集石（第10図）

I－8区のⅣ層下部で検出されている。約径0．76mX0．58mの集石遺構である。48個

程の礫で小粒の角礫で密度は低い。また、約径1．OmXO．8mの楕円形の浅い掘りこみをもっ

ている。土坑の床面に配石はみられなかった。構成礫は肉眼的に赤色化している。

19号集石　（第11図）

C－7区のⅣ層下部で検出されている。約径0．90mX0．60mの集石遺構である。80個

程の礫で小粒の礫で密度は低い。また、約径0．82mX0．90m、深さ0．280mの楕円形

の浅い掘りこみをもっている。埋土はⅣ層を中心とした暗褐色土層である。土坑の床面に明確な配

石はみられなかった。構成礫は肉眼的に赤色化している。

20号集石（第11図）

H－9区のⅣ層下部で検出されている。この集石遺構の近くで貝殻文系の土器が出土しているこ

とから、貝殻文系の土器が隆盛を極めた時期に構築されたものであろう。約径1．2mX1．0m

である。112個程の礫で角礫より砕片のほうが多い。また、約径1．24mX1．32m、深さ

0．40mの円形の掘りこみをもつ。埋土は、Ⅳ層を中心とした暗褐色層であるが一部黒色土が混

在する。上場と下場の間に段がつくが途中できえる。土坑の床面に配石はない。構成礫は肉眼的に

赤色化している。

21号集石（第11図）

G－10区のⅣ層下部で検出されている。約径0．89mX0．90mの集石遺構である。14

1個程の礫で角礫が多く密度は高い。約径0．95mX0．95m、深さ0．20mの円形の浅い

掘りこみである。埋土はⅣ層を中核とする暗褐色土である。土坑の床面に明確な配石はみられない。

22号集石（第12図）

J－8区のⅣ層下部で検出されている。約径0．34mX0．50mの小さな集石遺構で20個
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程の礫の砕片で構成される。また、約径0．80mX0．78m、深さ0．13mのほぼ円形の浅

い掘りこみをもつ。埋土は、Ⅳ層を中心とした暗褐色土層である。土坑の床面に配石はない。構成

礫は、肉眼的に赤色化している。

23号集石（第12図）

J－8区のⅣ層下部で検出している。約径0．68mX0．68mの集石遺構である。69個程

の角礫で構成されている。また、約径1．04mX1．05m、深さ0．18mの楕円形の浅い掘

りこみをもつ。土坑の床面に2個体の配石がみられる。構成礫は、肉眼的に赤色化している。

24号集石（第12図）

I－7区のⅣ層下部で検出している。約径0．60mX0．50mの集石遺構である。95個程

の角礫と砕片で構成される。約径1．240mX1．250m、深さ0．50mの本遺跡の中では、

掘りこみがしっかりとしたもののひとつである。土坑の床面に配石はない。構成礫は、肉眼的に赤

色化している。

25号集石（第12図）

I－7区のⅣ層下部で検出している。約径0．5mX0．45mの集石遺構である。63個程の

角礫で構成される。約径0．6mX0．6m、深さ0．14mの浅い掘りこみである。土坑の床面

に配石はない。構成礫は、肉眼的に赤色化している。

26号集石（第13図）

I－8区のⅣ層下部で検出している。約径1．59mX1．10mの集石遺構である。301個

程の円礫と角礫で構成される。約径1．34mX2．15m、深さ0．20mの浅い楕円形状の掘

りこみをもつ。土坑の床面に配石はない。構成礫は、肉眼的に赤色化している。

27号集石（第13図）

I－7区のⅣ層下部で検出されている。約径1．4mX1．34mの集石遺構である。319個

程の礫で構成される。約径1．16mX1．08m、深さ0．18mの楕円形の掘りこみをもって

いる。土坑の床面に配石はない。構成礫は、赤色化している。

28号集石（第14図）

J－10区のⅣ層下部で検出されている。約径0．84mX0．74mの集石遺構である。54

個程の角礫で構成される。約径0．88mX0．92m、深さ0．14mの浅い円形の掘りこみを

もっている。埋土は、Ⅳ層を中心とした暗褐色土層である。土坑の床面に配石はない。構成礫は、

肉眼的に赤色化している。

29号集石（第14図）

H－9区のⅣ層下部で検出されている。約径2．05mX2．20mの集石遺構である。631

個程の角礫や円礫で構成される。約径2．58mX2．22m、深さ0．20mの不整形の浅い掘

りこみをもっている。埋土はⅣ層で土坑の床面に配石はない。構成礫は、肉眼的に赤色化している。

30号集石（第15図）

D－5区のⅣ層下部で検出されている。この集石遺構の近くから塞ノ神式土器がまとまって出土

していることから、この集石遺構は塞ノ神式土器の時期に構築されたものと考えられる。約径1．
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28mXl・32mの集石遺構である。146個程の角礫や円礫で構成される。また、約径1．3

6mXl・30m、深さ0．60mのすり鉢状の掘りこみをもっている。土坑の底部に配石はない。

構成礫は、肉眼的に赤色化している。

31号集石（第16図）

H－8区のⅣ層下部で検出されている。約径0．76mX1．10mの集石遺構である。55個

程の礫で構成される。約径0．73mX0．66m、深さ0．20mの円形の浅い掘りこみをもっ

ている。土坑の底部に配石が1個確認された。構成礫は、肉眼的に赤色化している。

32号集石（第15図）

I－8区のⅣ層下部で検出されている。約径0．90mX0．70mの集石遺構である。78個

程の礫で構成される。約径0．84mX0．48m、深さ0．04mの楕円形の極浅い掘りこみを

もっている。土坑の床面に配石はない。構成礫は、肉眼的に赤色化している。

33号集石（第15図）

F－10区のⅣ層下部で検出されている。約径0．60mX0．70mの集石遺構である。52

個程の角礫で構成される。約径0．60mX0．60m、深さ0．256mでほぼ円形に近い浅い

掘り込みを持つ。埋土はⅣ層を主とした暗褐色層である。土坑の床面に配石はない。構成礫は、肉

眼的に赤色化している。

34号集石（第16図）

D－4区のⅣ層下部で検出されている。約径0．78mX0．78mの集石遺構である。73個

程の礫で構成される。約径0．86mX0．86m、深さ0．20mでほぼ円形の浅い掘りこみに

なっている。埋土はⅣ層を主とした暗褐色土層である。土坑の床面は、配石はない。構成礫は、肉

眼的に赤色化している。

35号集石（第16図）

B－4区のⅣ層下部で検出されている。約径0．5mX0．54mの集石遺構である。31個程

の礫で構成される。約径0．9mX0．8m、深さ0．16mでほぼ円形の浅い掘りこみをもつ。

埋土はⅣ層を主とした暗褐色土層である。土坑の床面は配石はない。構成礫は、肉眼的に赤色化し

ている。

36号集石（第16図）

F－6区のⅣ層下部で検出されている。約径0．44mX0．60mの集石遺構である。43個

程の礫の砕片で構成される。約径0．81mX0．81m、深さ0．16mでほぼ円形の浅い掘り

こみをもつ。埋土はⅣ層を主とした暗褐色土層である。土坑の床面は配石を持たない。構成礫は、

肉眼的に赤色化している。

37号集石（第17図）

E－5区のⅣ層下部で検出している。約径0．7mX0．7mの集石遺構である。59個程の礫

の砕片で構成される。約径0．96mX0．90m、深さ0．16mでほぼ円形の浅い掘りこみを

もつ。埋土はⅣ層を中心とした暗褐色土層である。土坑の床面は配石を持たない。構成礫は、肉眼

的に赤色化している。
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38号集石（第17図）

C－4区のⅣ層下部で検出している。約径0．96mX0．90mの集石遺構である。82個程

の礫の砕片で構成される。また、約径0．94mX0．98m、深さ0．20mでほぼ円形の浅い

掘りこみをもつ。埋土はⅣ層を主とした暗褐色土層である。土坑の床面は、配石をもたない。構成

礫は、ほとんど肉眼的に赤色化している。

39号集石（第17図）

E－8区のⅣ層下部で検出している。約径0．46mX0．50mの集石遺構である。39個程

の礫の砕片で構成される。約径0．48mX0．60m、深さ0．08mでほぼ円形の掘り込みを

もつ。埋土はⅣ層を主とした暗褐色土層である。土坑の床面は配石をもたない。構成礫はほとんど

肉眼的に赤色化している。

40号集石（第17図）

D－7区のⅣ層下部で検出している。約径0．7mX0．8mの集石遺構である。34個程の礫

の砕片で構成される。約径0．82mX0．82m、深さ0．12mでほとんど円形の浅い掘り込

みである。埋土はⅣ層を主とした暗褐色土層である。土坑の床面は配石をもたない。構成礫のほと

んどは赤色化している。

41号集石（第18図）

C－3区のⅣ層下部で検出している。約径0．20mX0．20mの集石遺構であるが上の部分

は、跳んでしまったと思われる。約径0．44mX0．46m、深さ0．20mのほとんど円形の

掘りこみをもつ。埋土はⅣ層を主体とした暗褐色土層である。土坑の床面に配石はみられなかった。

構成礫のほとんどは肉眼的に赤色化している。

42号集石（第18図）

B－5区のⅣ層下部で検出している。約径0．88mX0．70mの集石遺構である。83個程

の礫の砕片で構成される。また、約径0．90mX0．86m、深さ0．22mのほとんど円形の

掘りこみをもつものである。埋土はⅣ層を主体とした暗褐色土層である。土坑の床面には配石はみ

られなかった。構成礫のほとんどは肉眼的に赤色化している。

註1八木澤一郎氏の「南九州の集石遺構」『南九州縄文通信』N0．8を参考にさせていただいた。

註2　礫の数は、実測した礫を数えたものである。

土墳

杉木原遺跡で土壌は全部で4基検出された。その分布は遺跡の北東部に位置する。平面形は楕円

形・不整形のものがあり、その中でも小穴をもつものと持たないものがある。これらの土壌からは

遺物が出土していないために、Ⅳ層上面から掘り込まれている遺構について縄文時代早期に属する

ものとして取り扱った。

1号土墳（第19図）

B－2区に、位置し3号土壌に隣接する。プランは不整形プランを呈する。規模は1．OmXO

．98m、検出面の深さは1，05mを計る。埋土は黒色土混じりの暗褐色土である。第Ⅷ層の黄

色軽石混じりの黄褐色砂質土まで掘り込んでいる。
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第9図　　杉木原遺跡　集石遺構実測図（5）（1／20）
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第10図　　杉木原遺跡　集石遺構実測図（6）（1／20）
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第11図　　杉木原遺跡　集石遺構実測図（7）（1／20）
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第12図　　杉木原遺跡　集石遺構実測図（8）（1／20）
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第13図　　杉木原遺跡　集石遺構実測図（9）（1／20〉
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第14図　杉木原遺跡　集石遺構実測図（10）（1／20）
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第18図　　杉木原遺跡　集石遺構実測図（14）（1／20）

2号土壌（第20図）

E－2区に位置する。プランは不整形プランを呈する。規模は、1．8mX1．7m、検出面か

らの深さは0．7mを測る。埋土はⅣ層を主体としている暗褐色土層である。Ⅴ層の小林軽石層ま

で掘り込んであった。

3号土塀（第19図）

B－2区に位置する。1号土壌に隣接する。プランは不整形プランを呈する。規模は1・OmX

O．92m、検出面からの深さは0．34mを測る。埋土は、暗褐色土層である。Ⅳ層の褐色層ま

で掘り込んであった。

4号土壌（第20図）

G－9区に位置する。プランは、楕円形プランを呈する。規模は1．3mX0．6m、検出面か

らの深さは1．34mである。この土壌は、埋土が自然堆積で床面に逆茂木痕を持つことから陥し

穴遺構と考えられる。

（2）遺物

土器

縄文時代の遺構・遺物は、Ⅱ層（アカホヤ火山灰）より下位のⅢ層・Ⅳ層から出土している。

本遺跡の早期土器は、形態上の特徴を中心に文様を加味しながらI類～Ⅹ類に類別を試みた。そ

のうち、今回の調査においては、Ⅷ類（押型文土器）に類別したものが45％を占め、本遺跡の特

徴を示す土器といえる。以下、類別に説明していく。
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表　2　　杉木原遺跡　集石遺構計測表

番号 検 出位置 礫の範囲 土坑の大きさ 土坑 の深 さ 配石の有無 備考

1号集石 F － 6 2．5m X 3．5m 無 し 無 し 無 し 1類

2号集石 F － 7 1．0m X 2 m 無 し 無 し 無 し 1類

3号集石 E － 6 1．5m X l．・5m 無 し 無 し 無 し 3類

4号集石 G －10 1．1m X O．8m 1．25 m X 1．0m 0．25m 無 し 4類

5号集石 G －10 0．5m X 0．55m 0．55 m X 0．6m 0．1m 無 し 2類

6号集石 C － 5 0．90m X 1．0m 1．04 m X 1．02 m 0．2m 無 し 、 2類

7号集石 G －11 1．Om X O．9m 0．70m X 0．70 m 0．1m 2 個 5類

8号集石 H －11 0．8m X O．9m 0．86 m X 0．82 m 0．12 m 無 し 2類

9号集石 l － 8 1．Om X O．9m 0．84 m X 0．74 m 0．10 m 無 し 4類

10号集石 H － 8 0．8m X 0．74 m 0．87 m X O．88 m 0．12 m 無 し 4類

11号集石 H － 8 0．80m X 1．0m 無 し 無 し 無 し 1類

12号集石 E － 4 0．・70m X O．70 m 0．74 m X O．60 m 0．40 m 無 し 4類

13号集石 H －10 1．60m X 1．65 m 1．84 m X 1．80 m 0．72 m 無 し 4類

14号集石 G －11 0．6m X O．54 m 0．62 m X O．56m 0．17 m 無 し 2類

15号集石 D ‘－6 0．92m X 1．18 m 1．10 m X 1．15m 0．26 m 無 し 2類

16号集石 D － 6 1．02m X 1．06 m 0．83 m X O．92 m 0．26 m 無 し 4類

17号集石 H － 9 0．90m X O．85 m 1．2m X 1．1m 0．23 m 無 し 4類

18号集石 I － 8 0．76m X O．58 m 1．Om X O．8m 0．20m 無 し 2類

19号集石 C － 7 0．90m X O．60 m 0．82 m X O．90 m 0．280 m 無 し ．2類

20号集石 H － 9 1．2m X 1．0m 1．24 m X 1．32 m 0．40 m 無 し 2類

21号集石 G －10 0．89×0．90m 0．95 m X 0．95 m 0．20 m 無 し 4類

22号集石 」－ 8 0．34m X 0．50 m 0．80m X 0．78 m 0．13 m 無 し 2類

23号集石 」－ 8 0．68m X O．68 m 1．04 m X 1．05 m 0．18 m 2 個 5類

24号集石 l － 7 0．60m X 0．50 m 1．240 m X 1．250 m 0．50 m 無 し 4類

25号集石 1 － 7 0．5m X 0．45 m 0．6m X 0．6m 0．14 m 無 し 2類

26号集石 1 － 8 1．59m X 1．10 m 1．34 m ×2．15m 0．20 m 無 し 4類

27号集石 l － 7 1．4m X 1．34 m 1．16 m X 1．08m 0．18 m 無 し 4類

28号集石 」－10 0．84m X 0．74 m 0．88 m X O．92 m 0．14 m 無 し 4類

29号集石 H － 9 2．05m X 2．20 m 2．58 m X 2．22 m 0．20m 無 し 4類

30号集石 D － 5 1．28m X 1．32 m 1．36m X 1．30 m 0．60 m 無 し 4類

31号集石 H － 8 0．76m X 1．10 m 0．73m X 0．66 m 0．20 m 1 個 5類

32号集石 l － 8 0．90m X 0．70 m 0．84 m X 0．48 m 0！04 m 無 し 2類

33号集石 F －10 0．60m X 0．70 m 0．60 m X 0．60 m 0．256 m 無 し 2類

34号集石 D － 4 0．78m X 0．78 m 0．86 m X 0．86 m 0．20 m 無 し 4類

35号集石 B － 4 0．5m X 0．54 m 0．9m X 0．8m 0．16 m 無 し 2類

36号集石 F － 6 0．44m X 0．60 m 0．81m X 0．81 m 0．16 m 無 し 2類

37号集石 E － 5 0．7m X O．7m 0．96 m X 0．90 m 0．16 m 無 し 2類

38号集石 C － 4 0．96m X 0．90 m 0．94 m X 0．98 m 0．20 m 無 し 2類

39号集石 E － 8 0．46m X 0．50 m 0．48 m X O．60 m 0．08 m 無 し 2類

40号集石 D － 7 0．7m X O．8m 0．82 m X O．82m 0．12 m 無 し 2類

41号集石 C － 3 0．20m X 0．20 m 0．44 m X 0．46m 0．20 m 無 し 2類

42号集石 B － 5 0．88m X O．70 m 0．90 m X 0．86 m 0．22m 無 し 4類
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第19図　　杉木原遺跡　土壌1号・3号実測図（1／20）
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昌一く≠一十一

第20図　杉木原遺跡　土壌2号・4号実測図（1／20）
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第21図　　杉木原遺跡I類・Ⅱ類・Ⅲ類土器出土分布図（1／400）
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第22図　杉木原遺跡　Ⅳ類・Ⅴ類・Ⅵ類1Ⅶ類土器出土分布図（1／400）
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第23図 杉木原遺跡　押型文土器出土分布図（1／400）
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第24図　　杉木原遺跡　塞ノ神式土器出土分布図（1／400）
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l類（第26図－1～6）

器形は円筒形を呈し、口唇部の外面端部に、貝殻復縁、棒状・ヘラ状工具を斜めに押したような

三角形の断面を呈する押圧の刻みがみられ、その結果小波状になるという共通した特徴がある土器。

口線外両端部に、貝殻腹緑やヘラ状工具による斜方向や横方向の刺突文がある。胴部は、ナデ、小

口状条痕文（細い条痕文）、貝殻条痕文がみられるが、条痕の薄れた細いものが多い。1は口唇部

に棒状工具を斜めに押したような刻みがあり口緑内側に段があり、口緑外面端部にヘラ状工具によ

る横方向のふぞろいの刺突文が2列施されている。2は口緑外面端部に斜めに貝殻腹縁刺突文が施

され、その下位をナデ調整することで施文部との境に緩やかな段差を作り出している。3・5は口

緑部内側に段があり、口線外両端部に横方向の貝殻腹緑刺突文が3列施され、その下位をナデ調整

することで施文部との境に緩やかな段差を作り出している。3には穿孔がある。4は口唇部に段が

なく斜方向に規則的な刻みがあり、口線外両端部に斜方向の連続刺突文が施されている。その下位

に一条の細い沈線文がありその下位は浅い貝殻条痕文である。内面は、横方向の貝殻条痕文の後に

横ナデが施してある。6は口縁部内側に段があり、口縁外面端部に縦方向の貝殻腹縁刺突文、その

下位に横方向の貝殻腹緑刺突文が1列施文されている。この類の分布に特異性はない。

Il類（第26図－7～16・第27図－17～21）

貝殻条痕文・条痕文をもつ土器。器形は円筒形を呈し、口唇部・内面は丁寧なナデまたはミガキ

調整である。文様は、口緑部外面に集約する。貝殻及びへラ状工具で連続刻文を一列巡らす。胴部

は斜方向の条痕文である。7～12は口縁外面端部に斜方向の貝殻腹緑刺突文が施され、7は口唇

部・内面とも横方向の磨きがなされている。13は口縁外面端部にヘラ状工具による二段の刺突文

がある。口唇部は舌状にナデ調整されている。14～16は斜方向の条痕文を施文後に口縁端部に

斜方向の刺突文がある。16には穿孔がある。17～21は同類の胴部である。この類の分布に特

異性はない。

＝類（第27図－22～28）

器形は円筒形を呈し、口緑部は直行している。口緑部外面上端に横方向の貝殻刺突文を巡らし下

位に縦方向の貝殻刺突文を施すもの。22・23は口緑部文様に楔形突帯のあるものである。どち

らとも、口唇部にヘラ状工具を押圧した浅い連続刻みがある。22は口緑部外面上端を横ナデした

あと貝殻腹縁刺突文を二列巡らし、その下位に楔形突帯を施しその間に縦方向の貝殻腹緑刺突文が

あり、下位に横方向の条痕文を巡らしている。23は口緑部外面上端を横ナデしたあと貝殻腹縁刺

突文を三列巡らし、その下位に楔形突帯を施しそのまわりに櫛歯状工具による刺突文があり、棋形

突帯間に横方向の貝殻条痕文・縦方向の貝殻腹緑刺突文が施してある。24は口唇部は横ナデで口

緑端部が肥厚している。口緑外面端部に横方向の貝殻腹緑刺突文が数条、雑に巡らしてある。その

下位に縦方向の貝殻腹縁刺突文が施されている。25・26は底部付近、27・28は胴部である。

IV類（第27図－29～30）（第28図－31～38）

器形は円筒形で、口緑部は内湾し器壁も上部にかけて厚くなっている。文様は横方向や斜め方向

の貝殻腹縁刺突文が巡らされている。29・30は口縁上部から胴部にかけて目の広い貝殻腹縁刺

突文が丁寧に横方向に巡らされている。31は目の狭い貝殻腹緑刺突文が口線外面上部に横方向に
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巡らされ、その下位に斜方向に施文されている。内面には工具か指頭による成形痕がある。32は

横方向に貝殻腹緑刺突文が粗雑に施文されている。33は成形も丁寧であり、口線外面上部から胴

部にかけて横方向の貝殻腹緑刺突文が丁寧に巡らされている。34～38は同類の胴部と思われる。

V類（第29図－39～46）

器形は円筒形で、口緑部は内湾するか直行である。口緑部が肥厚化する特徴をもつ。ヘラ措きに

よる綾杉文が特徴で、沈線文や貝殻腹緑刺突文の組み合わせもみられる。39は口緑部が内湾し口

唇部は外傾する。口線外面上部に貝殻腹緑刺突文が4列巡らされその下位に短沈線文が見られる。

43と同タイプの土器と考えられ、貝殻腹緑刺突文と縦方向の沈線文を交互に施文していると思わ

れる。40は口縁部が内湾し、口唇部が内傾している。口線外面上部から横方向の貝殻腹緑刺突文

とヘラ措きの羽状文を交互に施文している。内面はていねいな横方向のヘラナデである。41は口

縁部が直行し、口縁外面には綾杉文が施文されている。42～46は同類の胴部である。

VI類（第29図－47～57）（第30図－58～61）

器形は円筒形で、口緑部は内湾か直行である。口唇部は平緑を呈し内傾しているのが特徴である。

底部は51のように平底を呈し、胴部に移行するにしたがってふくらみをもつものが多い。文様は

櫛歯状施文具で沈線を措くものが多い。47は、口緑部が内湾し、口唇部が内傾するⅥ類土器の基

本的器形である。3条の幅1cm程度の櫛歯状施文具で縦方向に沈線を措き胴部は横方向の沈線も

見られる。施文に規則性はない。穿孔がある。49も47と同じ施文方法で5条の櫛状施文具を使

用している。8号集石から出土している。48・50は同一個体である。口縁部が直行し肥厚して

いる。文様は口縁部から胴部にかけて縦の沈線文を措き、次に横の沈線文を措いている。52は口

緑部が内湾し、口唇部は内傾している。器壁も厚く口唇部は丁寧な横ナデである。口縁外部に櫛歯

状工具による横方向の刺突文が巡っている。53・54は器形の特徴からこの類に入れた。53は

無文土器で内面に工具痕あり。54は斜方向の縄文が施文され口唇部の内外端部を台形状にナデて

仕上げている。55は貝殻腹緑による流水状の条痕文が施文されている。穿孔がある。13号集石

から出土している。56は半裁竹管の浅い平行曲線文が施されている。57～61は同類の胴部で

ある。

Vll類（第30図－62～67）

器形は円筒形であるが、この類の口緑部は出土しなかった。器面全体に貝殻や櫛歯状工具で縦・

横方向の刺突文や綾杉文、羽状文などを施文する。66は底部付近の外径が12．8cmのバケツ

状の円筒形土器である。外径20mm、穴の中径5mm、内径7mmの穿孔がある。

V…類（押型文土器）

器形の特色からa：器形が円筒形で口縁部が直行するもの、b：口緑部が外反し、内面の施文部

と無文部の境がナデ調整のもの、C：、口緑部が外反し、内面の施文部と無文部の境がケズリによっ

てなしているものの3類に分類した。

V…a類（第31図－68～73）

器形が円筒形であり、口縁部が直行するもの。68・69は楕円押型文土器の同一個体である。

器壁も厚く、底部の外径は15．0cm、厚みは1．2cmである。文様は口緑外面端部に無文帯
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第29図 杉木原遺跡　土器実測図（4）
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第30図　　杉木原遺跡　土器実測図（5）
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第37図　　杉木原遺跡　土器実測図（12）
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表3　杉木原遺跡縄文時代（草創期）の遺物観察表
由面

番号

遺物

番号
出土位置

l
器種 部位

文　 様　 及　 び　 調　 整 色　　 調
焼成 胎　　　　 土 備　 考

外　 ．面 内　　　 面 外　 面 内　 面

2 5 1

K－7
探　 鉢胴　 部

隆帯文上に指頭押え
ナデ

横方向ナデ
明　 黄　 褐
灰　 黄　 褐

にぷい黄褐 良　 好

1ミリ以下の灰白色の粒、1ミリ以下の半透明に
光る粒。

草創期
隆帯文土器

2 5 2
J－7

探　 鉢胴　 部

隆帯文上に指頭押え
横方向のナデ

横方向ナデ

にぷい黄橙にぷい黄橙 良　 好

1ミリ以下の灰白色の粒、0．5ミリ以下の黒い
粒。

草創期
隆帯文土器

2 5 3
E－11

深　 鉢胴　 部

ナデ
斜方向連続爪形文

ナデ

にぷい黄橙 橙 良　 好

0．5ミリー1．1ミリの灰白色の砂粒、微細－0．8ミリ
の黒灰色の砂粒。

草創期
爪形文土器

表4　杉木原遺跡縄文時代（早期）の遺物観察表（1）
図 面

番 号

遺 物

番 号
出 土 位 置 器 種 部 位

文　 様　 及　 び　 調　 整 色　　 調
焼 成 胎　　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

26 1

H －8

探　 鉢 口 縁 部

口唇部 押圧 刻 み下位 にへラ ナデ
横 ナ デ に ぷ い 褐 に ぷ い 橙 良　 好

灰 白の2ミリー 1ミリ以 下 の粒 、1ミリ以 下の金 I 類

状 工具 の横 方向 刺突 文

ナデ

色 に光る粒 、1ミリ以 下の褐 灰 色の粒 、4ミリー

3ミリの 白い 粒。

26 2

C －9

深　 鉢 口 縁 部

口唇部 刻 み下位 に 貝殻 腹縁
刺 突文

ナ デ

ナデ

にぷ い黄 橙 にぷ い 黄橙 良　 好

1ミリ以 下の灰 白色の粒 、2ミリ以 下の黒 褐 色の
粒。

I 類

2 6 3

G －5

探　 鉢 口 縁 部

口唇部 横ナ デ 下位 に工 具に
よる横ナ デ 上を縦方 向 の刻 み

下位 に貝殻 腹縁 刺 突文

ナデ

に ぷ い 橙 に ぷ い 橙 良　 好

0．5ミリ以 下 の淡黄 色 、黒 くて 光る砂 粒 。 1類
穿孔 あり

2 6 4

K －8

探　 鉢 口 縁 部

口唇部 斜 方向 の刻 み下 位 に 横ナ デ

にぷ い黄 橙 にぷ い 黄樫 良　 好

2．5ミリ以 下 の淡黄 色 の砂粒 、1．5ミリ以 下 の茶 I 類

斜 方 向連続 刺 突文 下位 に 浅

い沈 線 ・貝殻 条痕 文

横 方向 の貝殻 条 痕文 褐 色 、黒 くて光 る砂 粒 、1ミリ以 下の無 色 透明

で光 る砂 粒。

26 5

D －8

深　 鉢 口 縁 部

縦 方 向刻 み 横ナ デ

に ぷ い 橙 に ぷ い 橙 良　 好

1ミリ以下 の褐 ・淡 黄 色の砂 粒 、0．5ミリ以下 の I 類

横 方 向貝殻 腹 縁刺 突 文

横 ナデ

斜方 向 のナデ 無 色透 明で 光る黒くて光 る砂 粒。

2 6 6

B －1

深　 鉢 口 縁 部

口唇部 押圧 刻 み下 位 に縦 方
向 貝殻 腹 縁刺 突文 ・横方 向 貝

殻 腹縁 刺 突文

ナデ

橙 橙 良　 好

2ミリ以 下の 黒褐 色の 粒 、2ミリ以 下の 黒色 光沢

の粒 。

I 類

2 6 7

H －10
H －1 1 探　 鉢 口 縁 部

口唇部 横 方向 ミガキ下 位 に貝
殻 腹縁 刺 突文 下位 に斜 方 向
条 痕 文

横 方向 磨き

に ぷ い 橙 に ぷ い 橙 良　 好

2ミリー 1ミリ以下 の灰 白の粒 、1ミリ以 下の 黒い
粒。

Ⅱ類

2 6 8

J－9

深　 鉢 口 縁 部

口唇部 ナ デ下位 に貝殻 腹縁

刺 突 文下 位 に斜 方 向 貝殻 条
痕 文

ナデ

にぷ い 黄橙 に ぷい 黄橙 良　 好

2ミリ以 下の 白色 、光沢 のある黒色 の粒。 Ⅱ類

2 6 9

J－9

深　 鉢 口縁 部

口唇部 ナ デ下 位 に貝殻 腹縁

刺 突 文

ナ デ

にぷ い 黄 にぷ い黄 橙 良　 好

1ミリ以 下 の 白色、光 沢のある黒色 の粒 。 Ⅱ類

2 6 1 0

E－1 1

深　 鉢 口綾 部

口唇 部ナ デ下 位 貝殻 腹縁 刺

突文 下位 に 貝殻 条痕 文

ナ デ

にぷ い 黄橙 にぷ い黄 橙 良　 好

2ミリ以下 の 白色の粒 、光 沢のある黒 色の粒 。 Ⅱ類

2 6 1 1

K－7

探　 鉢 口縁 部

口唇 部横 ナ デ下 位 に貝殻 腹

縁刺 突 文下 位 に斜方 向 貝殻
条痕 文

ナ デ

にぷ い黄橙 にぷ い黄 橙 良　 好

0．2ミリー 0．8ミリの灰 白色の 砂粒 、微細 － 1．8ミリ

のガラス質 の粒 子。

Ⅱ類

2 6 1 2

D －1 1

探　 鉢 口縁 部

口唇部 ナデ 下位 に斜 方 向貝

殻腹 縁 刺突 文 下位 に斜 方向
条痕 文

ナデ

に ぷ い 黄 黄　　　 灰 良　 好

2ミリ以 下の乳 白色の粒 、2ミリ以 下のガラス質

の粒 。

Ⅱ類

26 1 3

L－10

深　 鉢 口 縁 部

へ ラ状 工具 による斜方 向 の刺

突 文
斜 めの条 痕 文

ヘラナデ

明　 黄　 褐 明　 黄　 褐 良　 好

2ミリ以 下の褐 色 の砂粒 、長 方形 の光 る黒 色

の砂 粒 、光 る無 色 の砂粒 。

Ⅱ類

26 1 4 深　 鉢 口 縁 部

ケズリの上 ミガキ

斜 方 向の条 痕 文
斜 方 向の連 続刺 突 文

ナデ
浅　 黄　 橙
褐　　　 灰

にぷ い 黄橙
黒　　　 褐

良　 好

0．5ミリー 1．8ミリの灰 白色の砂 粒 。 Ⅲ類

2 6 1 5

H －8

深　 鉢 口 縁 部

口唇部 ナデ 下位 に横 方 向条

痕 文

横ナ デ

にぷ い黄 橙 に ぷ い 良　 好

0．5ミリ以下 の光 る粒 、1ミリ以下 の黒 い粒。 Ⅱ類

2 6 1 6

K －7

深　 鉢 口 縁 部

口唇部 横 ナデ 上ミガキ下位 に

斜 方 向条痕 文

横 ナデ
にぷ い黄 橙
灰　　　 褐

に ぷい 黄橙 良　 好

0．2ミリー0．8ミリの灰 白色 の砂 粒 、微 細 －0．5ミリ

のガラス質 の 光る粒 子 。

Ⅱ類
穿孔 あり

2 7 1 7 探　 鉢 胴　 部

斜 方 向貝 殻条 痕 文 ナ デ

にぷ い黄 橙 に ぷい 黄橙 良　 好

3ミリ以 下の 白色 、光沢 のある黒色 の粒 。 Ⅱ類

2 7 1 8

H －6

深　 鉢 胴　 部

斜 方 向貝 殻条 痕 文 ナ デ

にぷ い 黄橙 にぷ い黄 橙 良　 好

2ミリ以 下 の 白色、黒色 の粒 。 Ⅱ類

2 7 1 9

J－8

深　 鉢 胴　 部

斜方 向条 痕 文 不 明
に ぷ い 黄

に ぷい 黄橙
良　 好

2ミリ以下 の乳 白色 の粒 、3ミリ以 下 の褐灰 色 の

粒 、2ミリ以 下のガ ラス質の粒 。

Ⅱ類

2 7 2 0

D －10

深　 鉢 胴　 部

斜 めの条痕 文 ヘラナ デ

橙 橙 良　 好

2ミリ以下 の赤 茶 色、褐色 、乳 白色 の砂粒 。無
色 、黒 色の 光る砂粒 。

Ⅱ類

27 2 1

C －9

深 、 胴　 部

斜 方向 条痕 文 縦方 向へ ラナ デ

橙 にぷ い 黄橙 良　 好

2ミリ以 下のガ ラス質 の粒 、2ミリ以下 の黒 色光

沢 の粒。
Ⅱ類
黒 斑 あり

2 7 2 2

D －1 2

探　 鉢 口 縁 部

口唇部 斜 方 向の刻 み ・ 口縁
部 貝殻 腹 縁刺 突 文 ・楔 形 突
帯 文条 痕 文

横 方向 の粗い ミガキ

にぷ い赤 褐 明　 赤　 褐 良　 好

1ミリ以 下の黒 くて光 る無色 透明 で光 る砂 粒 、

0．5ミリ以 下 の淡黄 色 の砂粒 。

Ⅲ類
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表　4　　杉木原遺跡　縄文時代（早期）の遺物観察表（2）

図 面

番 号

遺 物

番 号
出 土 位 置 器 種 部 位

文　 様　 及　 び　 調　 整 色　　 調
焼 成 胎　　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

27 2 3

E－1 1

深　 鉢 口 縁 部

口唇 部凹圧 刻 み、口縁 部貝 殻
腹縁 刺 突文 ・楔 形突 帯 文 ・櫛

歯状 工具刺 突文 ・貝殻 条痕 文

丁寧 な横 ナデ

にぷ い赤 褐 に ぷい 赤褐 良　 好

1ミリ以 下の淡 黄 、褐 色 、黒 くて 光る砂 粒 、2ミ

リ以下 の無 色透 明 で光る砂粒 。

Ⅲ類

2 7 2 4

G －6

G －7 探　 鉢 口 縁 部

口唇部 横 ナデ 下位 にナ デ上
を横 方 向貝殻 腹 縁刺 突 文下
位 に縦 方 向貝 殻腹 縁刺 突 文

縦 方向 ケズリ上 を横ナ デ

に ぷ い に ぷ い 橙 良　 好

0．2－ 1．2ミリの灰 白色 の砂粒 。 Ⅲ類

2 7 2 5

H －6

J－7
K －7　L－7

探　 鉢
底 部 付
近

ナ デ
縦 方 向貝 殻腹 縁 刺突 文

横 方 向に強 いナ デ

に ぷ い 橙 にぷ い黄橙 良　 好

2ミリ以 下の褐 色 粒 、2ミリ以下 の黒 色粒 。 Ⅲ類

2 7 2 6

J－7
H －6

H －7
深　 鉢

底 部 付

近

ナ デ

縦 方 向貝 殻腹 縁 刺突 文

斜 方 向ナデ

に ぷ い 橙 に ぷ い 橙 良　 好

1．5ミリ以下 の 白色粒 、2ミリ以 下 の黒色 粒 、3

ミリ以 下 の褐色 粒 、光 沢微 細 粒。
Ⅲ類

2 7 2 7

F －10

探　 鉢 胴　 部

縦 方 向貝 殻腹 縁 刺突 文 縦 方 向ナデ

にぷ い 黄橙 明　 赤　 褐 良　 好

2ミリ以 下の透 明 な粒 、1ミリ以 下の柱 状 黒色

の粒。

Ⅲ類

2 7 2 8

L －9

深　 鉢 胴　 部

縦 方 向のナ デ

貝殻腹 縁 刺突 文

ナ デ

明　 赤　 褐 黒　　　 褐 良　 好

3ミリ以 下の 金色 の粒 、3ミリ以 下 の灰 白色の

粒 、2ミリ以下 の乳 白色 の粒 。

Ⅲ類

黒斑 あり

2 7 2 9

C －4

D －5
E －5

探　 鉢 口 縁 部

口唇部 横 ナデ 下位 に貝 殻腹
縁 平行 刺 突 文

横 ナデ

にぷ い 黄橙 明　 黄　 褐 良　 好

4ミリ以 下の 乳 白色 の粒 、5ミリ以 下の灰 白色

の粒 、3ミリ以 下のガラス質 の粒 。

Ⅳ類

2 7 3 0

F －5

G －5 深　 鉢 口 縁 部

口 唇部 横 ナデ ・横 ミガ キ 下
位 に横 方 向 貝殻 腹 琢刺 突 文

縦 ナデ
粗 い横 方 向のミガキ 浅　　　 黄 浅　　　 黄 良　 好

2ミリ以 下の 白色 の粒 。 Ⅳ類

2 8 3 1

C －9

D －5
D －1 0

探　 鉢 口．縁 部
口唇部 横 ナデ 下位 横 方向 貝
殻 腹 縁刺 突 文下位 に斜 方 向

貝殻腹 縁 刺突 文

斜 方 向ナデ

工 具 ・指 頭の 成形 痕あ り 浅　　　 黄 浅 良　 好

1ミリ以 下の 白色 の粒 。 Ⅳ類

2 8 3 2

K －9

探　 鉢 口 縁 部

口唇部 丁 寧なナ デ ナ デ

にぷ い 黄橙 に ぷ い 橙 良　 好

1ミリー 0．5ミリの金 色 の粒 、1ミリ以下 の灰 白の
粒 。

Ⅳ類

2 8 3 3

G－7

探　 鉢 口 縁 部

口唇部 横 ナデ 下位 に平 行 な
貝殻 腹縁 刺 突文

丁 寧な横 ナデ

にぷ い 黄橙 にぷ い黄 橙 良　 好

2 ．5ミリ以 下の 白色 の砂粒 。 Ⅳ類

一 部スス付

一 部黒 斑

2 8 3 4

H－6
J－8 深　 鉢 胴　 部

横 方 向の 貝殻 腹縁 刺 突文 横 ナデ

にぷ い 黄 に ぷ い 黄 良　 好

3ミリ以下 の灰 黄色 の粒 、2ミリ以下 の灰 白色 の
粒 。

Ⅳ 類

2 8 3 5

H －6

深　 鉢 胴　 部

横 方 向の 貝殻 腹縁 刺 突文 横 ナデ

に ぷい 黄橙 に ぷ い 黄 良　 好

3ミリ以下 の灰 白色 の粒 、2ミリ以下 の金 色の粒
を含 む

Ⅳ 類

2 8 3 6

F－5
F－6 深　 鉢 胴　 部

横方 向 貝殻 腹縁 刺突 文 横 ナデ

淡　　　 黄 淡　　　 黄 良　 好

3ミリ以下 の 白色 、灰色 の粒 。 Ⅳ 類

2 8 3 7

J－8

探　 鉢 胴　 部

横方 向 の貝殻 腹 縁刺 突 文 斜 方 向の ナデ

にぷい 黄橙 に ぷ い 黄 良　 好

3ミリ以下 の 白色 の粒 、黒 色の粒 。 Ⅳ 類

2 8 3 8

C－3

F－5 深　 鉢 胴　 部

横方 向 の貝殻 腹 縁刺 突 文 横 ナデ

にぷい 黄橙 にぷ い黄 橙 良　 好

2ミリ以下 の 白色 の粒 、黒色 の粒 。 Ⅳ 類

2 8 3 9

卜8

深　 鉢 口縁 部

口唇 部ナ デ ・横 方 向ミガキ下
位 に櫛 状 工 具か貝 殻腹 縁 に
よる横 方 向の 刺突 文

ナ デ ・ミガキ

に ぷい 黄樫 にぷ い黄 橙 良　 好

2．5ミリ以 下の灰 色 、褐 色 の砂粒 、0．5ミリ以下 ＿

の金 色の砂 粒。

Ⅴ 類

2 8 4 0

C－3

探　 鉢 口縁 部

口唇 部丁 寧 な横 ナ デ下 位 に

貝殻 腹縁 刺 突文 下位 に短 沈
線 羽 状文 の繰 り返 し

横 方 向のへ ラナ デ

にぷ い 黄橙 にぷ い黄 褐 良　 好

2．5ミリ以 下の赤 茶 色 、白色 、金 色 、褐 色の砂
粒 。

Ⅴ類

2 8 4 1

F－9

深　 鉢 口縁 部

口唇 部ナ デ 下位 に短沈 線 下 ナ デ

橙 に ぷ い 褐 良　 好

1．8ミリ以 下の黄 褐 色 、赤 茶色 、灰 色 、白色 、 Ⅴ類
G－7 位 に羽 状 短沈 線 光る無色 、光る黒色 （棒 状）の砂 粒 。 一 部スス付

着

2 8 4 2

G－7

探　 鉢 胴　 部

短沈 線

羽状 短沈 線
ナ デ

ナ デ
に ぷ い 橙

に ぷ い 褐
橙 良　 好

2．5ミリ以 下の黄 褐 色 、赤 茶色 、光る無色 、灰

色、白色 、光る黒色 （長方 形）の砂 粒 。
Ⅴ類

一部 スス付
着

2 8 4 3

G－7

K－7 深　 鉢 胴　 部

縦方 向の 直線 文 ・短 沈線 文
櫛 状施 文 具 の横方 向 刺突 文

短沈 線文

へ ラ成 形後 斜 方向 ナデ

にぷ い 黄橙 にぷ い黄 橙 良　 好

2．8ミリ以 下の 白色 、灰 色 、金 色 、赤 茶 色の砂

粒 。

Ⅴ類

2 8 4 4

F－7

深　 鉢 胴　 部

貝殻 腹縁 羽 状文 ・ナデ
横 方 向の 貝殻 腹縁 刺 突文

斜方 向 貝殻 腹縁 刺突 文

横 ナデ

に ぷ い 橙 にぷ い黄 橙 良　 好

2ミリ以下 の 白色の粒 。 Ⅴ類

2 8 4 5

卜7

卜9 探　 鉢 胴　 部

貝殻 腹縁 羽 状文
横方 向 の貝殻 腹 縁刺 突 文

縦方 向 の貝殻 腹 縁刺 突 文

ナ デ

橙 に ぷ い 橙 良　 好

2ミリ以下 の 白色の粒 。 Ⅴ類

2 8 4 6

ト10

深　 鉢 胴　 部

貝殻 腹縁 刺 突文 横 ナデ

に ぷ い 橙 に ぷ い 橙 良　 好

2ミリ以下 の 白色の粒 。 Ⅴ 類

2 9 4 7

D －7
G －1 0

H －7　H －1 0
深　 鉢 口縁 部

口唇 部 ナデ 下位 に櫛 状 工具

の縦 方 向条痕 文 下位 に横 方
向 の櫛 状 工 具条 痕文

横 ナ デ

にぷ い黄
黒　　　 褐

にぷ い黄 橙
良　 好

2ミリー0．5ミリの灰 白の砂 粒 を多く含 む。1ミリ以

下の 黒い粒 、0．5ミリ以 下 の半透 明 に光 る粒。

Ⅵ 類

2 9 4 8

ト9

深　 鉢 口縁 部

口唇 部 ナデ 下位 に縦 ・横 ・斜

方 向に細 沈線 文
ナデ

にぷ い黄 褐 橙 良　 好

3ミリ以 下の乳 白色 の粒 、3ミリ以下 のガラス質

の粒。

Ⅵ 類
穿 孔あり

2 9 4 9

S I8

探　 鉢 ロ縁 部

口唇 部 ナデ 下位 に櫛 状 工具 ナデ
に ぷ い
灰

にぷ い黄 橙
明　　　 灰

良　 好

1ミリー1．5ミリの 白色 粒 、灰 色粒 、褐色 粒 、1ミ Ⅵ 類
G －1 0　H －6
H －7　 卜8

によるナデ リ以 下 の透明 光 沢粒 。 SI8

2 9 5 0

G －7

深　 鉢 口縁 部

口唇 部 ナデ 下位 に縦 ・横 ・斜

方 向に細 沈線 文

ナデ

橙 にぷ い黄 褐 良　 好

3ミリ以 下の灰 白色 の粒 、2ミリ以下 の金 色の
粒 、2ミリ以 下の 乳 白色の粒 。

Ⅵ 類
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表　4　　杉木原遺跡　縄文時代（早期）の遣物観察表（3）

図 面

番 号

遺 物

番 号
出 土 位 置 器 種 部 位

文　 様　 及　 び　 調　 整 色　　 調
焼 成 脇　　　 士 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外 r面 内 ‘ 面

2 9 5 1

G －1 0

深 底　 部

縦方 向 の櫛状 工 具粂 痕 文 斜 方 向ナ デ （工 具痕 あり）

にぷ い黄
黒　　　 褐

灰
良　　 一

3ミリ以下 の灰 白色 の砂 粒を多 量 に含む 。0．5ミⅥ 類

G －ll H －6
H －7　H －11

櫛状 工 具による鋸 歯 状文

ナデ

ナデ リー2ミリ程 のガラス質 のような粒。

29 5 2

卜7

深 口 縁 部

口唇部 丁寧 な横 ナデ 下位 丁

寧 なナデ の下 部に櫛 歯 状工
具 による刺突 文

横 ナ デ

にぷ い赤 褐 にぷ い赤 褐 良

2ミリ以 下の 白色 、黒 色 の粒。 Ⅵ 類

2 9 5 3

F－1 1

深 口 縁 部

口唇部 横ナ デ 下位横 方 向横

ナ デ

横 方向 へラナ デ（工 具痕 あり）

にぷ い黄 褐 暗　 灰 良

3ミリ以 下の金 色 の粒 、2ミリ以 下 の乳 白色 の

粒 、2ミリ以下 の灰 白色 の粒。

Ⅵ 類

2 9 5 4

卜1 0

深　 鉢 口 縁 部

横 ナデ

縄 文（中に繊 維痕 あり）

横 ナデ

浅 に ぷ い 良　 好

3．5ミリ以下 の赤 茶色 、乳 白色 の砂粒 、光る乳

白色 の砂粒 。

Ⅵ 類

2 9 5 5

SI1 3

深 口縁 部

口唇 部横 ナ デ 下位横 ナ デ 上 横 方 向ナデ
褐　　　 灰

に ぷ い
にぷ い黄橙 良　 好

2ミリー 1ミリ以下 の灰 白色 の粒 、1ミリ以 下の Ⅵ類

H －10
J－10 K －10

を貝 殻 腹縁 による条 痕 文 黒 い粒 。 穿 孔あり

S I1 3

2 9 5 6

F－1 2

探 口縁 部

横 方 向 の雑なミガキ

半裁 竹 管の浅 い平 行 曲線 文

へ ラ状 工具 による横 ナデ

黄　　　 褐 にぷ い黄 良　 好

4．3ミリ以 下の 白色 、灰 色 、赤 茶色 、金色 の砂

粒 。

Ⅵ 類

2 9 5 7

E－11

深 胴　 部

丁寧 なナデ

貝殻 腹 線条 痕 文

横 ナ デ

浅　　　 黄 に ぷ い 良　 好

4ミリ以 下の 白色 、黒 色 に光る粒。 Ⅵ 類

3 0 5 8

C －8

深　 鉢 胴　 部

ナデ 横ナ デ

に ぷ い 橙 にぷ い黄 良　 好

2．5ミリ以 下の 淡黄 色の 砂粒 、1．5ミリ以 下の Ⅵ 好

貝殻 腹 縁 による条痕 文 指頭 によるナ デ 無 色透 明で 光る砂粒 、1ミリ以 下 の黒 色の砂

粒。

30 5 9

H －9

深 胴　 部

ナデ 斜方 向 ナデ

にぷ い黄 に ぷ い 良　 女

1ミリ以 下の灰 白色の 粒を多 く含 む。0．5ミリ以 Ⅵ 類

櫛 状工 具 による鋸歯 状 文 工具 痕 あり 下 の金 色 に光る粒 。

30 6 0

J－9

深　 鉢 胴　 部

縦 方 向の貝 殻 条痕 文の 上を

ナ デ

丁寧 なナ デ
に ぷ い 黄

褐

に ぷ い 黄

褐
良　 好

2ミリ以 下 の白色 の粒 を含む 。 Ⅵ類

30 6 1

E －8
H －7 探　 鉢 胴　 部

縦 ナデ
櫛 状 工具 による鋸歯 状 文

へラ状 工具 の斜 方向 のナデ
明　 黄　 褐

灰　 黄　 褐
灰 良　 好

1ミリ以 下 の灰 白色 の粒。 Ⅵ類

30 6 2

E －2

深 胴　 部

櫛 状 工具 刺突 の羽 状文 横 ナデ

橙 橙 良　 好

4ミリ以 下 の灰色 、褐色 の砂 粒 、6．6ミリ以下 の

赤 灰色 の砂 粒 、2ミリ以 下 の黒 色、光る無色 の
砂 粒。

Ⅶ類

30 6 3

G －7

深　 鉢 胴　 部

櫛 状 工具 刺突 の羽 状文 ＼ 方向 のケズリ（工 具痕 あり）

⇔ 方向 のナ デ 橙
にぷ い 黄

にぷ い黄 良　 好

2．2ミリ以 下の黒 色 、光 る黒 色 、白色 、灰 色 の

砂 粒。

Ⅶ類

3 0 6 4

H－6

卜7 探　 鉢 胴　 部

横 ナデ ・一部 ミガ キ
横 方 向の 貝殻 腹縁 刺突 文

貝殻 腹縁 による鋸 歯文

ナ デ

橙 にぷ い黄 良　 好

2ミリ以下 の灰 色 、白色の粒 。 Ⅶ 類

3 0 6 5

F－1 2

深　 鉢 胴　 部

縦方 向の 貝殻 腹縁 刺 突文 や や 強い横 ナ デ

にぷい 黄樫 橙 良　 好

2ミリ以下 の 白色 の粒 、金 色 に光る粒 。 Ⅶ 類 ・スス付
着 外 面下 部
赤 変

3 0 6 6

F－1 2

深　 鉢 胴 底 部

縦ナ デ 丁寧 な横ナ デ
に ぷ い 橙

灰　 黄　 褐

褐　　　 灰

灰　　　 褐
良　 好

0．1ミリー 1．2ミリの灰 白色 の砂 粒 、1．0ミリー2．3 Ⅶ 類

ト10

H 細9

横 ・斜方 向 に貝殻 腹 縁押 圧 文 ミリの茶 色の 砂粒 、微 細 － 1．2ミリのガラス様

に光 る粒 。

穿孔 あり一
部スス付 着

3 0 6 7

K －8
L－8 深　 鉢 底　 部

横 方向 の貝 殻腹 縁羽 状 文

丁寧 なナ デ

丁寧 なナデ

にぷ い黄 橙 に ぷ い 黄 良　 女

3ミリ以 下の 乳 白色の粒 、3ミリ以 下の灰 白色の
粒 。

Ⅶ 類
継ぎ 目あり

3 1 6 8

卜1 1

深 口 縁 部

横 ナデ
縦 方 向の楕 円押 型 文

横ナ デ

にぷ い黄 に ぷ い 良　 好

3ミリ以 下の 乳 白色の砂 粒 。8ミリの赤 褐色 の
粒 、2ミリ以 下の赤 褐 色の砂 粒 。

Ⅷa

3 1 6 9

卜7
J－7 深 底　 部

側 辺部 に縦 の条 痕 ？ ナ デ

橙 にぷ い黄 良　 好

3ミリ以下 の灰 白色の砂 粒 を多く含む 。 3ミリ

以下 の粒。

Ⅷ a

6 8と同一 個
体 ？

3 1 7 0

G －8

深　 鉢 口 縁 部

口唇 部横 方 向ミガ キ下位 ナデ ナ デ

に ぷ い
橙

に ぷ い
良　 好

0．1ミリー4．0ミリの灰 白色 の砂粒 、0．3ミリー 0．9 Ⅷ a

H －6

H －7　H －8

そ の下位 に斜 ・横 方 向 山形押
型 文

一 部斜 方 向指 頭 によるナデ ミリの 茶色 の砂 粒。

3 1 7 1

B －3

鉢 口縁 部

横 ナデ 横 方 向の楕 円 押型 文
に ぷい 赤褐

に ぷ い 橙

に ぷ い
褐　　　 灰

良　 好

5ミリ以 下 の乳 白色 の砂粒 、2ミリ以下 の黒 、 Ⅶla

D－4
E－7

縦 方 向の楕 円 押型 文 横 ナデ 褐色 の砂粒 。

3 1 7 2

D－5

深　 鉢 口縁 部

横 ナ デ
楕 円押型 文

楕 円 押型 文

ナ デ にぷ い黄 灰　 黄　 褐 良　 好

1ミリ以 下の 褐色 、乳 白色の 砂粒 。 Ⅷ a

3 1 7 3

F－8
G －8
G －9

深 ロ縁 部

楕 円押型 文 横 ナ デ
橙

褐　　　 灰
橙 良　 好

2－ 4 ．5 ミリの灰 白色 の細 礫及 び 1ミリ以 下の

灰黄 色 、茶 色 の砂粒 。2 ミリ以 下 の黒色 鉱 物
粒。

Ⅷ a

3 2 7 4

B－4　 E－6

深　 鉢 口縁 部

ナデ 工具 による縦方 向 の原 体条 痕

にぷ い黄 にぷ い黄 橙 良　 好

1ミリ程 度 の半透 明 色の粒 。2 －3 ミリ程 度 の Ⅷ b l

F－9　 卜7
L－7　L－10

楕 円押 型文 楕 円押型 文

ナデ

半 透明 、灰 白、黄 白色の 粒。

3 2 7 5

E－11

深　 鉢 口 縁 部

ナ デ 縦 方向 刻み

に ぷ い に ぷい 黄 良　 好

3．5ミリ以下 の灰 白色 の粒 、3ミリ以 下の 黒褐 、Ⅷ b l

卜6 横 方 向山形 押 型文 横 方向 山形 押型 文 茶 色 の粒 、2 ．5 ミリ以下 の軟 質な赤 褐 色、黒 一部 にスス

ト8　ト10 ナデ くて光 る粒 、2ミリ以 下の 無色 透 明で光 る粒 。 付着

3 2 7 6

F －7

K －9
L－8

深　 鉢 口 縁 部

ナ デ

楕 円押 型 文

工 具 による縦 方 向の原 体 条痕
楕 円押 型 文 にぷ い 黄 にぷ い黄 良　 好

1ミリ程度 の乳 白色 の粒 。 Ⅷb l

3 2 7 7

H －6

深 口縁 部

口唇 部ナ デ下 位 に横方 向 山

形 押 型文

貝 殻押 圧 文
横 方 向山 形押 型文

ナ デ
橙 橙 良　 好

1．5ミリ以 下の光 る無 色 と乳 白色の砂 粒。 Ⅶ【b l

一 部黒 斑ス
ス付着

3 2 7 8

卜1 1

深　 鉢 ロ縁 部

横 ナ デ 原 体 粂痕

明　 赤　 褐 明　 赤　 禍 良　 好

1ミリ以 下の黒 灰 色 、灰 白色 、茶 色 、黄 白色 Ⅷ bl

楕 円 押型 文 ナ デ の砂粒 。
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表　4　杉木原遺跡　縄文時代（早期）の遺物観察表（4）
図 面

番 号

遺 物

番 号
出土位置 器 種 部 位

文　 様　 及　 び　 調　 整 色　 調　　 嚢

胎　　　　 土 備　 考
外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面 荒

3 2 79

卜11

探 口縁 部

横ナデ 原体条痕

明　 赤　 褐 明　 赤　 褐 良

1ミリ以下の黒色、灰色、茶色、乳白色　 金色 Ⅷ bl
縦 方向の楕円押型文 横ナデ ヽ

の砂粒。

3 2 8 0

卜11

深　 金 口縁 部

横ナデ

縦方向の楕円押型文
原体粂痕
横ナデ

にぷい黄
にぷい黄
橙
良　 好

1ミリ以下の乳白色、茶色、黒色の砂粒。 Ⅷ bl

3 3 8 1

C －7

深 口縁 部

口唇部に横方向の楕円押型
文、下位に縦方向の楕円押
型文

楕 円押型文

灰　 黄　 褐 にぷい黄褐 良　 好

径が 2ミリ大の半透明、灰 白の粒、径が 1ミリ
以下の灰 白、半透明、金色の砂粒。

Ⅷ b2

3 3 8 2

E－6

深 口縁 部
口唇部山形押型文下位に縦

方向山形押型文

横方向山形押型文

灰 に ぷ い 良　 好

5ミリ以下の白色の粒、1ミリ以下の黒い粒。 Ⅷb 2

3 3 8 3

D －5

深　 鉢
口縁胴

部

横方向山形押型文

縦方向山形押型文
横方向山形押型文
ナデ 橙　　　 ・

に ぷ い

にぷい黄

灰　　　 白
黒　　　 褐

良

0 ．8ミリー2ミリの灰 白色の砂粒。 Ⅱb 2

一 部にスス
付着

3 3 8 4
E－7

探 口縁部
口唇部横方向山形押型文下 横方向山形押型文

浅　 黄 浅　 黄 良　 好

3ミリ以下の柱状黒色光沢粒 2マリ以下の乳 Ⅷb 2
E－8 位 に縦方向山形押型文 横ナデ l　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　‘‘ヽ

白色粒、4ミリ以下の灰白色粒、5ミリ以下の
赤褐色粒。

3 3 8 5
G－8

探 口 縁部
口唇部横方向山形押型文下 横方向山形押型文

にぷい黄
褐　　　 灰

にぷい黄 良　 好

5ミリ以下灰色の粒、1．5ミリ以下長方形に光 Ⅱb2
位 に縦方向山形押型文 ナデ る黒い粒。 黒斑あり

33 8 6
H －6

探　 鉢 口綾部
口唇部山形押型文下位に縦 横方向山形押型文

浅 浅 良　 好

2ミリ以下の灰 白色の粒、1ミリ以下の黒い光 Ⅷb2
方 向 山形押型文

一部ナデ

ナデ る粒。

33 8 7
B －4

深 、 口綾部
口唇部山形押型文下位に縦
方向山形押型文

横方向山形押型文
横ナデ 浅 にぷい黄 良　 好

赤褐色の粒、0 ．5ミリ以下の黒い粒。 Ⅷ b2

3 3 8 8
D －4

深　 鉢 口縁部
口唇部山形押型文 横方向山形押型文

浅　 黄 に ぷ い 橙 良　 好

4ミリ以下灰色の粒、1ミリ以下半透明の粒、 Ⅷ b2
ナデ ナデ 赤褐色。

3 3 8 9
H －7

探 口縁 部
口唇部山形押型文下位に縦 横方向山形押型文

に ぷ い 浅　　　 黄 良　 好

6ミリ以下の褐灰色粒、5ミリ以下の灰 白色 Ⅷ b2
方 向 山形押型文 横ナデ 粒、4ミリ以下の黒色粒、3ミリ以下の柱状黒

色光沢粒、2ミリ以下のガラス質粒。

3 3 9 0

D －5
E－6 深　 鉢 口縁 部

縦方向の楕円押型文

ナ

横方向の楕円押型文

ナデ 灰　　　 黄
浅

黄　　　 灰

に ぷ い
良　 好

0 ．5 ミリ以下の黒色粒。 Ⅷ b2

3 3 9 1
D －5

深 口縁 部
ナテ
斜方向の楕円押型文

横方向の楕円押型文
黒　　　 褐
にぷい黄橙

にぷい黄橙 良　 好

0．1 ミリー 2 ．0 ミリの灰白色の砂粒 微細－ Ⅷ b2
丁寧 な横ナデ ヽ

0．5 ミリの黒色の砂粒。

3 3 9 2

B－2

探　 鉢 口縁 部

口唇部山形押型文下位に縦
方向山形押型文

や

横方向の山形押型文

ナデ 黄 黄 良

2ミリ以下の光る黒色の長方形、乳白色等の
砂粒。

Ⅷ b2

3 3 9 3

卜7
J－7 鉢 口縁 部

横ナテ・斜方向ナデ

楕 円押型文
繊維痕あり？

楕円押型文
横ナデ 明　 赤　 褐 にぷい赤褐 良　 好

2ミリ以下の赤褐色、灰白、暗褐色の砂粒。 Ⅷb 2

3 3 9 4
B－1

深　 鉢 口縁部
縦方向の楕円押型文 横方向の楕円押型文

ナデ にぷい黄橙 に ぷ い 橙 良　 好

1－ 1．5ミリ程度の透明、半透明粒。 Ⅷb 2

3 3 ・ 9 5
E－4

深 口 縁部
口唇部横方向山形押型文下 横方向山形押型文

橙 黄　　　 橙 良　 好

3ミリ以下の光る無色の砂粒、灰色、淡い褐 Ⅷb2
位 に斜方向山形押型文 ナデ 色の砂粒。 一部黒斑

SI12－2

3 3 9 6
B －1

深 口 縁部
口唇部山形押型文下位 に斜
方向山形押型文

横方向山形押型文
にぷい黄

黒　　　 褐
に ぷ い 良　 好

4ミリ以下の白い粒、1ミリ以下の黒い粒。 Ⅷ b2
部 分 的に黒
変あり

33 97

C －7

探 口 縁部

口唇部横方向山形押型文 横方向山形押型文

にぷい黄 橙 良

4ミリ以下の白色粒 4ミリ以下の黒色光沢 Ⅷ b2
D －6 横 ナデ

縦方向山形押型文
横ナデ ヽ粒、2ミリ以下のガラス質粒、8ミリ以下の褐色

粒。‾

3 3 9 8

G －7

探　 鉢 口縁 部
口唇部横方向山形押型文下 横方向の山形押型文

にぷい黄樫 明　　　 褐 良

5ミリ以下の乳白色、褐色、灰色、光る黒色の Ⅷ b2
位 に斜方向山形押型文 ナデ 砂粒。

3 3 9 9
D －8

探 口縁 部
口唇部山形押型文下位縦方

向山形押型文

や

横方向山形押型文
にぷい黄

黒
に ぷ い 良　 好

3ミリ以下の白色の粒、1ミリ以下の灰色の
粒。

Ⅷ b2
黒 斑あり

3 4 10 0
H －9

深　 鉢 口縁 部
口唇部ナデ下位に縦方向山

形押型文

横方向山形押型文
ナデ に ぷ い 橙 に ぷ い 良　 好

1ミリ以下の黒い光る粒。5ミリの赤灰色粒。 Ⅷ b2
穿 孔あり

3 4 10 1
B－4

深　 鉢 口綾 部
口唇部楕 円押型文

ナデ

や

楕 円押型文

赤　　　 褐 明　 赤　 褐 良　 好

径が 2．5ミリー 3ミリの茶色の礫と1ミリ以下の
黒色、灰色、金色の砂礫。

Ⅷ b2

3 4 10 2
K －7

深 口縁 部
縦方向のナテ 楕円押型文

橙
橙

黒　　　 褐
良　 好

3ミリ以下の乳 白色、灰色、茶色、金色に光る

砂粒。
Ⅷb 2
黒 変部あり

3 4 10 3
E－8

深　 鉢 口縁 部
口唇部山形押型文下位ナデ 横方向山形押型文

ナデ 橙 橙 良

3ミリ以下の乳白色粒、2ミリ以下の白色粒、2
ミリ以下の金色に光る粒。

Ⅷb 2

3 4 10 4
K－7

鉢 口縁部
口唇部横方向の楕 円押型文

下位に横ナデ後に横方向楕
円押型文

横方向の楕円押型文

工具による横ナデ に ぷ い にぷい黄 良　 好

3ミリ以下の褐色、灰 白の砂粒。 Ⅷb 2

3 4 1 0 5
H －11

探 口縁部
口唇部横ナデ下位に横方向
山形押型文

横方向山形押型文

横ナデ指頭痕あり にぷい赤褐 にぷい赤褐 良　 好

0．5－ 1ミリ程度の半透明、褐色、黄白色の

粒。
Ⅷb2

一部 にスス
付着

3 4 1 0 6

G－9

探 口 綾部

山形押型文 ナデ

にぷい黄 に ぷ い 良

0．5ミリ以下の透明・黄 白・灰 ・黒色粒。 Ⅷ b2
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表　4　杉木原遺跡　縄文時代（早期）の遺物観察表（5）
図 面

番 号

遺 物

番 号
出 土 位 置 器 種 部 位

文　 様　 及 ・び　 調　 整 色　　 調
焼 成 胎　　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

3 4 1 0 7

E －3

深　 鉢 口 縁 部

口唇部 縦 方向 の原 体条 痕 下

位 に縦 方 向の楕 円押 型 文

横方 向 の楕 円押 型文

ナデ に ぷ い 黄 灰　　　 黄 良　 好

1ミリ程 度の 半透 明粒 。 Ⅷ cl

3 4 1 0 8

卜9

深　 鉢 口 縁 部

口唇部 横ナ チ 上に斜 方 向連 横 方向 山形 押型 文
に ぷ い 橙
灰　　　 褐

灰　　　 褐
に ぷ い 橙

良　 好

0．1ミリー 3．5ミリの灰 白色 、微細 －2．8ミリの金 Ⅷ cl
J－9 続 刺 突の刻 み 下位 に縦 方向

山形押 型 文
ケズリ 色 に光る砂粒 、0．5ミリー2．0ミリの茶 色の砂

粒。

3 4 1 0 9

H －10

深　 鉢 口 縁 部

口唇部 横ナ デ 上に斜 方 向連 横方 向 山形 押型 文

灰　　　 褐
に ぷ い 褐
褐　　　 灰

良　 好

0．1ミリー 3．0ミリの灰 白色 、微細 － 2．8ミリの Ⅷ cl
続 刺 突の刻 み 下位 に縦 方向
山形押 型 文

← 方向 ケズ リ 金 色に 光る砂 粒 、0．5ミリー2．0ミリの 茶色 の砂
粒。

3 4 1 1 0

G －6

探　 鉢 口 縁 部

口唇 部斜 方 向連 続 刺 突文 下 横 方向 山形 押型 文

に ぷ い 褐 褐 良　 好

2ミリ以下 の淡 黄 、灰 白色 の砂 粒 、1ミリ以 下 Ⅷ cl
位 縦 方 向 山形押 型 文 横 方向 ケズ リ の金 色 に光る砂粒 、0．5 ミリー 1ミリの赤茶 色

の砂 粒。

3 4 1 1 1

C －7
D －5
F －5

探　 鉢 口 縁 部

縦 方 向の楕 円押 型 文 横 方向 の楕 円押 型 文

ナデ にぷ い黄 橙
にぷ い 黄橙

褐　　　 灰
良　 好

1 ミリ以 下 の透 明、黒 色粒。 Ⅷ C2

3 4 1 1 2

C－5

深　 鉢 口 綾 部

縦 方 向の楕 円押 型 文 横 方向 の楕 円押 型 文

橙 橙 良　 好

2－ 3ミリ程 度 の半透 明 の砂粒 。 Ⅷ C2

3 5 1 1 3

D－7

E－6
H －7

深　 鉢 口縁 部

縦 方 向の楕 円 押型 文 横 方 向の楕 円押 型 文

橙
に ぷい 黄橙

オ リー ブ 黒
良　 好

1ミリ程度 の半 透 明、0．5－ 2ミリ程 度 の輝 く黒
色 粒。

ⅧC2

3 5 1 1 4

D－6

鉢 口縁 部

斜 方 向の楕 円 押型 文 横 方 向の楕 円押 型 文
横 ナデ にぷ い赤 褐

橙
明　 赤　 褐

良　 好

3 －6 ミリ大の灰 白の粒 、4 ミリ大の 黒色 光 沢
粒 、2ミリ以 下の乳 白色、橙 色の砂 粒。

ⅧC2

3 5 1 1 5

F－10
H－7 探　 鉢 口縁 部

山形 押型 文 山 形押 型 文
橙

明　 黄　 褐

明　 黄　 褐

に ぷい 黄褐
良　 好

1ミリ以 下の 白 ・黄の粒 。 ⅧC2

3 5 1 1 6

E －9

探　 鉢 口 縁 部

縦 方 向の楕 円 押型 文 横 方向 の楕 円押 型 文の下 位

に粗 なナデ 灰　 黄　 褐 灰　 黄　 褐 良　 好

径 が2 －3 ミリの褐色 の粒 を含む 。径が 1ミリ

以 下の 白色 、金 色 、褐 色 の砂粒 。
Ⅷ C2

3 5 1 1 7

D－7

深　 鉢 口 縁 部

ナ デ ナデ
横 方向 の楕 円押 型文 橙 橙 良　 好

4 ミリ大 の黄 白色の粒 、1．5ミリ以 下 の黄 白 Ⅷ C2
D －8
E －8

横 方 向の楕 円押 型 文 色 、茶 色 、金 色 、灰 白色、黒色 の砂 粒。

3 5 1 1 8

E －2

探　 鉢 口 縁 部

斜 め方 向楕 円押 型 文 斜 め方 向の楕 円押 型 文

ケズリ状 ナデ にぷ い黄 橙 にぷ い 黄橙 良　 好

径4 ミリ以 下の乳 白色、黒 、無 色透 明 、金 色

に光 る砂 粒。
Ⅷ C2

3 5 1 1 9

B －5

探　 鉢 口 縁 部

口唇部 に 山形押 型 文下 位 に
斜 方 向山形 押 型文

横 方向 の山形 押 型 文

にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙 良　 好

6ミリ以 下の 黒色 粒 、5 ミリ以下 の灰 白色 の砂
粒 、2 ミリ以下 の無 色透 明で 光る砂粒 、1 ．5 ミ

リ以 下 の黒くて光る砂粒 。

Ⅶ【C2

3 5 1 2 0

C －12

探　 鉢 ロ 縁 部

楕 円押 型 文 楕 円押 型文

黄　　　 灰 灰　　　 黄 良　 好

1－ 2 ミリ程 度の 白 、黄 白 、半透 明粒。 Ⅷ C2

3 5 1 2 1

B －5

F －8 深　 鉢 口 縁 部

ナ デ 斜 め方 向の楕 円押 型 文
ナデ 暗　 灰　 黄 暗　 灰　 黄 良　 好

3 －4 ミリ程 度 の半透 明 、乳 白色粒 。 ⅦIc2

3 5 1 2 2

H －6

深　 鉢 口 縁 部

口唇 部横 方向 の楕 円押 型 文 横 方向 に楕 円押 型 文

に ぷ い 褐
黒　　　 褐

に ぷ い 褐
良　 好

微 細－ 2 ．3 ミリの金色 に 光る砂 粒 、0 ．5ミリ Ⅷ C2
下 位 に縦方 向 の楕 円押 型文 横 方向 の粗 いナ デ － 3ミリの茶 色 の砂粒 、0 ．5 ミリー1 ．8 ミリの

灰 白 色の砂 粒。

炭 化 物付 着

3 5 1 2 3

H －10

深　 鉢 口縁 部

縦 方 向の楕 円押 型 文 横 方 向の楕 円押 型 文
ケズリ にぷ い赤 褐

に ぷい 赤褐
黒　　　 褐

良　 好

3 ミリ大の 茶色 の粒 、2 ミリ以下 の金 色乳 白
色 、茶 色 、灰 色 の砂粒 。

ⅧC2
継 ぎ 目あり

3 5 1 2 4

D－11

深　 鉢 口縁 部

縦 方 向の楕 円 押型 文 横 方 向の楕 円押 型 文

ケズリ 褐 暗　　　 褐 良　 好

径 が2 －3 ミリの半透 明 の粒 と1ミリ以 下の 半
透 明 、灰 白の 砂粒 。

ⅧC2

3 5 1 2 5

B－5

深　 鉢 ロ縁 部

縦 方 向の楕 円 押型 文 横 方 向の楕 円押 型 文

ナ デ にぷ い赤 褐 暗　 赤　 褐 良　 好

径 が2 ミリ以 下 の茶 色、灰 色、褐色 の砂 粒。 ⅧC2

S14 2

3 5 1 2 6

C－2

壷　 ？ 口縁 部

山形 押型 文 横 方 向山形 押 型文

にぷ い黄 褐 にぷ い 黄褐 良　 好

3ミリ以 下の灰 白色の粒 、2ミリ以下 の金 色に ⅦIc2
ナ デ ナ デ 光 る粒 、2ミリ以 下の 乳 白色 の粒。 一部 炭 化物

付着

3 6 1 2 7

C－6

深　 鉢 ロ 縁 部

楕 円 押型 文 楕 円押 型文

橙 橙 良　 好

4 ミリ大、及 び2 ミリ以 下 の淡黄 の砂 粒 、1ミリ Ⅶ【C3
ナ デ 消し ケズリ状 ナデ 以 下の 金色 、黒色 の砂 粒。

3 6 1 2 8

C－4

探　 鉢 口縁 部

横 ナデ 横 ナデ

橙 橙 良　 好

3 ミリ大の黄 白色、黒灰 色 の粒 、2ミリ以 下の Ⅷ C3
楕 円 押型 文 へ ラ状 工具 による連続 刺 突文

楕 円押 型 文
黒 色透 明 の鉱物 粒 。

3 6 1 2 9

C－2

深　 鉢 口縁 部

横 ナデ 楕 円押 型 文
橙

にぷ い黄 橙

橙
褐　　　 灰

良　 好

1．5 ミリ以下 の乳 白色、茶色 の砂 粒を含 む。 Ⅷ C3
G －7 楕 円 押型 文

部 分 的にナ デ 消し
ケズリ 1ミリ以下 の黒 色及 び透 明 な鉱物 粒。

3 6 1 3 0

D－5

探　 鉢 口縁 部

横 ナデ

楕 円 押型 文
ナ デ

へ ラ状 工具 による連続 刺 突文
楕 円押 型 文

橙 橙 良　 好

4 ミリ大の 浅黄 色 （半透 明 ）、灰 白の粒。 Ⅷ C3

3 6 1 3 1

C－7

深　 鉢 口縁 部

横 ナ デ

楕 円 押型 文

横 ナデ

へ ラ状 工具 による連続 刺 突文
楕 円押 型 文

黄　　　 橙 橙 良　 好

1．5ミリ以 下の灰 白色の砂 粒。 Ⅷ C3

3 6 1 3 2

G －8

探　 鉢 口縁 部

横 ナ デ

縦 方 向の楕 円押型 文

横 方 向の楕 円押 型 文

ケズリ に ぷ い 橙 に ぷ い 橙 良　 好

2 ミリ以下 の灰 白、金 色、茶色 の砂 粒。 Ⅷ C3

3 6 1 3 3

D －7

深　 鉢 口縁 部

ナ デ 消し 楕 円押 型 文

明　 赤　 褐
明　 赤　 褐

暗　　　 灰
良　 好

1ミリ以下 の金 色、灰 白色 、乳 白色、赤茶 色 Ⅷ C3
D －9 楕 円 押型 文 ナ デ の 砂粒 。

3 6 13 4 深　 鉢 口縁 部

横 ナ デ ヘ ラ状 工 具による連続 刺 突文

明　 黄　 褐 明　　　 褐 良　 好

5 ミリ大の黄 白色の粒 、2ミリ以 下の 黄 白色 、 Ⅷ C3
楕 円押型 文 横 ナデ 橙 色の 砂粒 、2ミリ以 下の透 明な鉱 物 粒。
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表　4　　杉木原遺跡　縄文時代（早期）の遺物観察表（6）

図 面

番 号

遺 物

番 号
出土位 置 器 種 部 位

文　 様　 及　 び　 調　 整 色　　 調
焼 成 胎　　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

36 13 5

H －8

鉢 口縁部

横ナデ 楕円押型文

にぷい赤褐 明　 赤　 褐 良　 好

3．5ミリ大の灰褐色、淡橙の粒、2ミリ以下の ⅧC3
楕円押型文
繊維痕 ・工具痕あり？

横ナデ 赤褐色、褐色の砂粒。

3 6 1 3 6

L－7
L－8 探　 鉢 口縁部

口唇部横ナデ
鋸歯状山形押型文

刺突列点文
横方向山形押型文
横ナデ

にぷい黄 にぷい黄 良　 好

1ミリ以下の半透明、乳 白色、灰色の粒。 ⅧC3

3 6 1 3 7

B －5

深　 鉢 口縁部

ナデ
横方向の楕 円押型文

横方向の楕円押型文

灰　 黄　 褐 灰　 黄　 褐 良　 好

径3ミリ以下の乳白色、白色、無色透明、灰 ⅧC3
全体にスス
付着S142

ケズリ状ナデ 色の砂粒。

3 6 1 3 8
D －6

深　 鉢 口縁部

口唇部横方向の楕円押型文
ナデの下位に斜方向楕円押
型文

粗いナデ

に ぷ い 橙 に ぷ い 褐
灰　 黄　 褐

良　 好

1－2ミリ程度の輝く黄金色、黄 白、半透明
粒。

ⅧC3

3 7 1 3 9
C－11
D －10
D－11

深　 鉢 胴　 部

楕円押型文 斜・横方向ケズリ

暗　 赤　 褐 黒　　　 褐 良　 好

2ミリ以下の乳白色、褐色、金色の砂粒。 Ⅷ

3 7 1 4 0
B－1

探 、 胴　 部

楕 円押型文 ナデ

橙 明　 赤　 褐 良　 好

0．5 ミリ以下の乳白色、半透明色、黒色粒。 Ⅷ

3 7 1 4 1

G－6
H －7
H －8

探　 鉢 胴　 部

横方向山形押型文 横方向ミガキ風のナデ

にぷい黄橙 灰　 黄　 褐褐　　　 灰 良　 好

4．0ミリ以下の灰 白、黒褐色の砂粒、2ミリ以下
の金色に光る砂粒、1．5ミリ以下の軟質な赤
茶色の砂粒。

Ⅷ
薄く黒変

3 7 1 4 2

G－7
H －9 深　 鉢 胴　 部

縦方向楕円押型文 粗いナデ

にぷい赤褐 赤　　　 褐暗　　　 褐 良　 好

1ミリ程度の透明、0，5ミリ以下の黒色の砂
粒。

Ⅷ

3 7 14 3

B－3

深　 鉢 胴　 部

楕 円押型文 ナデ
灰　　　 黄
黄　　　 灰 に ぷ い 橙 良　 好

2－4ミリ程度の白色、1ミリ程度の透明、半透
明色粒。

Ⅷ

3 7 14 4

G －8

探　 鉢 胴　 部

縦方向山形押型文 横ナデ

にぷい黄橙 灰　　　 黄 良　 好

3．5ミリ以下の灰 白、褐色の砂粒 、2．5ミリ以下
の黒くて光る砂粒、1．5ミリ以下の無色透明で
光る砂粒、0．1ミリー1．5ミリの茶色の砂粒。

Ⅷ

一部炭化物
付着

3 7 14 5

K－8

鉢 胴　 部

縦方向の山形押型文 ナデ
明　 黄　 褐
橙
浅　 黄　 橙 良　 好

4ミリ以下の白・灰色・光沢のある黒の粒。 Ⅷ
穿孔あり

3 7 14 6

G －6

深　 鉢 胴　 部

縦方向山形押型文 横ナデ

一部斜方向に指頭 によるナデ 灰　　　 黄 灰　　　 黄 良　 好

0．5ミリー4．5ミリの黒褐色の砂粒、2．5ミリ以下
の灰 白色、黒くて光る砂粒、1ミリ以下の無色
透明で光る砂粒。

Ⅷ

3 7 14 7

D －8
E－7
E－9

深　 鉢 胴　 部

斜方向楕円押型文 ケズリ

明　　　 褐 灰　 黄　 褐 良　 好

2ミリ以下の乳白色、灰色の砂粒。 Ⅷ
黒斑あり

37 14 8

G －9

深　 鉢 胴　 部

斜め方向の楕円押型文
ナデ

ケズリ

明　 黄　 褐 明　 黄　 褐 良　 好

2ミリ以下の灰 白色、黄白色の砂粒。2ミリ以
下の金色鉱物粒。

Ⅷ
一部スス付
着

3 7 1 49

C －3

鉢 胴　 部

縦方向の楕 円押型文 ナデ

にぷい赤褐 にぷい赤褐 良　 好

2ミリ以下の乳 白色、半透明、赤褐色の砂
粒。

Ⅶ【

3 7 1 50
F －5

鉢 胴　 部

縦方向の楕 円押型文 粗いナデ

灰　 黄　 褐 にぷい黄褐 良　 好

2ミリ以下の褐色、乳白色の砂粒、1ミリ以下
の金雲母。

Ⅷ

3 7 1 5 1
B －2
D －2
F－3

深　 鉢 胴　 部

楕円押型文 斜方向ナデ
にぷい黄橙
に ぷ い 橙

にぷい黄橙
灰　 黄　 褐 良　 好

7ミリ大の灰色の粒、4ミリ以下の赤褐色、黒
灰色の砂粒、2ミリ以下の黒、透明の光沢
粒。

Ⅷ

3 7 1 52

H －9

深　 鉢 胴　 部

斜方向の楕円押型文 粗いナデ
に ぷ い 褐
褐　　　 灰 樫 良　 好

1ミリ以下の黄白、半透明、1－2ミリ程度の褐
色、0．5ミリ以下の輝く黄金色の粒。

Ⅷ

一部黒変

38 1 53

F －6

鉢 底　 部

楕円押型文
ナデ

ナデ

橙 に ぷ い 橙 良　 好

2ミリ以下の半透明の砂粒。3ミリ以下の乳白
色、灰色の砂粒、黒色の光沢粒。

Ⅷ

38 1 54

B －6

深　 鉢 底　 部

楕円押型文
横ナデ

粗いナデ
灰　　　 褐
にぷい赤褐

褐　　　 灰
黒　　　 褐

良　 好

0．5ミリ程度の黄白、半透明色、0．5－1ミリ程
度の透明粒。

Ⅷ

3 8 1 5 5

B －5
G －7
G －8

鉢 底　 部

縦方向の楕円押型文
ナデ

ナデ

に ぷ い 褐 にぷい黄橙 良　 好

3ミリ以下の淡橙、灰 白の砂粒。 Ⅶ【
黒変

3 8 1 5 6 鉢 底　 部

楕円押型文
ナデ

ナデ
橙
にぷい黄橙

にぷい黄橙
灰　 黄　 褐

良　 好

3ミリ以下の灰白の砂粒、1ミリ以下の黒色、
半透明の砂粒。

Ⅷ
粘土のつな
ぎあり

3 8 15 7
E－10

深　 鉢 底　 部

楕 円押型文
ナデ

不明

にぷい黄橙 に ぷ い 黄 良　 好

2ミリ以下の乳白色の粒、2ミリ以下の灰 白色
の粒。

Ⅷ

3 8 15 8
E－9

鉢 底　 部

楕円押型文
ナデ

ナデ

橙 橙 良　 好

3ミリ以下の黄褐色の砂粒、2ミリ以下の光る
半透明の黄白色の砂粒。

Ⅷ

3 8 15 9
E－5

襲　 ？底　 部

底部ナデ ナデ

に ぷ い 褐 にぷい黄褐 良　 好

3．2ミリ以下の白色、褐色、赤茶色の砂粒、
1．6ミリ以下の金色の砂粒。

Ⅷ

3 8 16 0
F－6

探　 鉢 底　 部

楕円押型文
ナデ

不明

にぷい黄褐 に ぷ い 褐 良　 好

3ミリ以下の乳白色の粒、2ミリ以下の金色に
光る粒。

Ⅷ

3 8 16 1

C －6
D －7 鉢 底　 部

楕円押型文
ナデ

粗いナデ

暗　 灰　 黄 灰　　　 黄 良　 好

2ミリ以下の淡橙の砂粒、半透明、黒色、金
色の光沢粒。

Ⅷ

3 8 16 2

E－6

探　 鉢 底　 部

楕円押型文
ナデ

ナデ

に ぷ い 橙 にぷい黄橙 良　 好

2ミリ以下の乳 白色の砂粒。 ⅦI
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表　4　　杉木原遺跡　縄文時代（早期）の遺物観察表（7）

図 面

番 号

遺 物

番 号
出 土 位 置 器 種 部 位

文　 様　 及　 び　 調　 整 色　　 調
焼 成 胎　　　　 土

J＿

備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

3 8 1 6 3

E －6
F －6 鉢 底　 部

楕 円押 型 文

丁 寧な ナデ

ナ デ

にぷ い黄 橙
灰　 黄　 褐
暗　 灰　 黄

良　 好

2ミリ以 下の 半透 明 、淡 橙の 砂粒 。黒 、金 色の

光沢粒 。

↓汀hhL

ⅦI

3 8 1 6 4

E －3

K －7 深　 鉢 底　 部

横 方 向楕 円押 型 文

ナ デ

ナ デ
にぷ い 黄橙

橙

黒　　　 褐

にぷ い黄 橙
良　 好

1ミリ以 下の 乳 白色 、黒 色 の微細 粒。 Ⅷ

3 8 1 6 5

F－1 1

深　 鉢
′

底　 部

斜 ・横 方 向の 山形 押 型文
ナデ

横 ナデ

にぷ い黄橙 にぷ い黄 橙 良　 好

1ミリ以 下 黒色 透 明砂粒 、1ミリ以下 軟 質茶 色

砂粒 、2ミリ以 下 黒くて光る砂粒 、0．5ミリー 2．5

ミリ茶 色 砂粒 、6ミリ以 下灰 白色砂 粒 。

Ⅷ

3 8 1 6 6

D －6

深　 鉢 底　 部

刺 突文
横 方向 の沈線 文

ナデ

にぷ い黄 橙 浅　　　 黄 良　 好

3ミリ以 下の灰 白色の粒 、3ミリ以 下の黒 色 の

粒。

Ⅷ

一 部 スス付
着

3 8 1 6 7

卜9

深　 鉢 底　 部

楕 円押 型 文
ナ デ

ナデ

にぷ い黄 橙 にぷ い 黄橙 良　 好

1－2ミリ程 度の 黄 白、黄金 色 、2－3ミリ程 度

の灰 色 、半 透 明の砂 粒。

Ⅷ

3 8 1 6 8

D －5

深　 鉢 底　 部

山形押 型 文 ナデ
にぷ い黄 橙
浅　　　 黄

浅　　　 黄

黄　　　 灰
良　 好

1ミリ以 下の灰 白、黒 色粒 。

⊥

ⅦI
粘 土の継 ぎ

目あ り

3 9 1 6 9

G－5
K －9 一士宝E 口縁 部

口唇 部ナ デ下 位 にナデ 上 に

沈 線 文

横 ナデ

に ぷい 黄橙 に ぷ い 橙 良　 好

2ミリ以 下の 光る黒色 粒 、白色 の粒。

」＿

Ⅸ類

3 9 1 7 0

卜9

壷 口縁 部

口唇 部 丁寧 なナ デ 下位 ナデ
上 に沈線 文

丁 寧 なナデ

橙 橙 良　 好

1ミリ以 下 の光 る黒 色粒 。 Ⅸ 類

3 9 1 7 1

E－8

深　 鉢 口縁 部

口唇 部 ナデ 下位 に沈 線文 横 ナ デ

橙 に ぷ い 橙 良　 好

黒色 、灰 色、褐色 、乳 白色0．5ミリ以 下砂粒 と

柱状 の黒 色 光沢 粒 、ガラス質 の透 明光 沢粒
及 び1．5ミリー2ミリ大 の赤 茶色 の砂 粒。

11＿

Ⅸ 類

3 9 1 7 2

B－4

深　 鉢 口縁 部

口唇 部 へら状 工 具 による羽 状 押圧
横 ナ デ に ぷ い 橙

にぷ い黄 樫
に ぷ い 橙 良　 好

微細 － 1．8ミリのガフス様 に光 る砂 粒 、0．2ミ．リ Ⅸ類

C －4
C －5　K－7

の刻 み下 位横 ナデ 上 部 に横

方 向に浅 い沈 線 文
－2．3ミリの砂 粒。

．1＿

3 9 1 7 3

D －9

深　 鉢 ロ縁 部

口唇 部 へ ラ状 工 具 に よる羽
状 の刻 み下 位横 ナ デそ の下

位 に沈線 文

横 ナ デ

にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙 良　 好

2ミリ以下 のカフス質 の粒 、2ミリ以 下の 柱状 黒

色 光沢 粒。

Ⅸ類
波状 口縁

3 9 1 7 4

C －4

探　 鉢 口 縁 部

口唇部 へラ状 工 具 による羽 状 横 ナ デ

に ぷ い
に ぷ い 橙
灰　　　 褐

良　 好

微細 － 1．0ミリのガラス様 の光 る砂 粒 、0．2ミリ 堅類

C －5 の刻 み 下位横 ナ デ上 部 に横
方 向の 浅い沈 線 文

－2．0ミリの灰 白色 の砂 粒。 波状 口縁

3 9 1 7 5 深　 鉢 口 縁 部

へ ラ状 工 具による羽状 の刻 み

横 ナデ

丁寧 なナデ

にぷ い黄 橙 にぷ い 黄橙 良　 好

5ミリ大の 黒色 の光 る砂 粒 、1．5ミリ以 下 の灰

白、淡 黄 色、黒 くて光 る砂 粒。

Ⅸ類
継ぎ 目あり

3 9 1 7 6

A －1

C －6
D －1 H －7

深　 鉢 口 縁 部

口唇部 羽 状の刻 み ・口縁 部横

方 向の 浅い 沈線 文そ の下位

に一部 縦方 向 の網 目状 撚糸
文

横ナ デ
にぷ い 黄橙

灰　　　 黄

に ぷい 黄橙

灰　　　 黄
良　 好

2．5ミリ以 下 の軟質 な淡 黄 色の砂 粒 、1ミリ以

下 の黒 くて 光る、無 色透 明 で光 る砂 粒。

Ⅸ類

3 9 1 7 7

A －1

深　 鉢 口縁 部

口唇 部斜 方 向の 浅い刻 み 下

位
横 ナ デその 下位 に横 方 向の

沈線

丁 寧なナ デ

に ぷ い 樫 に ぷ い 橙 良　 好

1ミリ以 下の 淡黄 色 、黒 くて 光る、無 色透 明 で

光る砂 粒 。

Ⅸ 類

3 9 1 7 8

A－3
B－3 深　 鉢 ロ縁 部

口唇 部押 圧 刻み 下位 に撚 糸
文

その下 位 に横方 向 沈線 文

ナ デ

橙 橙 良　 好

5ミリ以 下 の灰黄 色 の粒 、2ミリ以 下 の柱状 黒

色 光沢粒 。

Ⅸ類

3 9 1 7 9

D －7

深　 鉢 ロ縁 部

口唇部 羽状 の押 圧刻 み ・口縁
部縦 方 向 に撚 糸 文 下位 に棒

状 工具 による深 い沈線 文

横ナ デ

橙 橙 良　 好

3ミリ以 下の灰 白色 の粒 、3ミリ以 下 の黒 色の

粒 、2ミリ以 下の柱 状 黒色 光 沢粒 。

Ⅸ類

中央 にスス
付 着

39 1 8 0

D －8

深　 鉢 胴　 部

縦 ナデ
縦 方 向の網 目状 撚 糸文
横 方 向の沈 線 文

横ナ デ

にぷ い黄 橙 橙 良　 好

2ミリ以 下の柱 状 黒色 光 沢粒 、2ミリ以 下 のガ

ラス質 の粒。
Ⅸ類

3 9 1 8 1

D －4

探　 鉢 胴　 部

網 目状 撚 糸文 ・ナデ

棒 状 工具 による浅 い沈線

部 分 的にナ デ 消し

斜 方向 ナデ

にぷ い黄 橙 にぷい 黄橙 良　 好

0．1ミリー1．2ミリの 灰 白色 の砂粒 。 Ⅸ 類 ・ね ず

み のかじり
痕 スス付 着

4 0 1 8 2

D －4
D －6

H －5
鉢 胴　 部

撚 糸 文
横 方 向の沈 線 文

縦 方 向の網 目状撚 糸 文

斜 方 向のナ デ

にぷ い 黄 浅　　　 黄 良　 好

1ミリ以 下の 白 、黒 の砂粒 。 Ⅸ 類

4 0 1 8 3

H －10

深　 鉢 胴　 部

横 方 向の沈 線 ・横 ナ デ

縦方 向の 帯状 の網 目状 撚 糸

文

横 ナデ

に ぷ い 橙
にぷ い黄 橙
橙

良　 好

0．1ミリー0．8ミリの灰 白色 の砂粒 、微 細－ 2．2ミ

リのガラス質 の砂 粒。

Ⅸ 類

一 部スス付
着

4 0 1 8 4

C－4

深　 鉢 胴　 部

縦ナ デ

縦方 向 の網 目状撚 糸 文
浅い 沈線 文

ナ デ

橙 橙 良　 好

2ミリ以 下 の柱状 黒 色光 沢粒 、2ミリ以下 のガ

ラス質の粒 。

Ⅸ 類

4 0 1 8 5

B－1

B－4 深　 鉢 胴　 部

ナデ

縦 方向 の連続 撚 糸文
横 方向 の沈線 文

ナデ
にぷ い黄

に ぷ い 樫

にぷ い黄 橙

に ぷ い 橙
良　 好

0．1ミリー 2．8ミリの灰 白 色の砂 粒 、0．3ミリー0．9

ミリのガラス質 の砂粒 。

Ⅸ類

4 0 1 8 6

A －1

深　 鉢 口 縁 部

縦 ・横 規則 的 に並ん だ突起 物 斜方 向 のケズリ

に ぷ い 黄
オ リー ブ 黒

にぷ い 黄橙
’良　 好

1．5ミリ以 下 の淡 黄色 の砂 粒 、2ミリ以 下の 淡黄 Ⅹ

F－4 を有す るもので斜 方 向に回 転

させ た文様

横ナ デ 色 でガラス質 の砂粒 、1ミリ以 下の赤 茶 色、金

色 に光 る黒 い砂粒 。

40 1 8 7

C －6
G －7 深　 鉢 口 縁 部

口唇部 押圧 刻 み下 位 横ナ デ 刻 み
ナデ 橙 にぷい 黄橙 良　 好

2ミリ以 下 のガラス質の 粒 、1ミリ以 下の 黒色 光

沢 の粒 。

Ⅹ

4 0 1 8 8

F －6

探　 鉢 口縁 部

口唇 部横 方 向刻 み文 下位 ナ

＿．＿．やフ‾

縦 方 向刻 み文
ナ デ に ぷい 黄

にぷ い黄 橙
橙

良　 好

1ミリ以下 の乳 白色 の粒 。 Ⅹ

4 0 1 8 9

B－l
C －2 鉢 口縁 部

口唇 部 工具 による連続 刺 突文 粗 い横 ナデ

にぷ い黄樟 にぷ い黄 橙 良　 女

2ミリ以 下の 乳 白色 の砂粒 。1．5ミリ以 下 の金

子雲母 0

．

Ⅹ

4 0 1 9 0

B－6
K －7 深　 鉢 口縁 部

口唇 部 丁寧 なナデ 下位 に 条

痕文 その 上に 竹 管状 工 具の
連続 刺 突文

横 ナ デ

浅　　　 黄 に ぷ い 黄 良　 女

1ミリ以 下の光 る粒 、1ミリ以 下の灰 白色の砂

子粒0

Ⅹ
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表　4　杉木原遺跡　縄文時代（早期）の遺物観察表（8）
図 面

番 号

遺 物

番 号
出土位置 器 種 部 位

文　 様　 及　 び　 調　 整 色　　 調
焼 成 胎　　　　 土 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

4 0 19 1

D －6

深　 鉢 口縁 部

ナテ ロ縁上部に爪で押したよ
うな跡あり

ナデ

明　 灰　 黄 橙 良　 好

1ミリ以下の柱状黒色光沢の粒。 Ⅹ

4 0 19 2

D －5

探　 鉢 口縁部

口唇部横ナデ下位 に縦方向 横方向の粗いへラミガキ
橙

にぷい黄橙

橙

灰　　　 黄
良　 好

1．5ミリ以下の褐色の砂粒、1ミリ以下の無色透 Ⅹ
の撚糸文 斜方向の粗いヘラミガキ 明で光る砂粒。

4 0 1 9 3

L－8

探　 鉢 口縁部
口唇部横ナデ下位横方向の 横ナデ

にぷ い 橙 暗　 灰　 黄 良　 好

1ミリ以下の褐色粒、白色粒、黒色粒、1．5ミリ Ⅹ
へラミガキ 横方向のケズリ状ナデ 以下の金色、光沢粒と磨りガラス様の粒。 一部スス付

着

4 0 1 9 4

H －7

深　 鉢 口縁部

ナデ 櫛状工具による横方向の条
痕文ナデ 浅　　　 黄 浅　 黄　 橙 良　 好

2ミリ以下のガラス質の粒。 Ⅹ

4 0 1 9 5 深　 鉢 胴　 部

櫛状工具によるナデ
斜方向の連続刺突文

横ナデ

にぷい黄橙 灰　　　 黄 良　 好

0．5ミリー 1．1ミリの灰 白色の砂粒、微細－0．8ミリ

の黒灰色の砂粒。
Ⅹ

40 1 9 6

K －7

鉢 胴　 部

櫛状工具による縦方向条痕文
沈線文

横ナデ

に ぷ い 橙 にぷい黄橙 良　 好

2ミリ以下の白色の粒。 Ⅹ

4 0 1 9 7

H －11

深　 鉢 胴　 部

ナデ

横方向の貝殻腹縁刺突文

ナデ

にぷい黄橙 にぷい黄橙 良　 好

微細－2．8ミリの灰白色の砂粒、微細－ 0．8ミリ

の黒色に光る砂粒。
Ⅹ

4 1 19 8

F－7

探　 鉢 底　 部

ナデ ナデ（黒斑あり）

明　 黄　 褐 灰 良　 好

2ミリ以下の乳白色の粒、3ミリ以下の黒色の
粒、2ミリ以下のガラス質の粒。

一部スス付
着

黒蝕あり

4 1 19 9

E－10

探　 鉢 底　 部
丁寧なナデ 丁寧なナデ

に ぷ い 橙 にぷい黄橙 良　 好

3ミリ以下の乳 白色の砂粒。

4 1 2 0 0

E－9

探　 鉢 底　 部

縦方向の丁寧なナデかミガキ 粗いナデ
にぷい黄橙
褐　　　 灰

暗　 灰　 黄 良　 好

1ミリ以下灰 白色砂粒、3ミリー 1ミリガラス質粒、
3．5ミリ以下黒褐色粒、3．5ミリ以下赤灰色粒、

1．5ミリ以下長方形の黒く光る粒。

4 1 2 0 1

I－9

探　 鉢 底　 部
丁寧なナデ ナデ

に ぷ い 橙 橙 良　 好

1ミリ以下の灰 白色の粒、1ミリ以下のガラス状

の粒、0．5ミリ以下の金色に光る粒。

4 1 2 0 2
F－6

深　 鉢 底　 部
ナデ 丁寧なナデ

淡　　　 黄
褐　　　 灰

灰　　　 黄 良　 好

1ミリ以下のガラス状の粒、1ミリ以下の灰 白
色、黒い粒。

4 1 2 0 3

ト8

深　 鉢 底　 部

ナデ ナデ

に ぷ い 橙 褐　　　 灰 良　 好

0．5ミリ以下の灰 白の粒。

4 1 2 0 4

L－9

深　 鉢 底　 部

へラナデ ナデ

にぷい黄橙 にぷい黄橙 良　 好

3ミリ以下の白色、褐色、赤茶色、光る黒色、
褐色の砂粒。

一部にスス
付着

4 1 2 0 5
F－7

深　 鉢 底　 部
不明 不明

橙 暗　 黄　 褐 良　 好

2．5ミリ以下の褐色、生成色の砂粒、1．5ミリ以

下の黒色、光る無色の砂粒。

4 1 2 0 6

F－9

探　 鉢 底　 部

指頭によるナデか ？ 不明
灰　 黄　 褐

黄　　　 灰
に ぷ い 褐
暗　 灰　 黄

良　 好

2．5ミリ以下のガラス質で灰 白色、金色に光る
砂粒、2ミリ以下の淡黄色の砂粒。

ぎ日あり

4 1 2 0 7

C－7

鉢 底　 部

ナデ ナデ

浅　　　 黄 淡　　　 黄 良　 好

1ミリ以下の白色の粒。 一部スス付
着

4 1 2 08
D －5

深　 鉢 底　 部
ナテ
斜方向の条痕あり

ナデ

浅　 黄　 橙 にぷい黄橙 良　 好

2ミリ以下の灰 白色の粒、1．5ミリの黒褐色の

粒。

4 1 20 9
E －10

鉢 底　 部
ナデ・指押さぇ痕あり ナデ

に ぷ い 橙 橙 良　 好

5ミリ以下の灰色、白色、黒色の粒。

4 1 2 10

J－7

鉢 胴 底部

ナデ・指押さえ痕あり ナデ・指押さえ痕あり

に ぷ い 黄 に ぷ い 黄 良　 好

3ミリ以下の白色の粒。

註土器の色調については、標準土色帳によるが色相明度／彩度については省略した。
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一

があり、その下位に縦方向に楕円押型文が施文されている。内面は無文である。70は外面に横方

向の山形押型文を施文し、内面は無文で一部斜方向の指頭によるナデが見られる。71は外面は縦

方向、内面端部に横方向の粗大で密な楕円押型文が施文されている。72は外面・内面とも楕円押

型文で、外面上部に無文帯がある。口唇部にも横方向の楕円押型文がある。73は内面が無文の楕

円押型文土器で風化が激しい。

V…b類

口緑部が外反し内面の施文帯の下部はナデ調整の土器。口縁部内面上部の文様の特色よりⅡbl

・Ⅱb2の2類に分けた。

V…bl類（第32図－74～80）

口線内両端部に原体条痕（平行沈線文）があるものをいう。口縁外面端部に幅の狭い無文帯があ

るもの（74・75・76・78・79・80）が多い。また、押型文土器では珍しい波状口縁の

土器がある（75・76）。おそらく器形の特色から（74）も同じといえる。口唇部は舌状のも

のが多く（75・78・79・80）、器壁もうすい。内面の原体条痕は、口緑内面端部に縦に同

じ太さの原体で1列施文しているもの（74・75・76）、口唇部内両端部から口線内両端部に

かけて2列原体を施文しているもの（78・79・80）、太さの違う原体で口線内両端部に平行

押型文を施文しているもの（77）がある。また、（78・79・80）は原体条痕の下部は無文

であり、それ以外は横方向の押型文が施文されている。

V…b2類（第33図－81～99）（第34　図－100～106）

口線内両端部に原体条痕（平行沈線文）がないものをいう。外面が縦方向の押型文で、内面は口

縁端部に幅の狭い横方向の押型文が施文されているタイプ（81～89）、外面が斜方向の押型文

で、内面は口緑端部に幅の狭い横方向の押型文が施文されているタイプ（90～92）、外面が斜

方向の押型文で、内面は口縁端部に幅の広い横方向の押型文が施文されているタイプ（93～99

）、口唇部がナデで穿孔のあるタイプ（100）、外面が無文のタイプ（101～103）、外面・

内面とも横方向の押型文のタイプ（104・105）、外面が横方向の押型文、内面が無文のタイ

プ（106）がある。口唇部は100・106がナデの他は横方向の押型文が施文されている○ま

た、83は口径18cmの深鉢で波状口縁である。

V…C類

この遺跡の押型文土器のなかで注目すべき土器群である。口緑部が外反し、口線内両端部の施文

帯と無文帯の境がケズリによって稜をなすものをいう。施文の特徴からⅧcl・ⅧC2・ⅧC3の

3つに分類した。

V…cl類（第34図－107～110）

口唇部に刻みや押庄文のあるタイプ。外面は縦方向の楕円押型文、内面は横方向の楕円押型文で

口唇部に縦方向の原体条痕（平行沈線文）があるタイプ（107）、外面は縦方向の山形押型文、

内面は横方向の山形押型文、口唇部に斜方向の押圧文があるタイプ（108～110）がある。

V…C2類（第34図－111～112）（第35図－113～126）

外面・内面に押型文が施文され、口唇部は平緑で外傾し厚みのあるタイプ（111～120）、
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口唇部が舌状になっているタイプ（121～126）がある。

V…C3類（第36図－127～138）

外面の押型文の施文が帯状に鋸歯状・斜方向・横方向に施文されており（127～136）、口

線内両端部にヘラ状工具による刺突文（128・130・131・134）があるタイプのものが

ある。また、137は、波状口縁で外面の風化が激しく文様が明確でないが、特殊なタイプという

ことでこの類に入れた。138も同様でくの字形口緑の特徴でこの類に入れたo

V…類胴部（第37図－139～152）

V…頬底部（第38図－153～168）

（168）は潰れたような歪な形の丸底であり、それ以外はすべて平底である。

IX類（第39図－169～181）（第40図－182～185）

器形は円筒形の胴部のうえに「く」の字状に口縁部が外反する。口唇部にはヘラ状工具による斜

方向や羽状の刻みがある。口縁部・胴部に横方向の浅い沈線文が巡らされ、縦方向の網目状撚糸文

や撚糸文が施文されている（172～185）。また、壷形土器もあり（169～171）口緑部

に横方向沈線や横方向沈線と半円つなぎ文が巡らされているo

X類（第40図－186～197）

これまでに分類したもの以外に時期や類別の判別が困難なものをこの類に集めた。186は口縁

部が外反し肥厚化している。外面・内面端部・口唇部に縦・横規則的に並んだ突起物を有する工具

で斜方向に回転施文したものである。187は口緑部が外反し口唇部は外傾し、やや深い押庄刻み

があり口線内面上端にヘラ状工具による不揃いの横方向の刺突文がある。外面は、横ナデの無文で

ある。188は口縁部が外反し口唇部は外傾し横方向の刻みがあり、口線内面上端に原体条痕（平

行沈線文）が二列巡らされている。外面は無文でナデ調整である。189は円筒形の無文土器であ

るが、口唇部は外傾し工具による連続刺突文がある。調整が粗雑で口唇外面端部がところどころせ

りだしている。190は器形が円筒形で口緑上部は肥厚化している。外面には条痕文が施文され口

縁上部に竹管状工具による連続刺突文がある。内面は横ナデである。191は無文土器である。口

唇外面端部の下位に爪で押圧した跡がある0192は円筒形の撚糸文系土器である。口縁外面端部

に幅の狭い無文帯がある。193は無文土器である○外面は横方向のヘラ磨きである。194は円

筒形の土器で波状口縁である。口縁部上端が肥厚している○口唇部から口縁部内面上端にかけて櫛

歯状工具による横方向の条痕文がある。外面は無文である0195は外面に櫛歯状工具による斜方

向の連続刺突文がある。196は外面に櫛歯状工具による縦方向の条痕文の後に横方向の沈線文を

施文している。197は外面に貝殻腹緑でロッキングしながら刺突文を施文している。

底部（第41図－198～210）

（205）は上げ底である。それ以外は平底である○（209・210）には指頭痕がある。（2

10）はミニチュア土器である。

石器

杉木原遺跡での早期の石器の総数は630点を数える。内訳は石鉄が120点・スクレイパーが

32点・磨石79点・タタキ石43点・凹石2点・石皿8点・縦長剥片13点・剥片等（チップも
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含む。）が333点ほど出土している。出土層位は、Ⅳ層からⅤ層上部である。また、この層と同

じ層から集石遺構42基を検出しており、本遺跡の主要包含層でもある。この集石遺構の時期差に

ついては、集石遺構内の遺物が乏しく層的に同じ層で検出されたので、特定できなかった。

石鋲（第44～46図）

杉木原遺跡から出土した石鉄の総数は120点である。石器組成に占める割合は19％である。

ここでは形態等を考慮し、4類に分類した。

l－a類（1～5）

二等辺三角形を呈する平基のものである。資料数は、12点でそのうち5点を実測している。形

状では、2～5のように左右対称をなすものと、1のように左右対称をなさずやや右上がりに作り

だされたものとがある。

I－b類（6～12）

仝体形が二等辺三角形を呈する浅い決りの凹基のものである。資料数は19点でそのうち7点を

実測している。形状では、最大幅が石器の基部にあるもの（6～11）とやや基部の上にあるもの

がある。（12）

l－C類（13～21）

仝体形が二等辺三角形を呈するU字状の挟りの凹基である。資料数は18点でそのうち9点を実

測している。形状では基部末端が平坦のもの（14・15・16・17）基部末端がやや尖るもの

（18）基部末端が丸みを持つもの（13・19～21）などがある。

l－d類（22～23）

全体形が二等辺三角形を呈するⅤ字状の決りをもつ凹基である。資料数は2点である。

形状は、22は全体的に小さくⅤ字状に決りを施して基部を作り出している。23は22よりも決

りがやや深い。

Il－a類（24～27）

仝体形が正三角形を呈する平基のものである。資料数は14点でそのうち4点を実測している。

形状は両側縁とも直線的に作り出されているが急速にすぼまる形でつくりだされている。また、2

5・26は、先端部が欠損している。

Il－b類（28）

仝体形が正三角形を呈する浅い決りの凹基である。資料数は、5点でそのうち1点を実測した。

形状は基部の先端が丸みを持っている。

Il－C類（29～35）

仝体形が正三角形を呈するU字状に決りをもつ凹基である。資料数は、12点でそのうち7点を

実測している。形状は、基部末端が平坦なもの（29・30）・基部末端が丸みをもつもの（31

～35）などがある。

II－d類（36～37）

全体形が正三角形を呈するⅤ字状に決りを持つ凹基である。資料数は、2点である。

形状は36・37の基部末端が平坦である。
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第42図　　杉木原遺跡　縄文石鍍分布図（1／400）
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＝類一異形鋲に属するもの。（38～39）

仝体形が1・2類に分類した二等辺三角形や正三角形を呈さない、異形のものである。38は、

最大幅が中央にあるもので基部末端が尖っている。39は、基部先端が外半しているのが特徴であ

る。資料数は2点である。

IV類一未製品に属するもの（40～47）

未製品を一括してⅣ類とした。資料数は、34点である。そのうち8点を実測した。

スクレイパー（第47図48～61）

早期のスクレイパーは、全部で32点検出している。そのうち14点ほど実測した。その石器組

成に占める割合は5％であった。ここでは、形態等を考慮し三類に分類した。

I類一剥片の側線に、縁辺が長さの二分の一以上に連続的な調整によって刃部を作り出したも

の。（48～55）総数19
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表　5　　杉木原遺跡　縄文石器計測表（1）

図面 番 号 遺 物 番 号 出 土 位 置 器　　　 種 最大長 （c m ） 最 大幅 （c m ） 最 大厚 （c m ） 重量 ・（g ） 石　　　 材 備　　 考

4 4 1 G － 6 石 鉄 2 ．6 0 5 1 ．7 9 6 0 ．2 8 6 0 ．8 頁　 岩 I － a

4 4 2 D －3 石 鉄 1 ．9 0 4 1 ．5 9 9 0 ．4 5 4 0 ．9 黒　 曜　 石 I － a

4 4 3 H － 6 石 鉄 2 4 ．3 0 0 1 9 ．5 5 0 5 ．9 0 0 1 ．9 頁　 岩 I － a

4 4 4 G － 6 石 鉄 2 ．0 5 6 1 ．3 8 6 5 ．3 0 0 1 ．3 頁　 岩 I － a

4 4 5 C － 2 石 鉄 2 ．6 8 2 1 ．5 0 8 0 ．4 6 2 1 ．9 チ　 ャ　 ー　 ト I － a

4 4 6 H － 7 石 鉄 1 ．4 2 4 1 ．1 3 6 0 ．2 7 5 0 ．3 黒　 曜　 石 I － b

4 4 7 L － 8 石 鉄 2 ．1 0 1 1 ．5 2 5 5 ．3 0 0 1 ．3 頁　 岩 I － b

4 4 8 G － 7 石 鉄 1 ．1 5 0 1 ．4 7 4 0 ．2 8 2 0 ．4 黒　 曜　 石 I － b

4 4 9 K － 8 石 鉄 2 ．3 9 3 1 ．8 0 0 0 ．6 2 4 2 ．1 チ　 ャ　 ー　 ト I － b

4 4 1 0 C － 2 石 鉄 2 ．4 2 4 1 ．6 5 8 0 ．4 4 2 1 ．1 頁　 岩 I － b

4 4 1 1 G － 7 局 部 磨 製石鉄 4 ．0 2 0 1 ．9 4 0 0 ．4 7 0 2 ．8 頁　 岩 I － b

4 4 1 2 F － 9 石 鉄 4 ．2 9 4 1 ．8 2 8 0 ．4 5 2 2 ．5 頁　 岩 I － b

4 4 1 3 G － 8 石 鍍 2 ．4 1 5 1 ．8 5 3 0 ．4 6 9 1 ．1 黒　 曜　 石 I － C

4 4 14 D － 4 石 鉄 2 ．4 0 4 1 ．3 2 2 0 ．5 7 3 1 ．4 頁　 岩 I － C

4 4 1 5 E － 3 石 鉄 1．5 0 8 1 ．6 2 3 0 ．3 4 8 0 ．5 黒　 曜　 石 I － C

4 4 1 6 H － 5 石 鉄 1．9 5 0 1 ．2 5 0 0 ．3 5 0 0 ．7 チ　 ャ　 ー　 ト I － C

4 4 1 7 G － 7 石 鉄 2 ．7 9 3 1 ．1 7 8 0 ．4 0 9 0 ．9 チ ・ヤ　 ー　 ト I － C

4 4 1 8 H － 8 石 鉄 2 ．4 7 8 1 ．7 4 6 0 ．3 3 1 0 ．8 黒　 曜　 石 I － C

4 5 1 9 G － 6 石 鉄 2 ．1 7 6 2 ．2 4 6 0 ．4 5 5 1 ．7 チ　 ャ　 ー　 ト I － C

4 5 2 0 E －1 1 石 鉄 2 ．2 0 9 1 ．2 3 4 0 ．4 0 6 1 ．4 チ　 ャ　 ー　 ト I － C

4 5 2 1 J －1 0 石 鉄 2 ．2 0 8 1 ．3 8 5 0 ．4 3 1 0 ．8 チ　 ャ　 ー　 ト I － C

4 5 2 ？ G － 8 石 鉄 2．4 3 5 1 ．6 5 8 0 ．4 4 2 1 ．1 頁　 岩 I － d

4 5 2 3 I － 7 石 鉄 2 ．6 3 7 1 ．3 1 5 0 ．3 4 3 0 ．8 黒　 曜　 石 I － d

4 5 2 4 一 括 石 鉄 1 ．3 9 1 1 ．1 2 0 0 ．2 2 8 0 ．2 黒　 曜　 石 Ⅱ － a

4 5 2 5 C － 2 石 鉄 1 ．8 9 3 1 ．8 6 9 0 ．2 6 4 0 ．6 黒　 曜　 石 Ⅱ － a

4 5 2 6 D － 3 石 鉄 1 ．2 8 1 1 ．2 9 0 0 ．5 0 1 0 ．5 頁　 岩 Ⅱ － a

4 5 2 7 G － 5 石 鉄 1．4 2 4 1 ．7 8 9 0 ．4 8 5 0 ．8 頁　 岩 Ⅱ － a

4 5 2 8 J － 8 石 鉄 2 ．1 8 1 2 ．2 7 4 0 ．4 4 2 2 ．2 頁　 若 Ⅱ－ b

4 5 2 9 B － 2 石 鉄 1．4 0 0 1 ．6 0 0 0 ．2 0 0 0 ．4 黒　 曜　 石 Ⅱ－ C

4 5 3 0 D － 6 石 鉄 1．5 0 2 1 ．5 1 9 0 ．3 1 8 0 ．5 頁　 岩 Ⅱ－ C

4 5 3 1 E － 5 石 鉄 1．0 1 0 1 ．3 3 2 0 ．2 2 4 0 ．2 頁　 岩 Ⅱ－ C

4 5 3 2 F －1 1 石 鉄 1．7 1 2 1 ．3 5 2 0 ．3 0 3 0 ．4 黒　 曜　 石 Ⅱ－ C

4 5 3 3 L － 7 石 鉄 1．8 5 6 1 ．7 7 3 0 ．3 5 4 0 ．6 黒　 曜　 石 Ⅱ－ C

4 5 3 4 I － 9 石 鉄 1．4 2 2 1 ．2 3 4 0 ．4 2 4 0 ．4 黒　 曜　 石 Ⅱ－ C

4 5 3 5 F － 6 石 鉄 1．3 2 0 1 ．4 0 5 0 ．4 2 4 0 ．4 黒　 曜　 石 Ⅲ－ C

4 6 3 6 E － 5 石 鉄 1．6 0 8 ， 1 ．7 3 4 0 ．3 4 1 0 ．6 黒　 曜　 石 Ⅱ－ d

4 6 3 7 C － 9 石 鉄 1．3 8 8 1 ．7 5 5 0 ．3 5 1 0 ．5 黒　 曜　 石 Ⅱ－ d

4 6 3 8 G － 6 石 鉄 1．9 8 0 1 ．5 2 8 0 ．3 6 5 0 ．9 チ　 ャ　 ー　 ト Ⅲ

4 6 3 9 D － 3 石 鉄 1．3 7 7 1 ．7 6 5 0 ．3 6 2 0 ．4 黒　 曜　 石 Ⅲ

4 6 4 0 G － 6 石 鉄 1．5 4 4 1 ．0 1 1 0 ．4 5 5 0 ．6 黒　 曜　 石 Ⅳ

4 6 4 1 F －1 0 石 鉄 2 ．0 8 2 1 ．8 3 4 0 ．6 2 0 2 ．1 黒　 曜　 石 Ⅳ

4 6 4 2 H － 7 石 鉄 2 ．8 8 9 2 ．2 8 8 0 ．8 1 8 5 ．5 頁　 岩 Ⅳ

4 6 4 3 F － 8 石 鉄 2 ，3 2 3 1 ．8 2 5 0 ．3 6 1 1 ．5 頁　 岩 Ⅳ

4 6 4 4 B － 1 石 鉄 1・甲7 5 1 ．7 4 8 0 ．3 7 4 1 ．0 チ　 ャ　 ー　 ト Ⅳ

4 6 4 5 F － 5 石 鉄 2 ．・8 4 0 3 ．4 0 0 ・ 0 ．7 4 4 7 ．4 頁　 岩 Ⅳ

4 6 4 6 A － 1 石 鉄 3 ．6 8 5 2 ．4 4 9 0 ．6 0 0 4 ．6 頁　 岩 Ⅳ

4 6 4 7 F － 5 石 鍍 3 ．1 2 8 2 ．3 1 2 ．　 0 ．5 7 7 4 ．0 頁　 岩 Ⅳ

4 7 4 8 A － 2 ス ク レ イパ ー 4 ．6 9 8 5 ．4 0 5 1 ．0 5 2 1 4 ．8 頁　 若 I

4 7 4 9 F － 9 ス ク レ イパ ー 5 ．5 0 0 6 ．3 0 0 2 ．0 0 0 6 7 ．8 頁　 岩 I
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表　5　　杉木原遺跡　縄文石器計測表（2）

図面 番 号 遺 物 番 号 出土 位 置 器　　　 種 最大長 （c m ） 最大幅 （c m ） 最大厚 （c m ） 重量 （g ） 石　　　 材 備　　 考

4 7 5 0 E －1 0 ス クレイパ ー 4 ．5 0 0 3 ．2 0 0 1．1 0 0 1 8 ．2 頁　 岩 I

4 7 5 1 B － 2 ス クレイパ ー 4 ．4 4 6 2 ．4 3 8 0 ．8 2 1 1 0 ．4 珪　 質　 岩 I

4 7 5 2 K － 8 ス クレイパ ー 2 ．4 0 0 3．2 0 0 1．1 0 0 8 ．1 流　 紋　 岩 I

4 7 5 3 E ェ1 0 ス クレイパー 6 ．4 0 0 5 ．3 0 0 1．4 0 0 4 6 ．3 頁　 岩 I

4 7 5 4 H － 7 ス クレイパー 3 ．3 0 6 3 ．5 5 5 1 ．2 9 5 2 0 ．7 頁　 岩 I

4 7 5 5 J － 7 ス クレイパー 4 ．3 0 0 3 ．5 0 0 0 ．8 0 0 9 ．9 頁　 岩 I

4 7 5 6 J － 8 ス ク レイパ ー 6 ．5 0 0 4 ．2 0 0 1 ．5 0 0 5 4 ．0 頁　 岩 Ⅱ

4 7 5 7 C － 6 ス ク レイパ ー 4 ．1 6 0 3 ．9 3 3 1 ．1 7 4 1 4 ．0 頁　 岩 Ⅱ

4 7 5 8 G － 7 スク レイパ ー 5 ．2 0 0 1．2 0 0 3 ．4 0 0 1 5．2 頁　 岩 Ⅱ

4 7 5 9 E － 9 スク レイパ ー 4 ．4 0 0 3 ．8 0 0 1．3 0 0 3 0 ．2 頁　 岩 Ⅱ

4 7 6 0 G － 7 ス クレイパ ー 4 ．0 0 0 3 ．8 0 0 0 ．6 0 0 1 5 ．4 頁　 岩 Ⅱ

4 7 6 1 J－ 7 ス クレイパー 6．4 0 0 7．0 0 0 2 ．0 0 0 1 2 8 ．6 砂　 岩 Ⅲ

4 7 6 2 G － 7 縦 長 剥 片 9 ．1 7 5 4 ．8 2 0 0 ．9 4 1 4 7 ．9 凝　 灰　 岩

4 7 6 3 I － 6 砥 石 1 2 ．1 9 3 2 ．6 6 2 2 ．3 3 3 1 6 2 ．9 砂　 岩

4 7 6 4 一 括 有 孔 石 器 3 ．4 4 6 1 ．8 6 2 1 ．8 6 2 2 3 ．5 砂　 岩

4 7 6 5 C －1 0 局部磨 製石斧 6 ．0 0 2 3 ．7 2 3 2 ．1 9 2 4 6 ．3 砂　 岩

4 8 6 6 J － 9 磨 石 8 ．7 8 0 7 ．1 8 0 3 ．9 2 0 3 5 7 ．0 砂　 岩

4 8 6 7 G － 7 磨 石 1 2 ．3 0 0 9 ．4 0 0 3 ．7 0 0 5 8 4 ．3 砂　 岩

4 8 6 8 G － 4 磨 石 7 ．6 5 0 9 ．7 0 0 ・5 ．1 0 0 5 1 5 ．4 砂　 岩

4 8 6 9 一括 磨 石 1 0 ．5 2 0 7 ．7 9 0 4 ．7 0 0 5 7 4 ．4 砂　 岩

4 8 7 0 A － 2 磨 石 9 ．－3 0 0 9 ．3 0 0 3 ．5 5 0 4 0 9 ．3 砂　 岩 ・

4 8 7 1 F － 5 磨 石 1 0 ．7 2 0 9 ．2 0 0 4 ．7 5 0 6 6 4 ．7 砂　 岩

4 8 7 2 K － 9 磨 石 8 ．9 0 0 7 ．5 0 0 6 ．0 5 0 4 0 2 ．7 砂　 岩

4 8 7 3 C － 4 磨 石 1 0 ．7 0 0 7 ．2 0 0 3 ．6 0 0 3 8 8 ．8 砂　 岩

4 8 7 4 F － 7 磨 石 1 1．9 5 0 9 ．3 5 0 4 ．2 0 0 6 1 0 ．3 砂　 岩

4 9 7 5 G － 7 磨 石 9 ．9 5 0 6 ．3 2 0 6 ．0 4 0 5 2 1 ．5 砂　 岩

4 9 7 6 G －4 敲 石 1 1．5 0 0 8 ．2 0 0 4 ．9 0 0 6 7 5 ．3 砂　 岩

4 9 7 7 G － 6 蔽 石 7 ．1 3 0 4 ．8 2 0 3 ・．3 5 0 1 3 6 ．4 砂　 岩

4 9 7 8 F － 4 敲 石 9 ．9 0 0 5 ．5 0 0 3 ．3 5 0 1 3 6 ．4 砂　 岩

4 9 7 9 G － 7 蔽 石 1 3 ．4 0 0 5 ．7 0 0 3 ．5 0 0 3 8 8 ．5 砂　 岩

4 9 8 0 J － 8 窪 み 石 1 2 ．9 0 0 5 ．7 0 0 3 ．3 0 0 3 3 6 ．5 砂　 岩

4 9 8 1 I － 8 軽 石 製 品 8 ．6 9 9 7 ．1 8 0 2 ．1 5 5 1 0 7 ．3 砂　 岩

5 0 8 2 I－ 8 石 皿 2 5 ．6 0 0 2 6 ．3 5 0 4 ．8 0 0 5，50 0．0 砂　 岩

5 0 8 3 ト 1 0 石 皿 2 7 ．7 5 0 2 1．5 0 0 6 ．6 5 0 5，0 0 0．0 砂　 岩

5 1 8 4 K － 7 石 皿 3 2 ．6 0 0 3 7 ．2 0 0 6 4 ．0 0 0 5，60 0．0 砂　 岩

5 1 8 5 H －1 1 石 皿 2 8 ．8 5 0 2 0 ．3 0 0 5 ．3 0 0 5，50 0．0 砂　 岩

F － 6 石 鉄 2 ．0 5 0 1．7 0 0 0 ．3 0 0 0 ．7 頁　 岩 I － a

E － 5 石 鉄 1．0 0 0 1．3 5 0 0 ．4 5 0 0 ．5 黒　 曜　 石 I － a

K － 8 石 鉄 1．8 5 0 1．2 5 0 0 ．3 0 0 0 ．6 黒　 曜　 石 I － a

G － 5 石 鉄 0 ．6 5 0 0 ．6 0 0 0 ．1 0 0 0 ．1 黒　 曜　 石 I － a

D －1 0 石 鉄 1 ．4 5 0 0 ．9 0 0 0 ．3 0 0 0 ．3 黒　 曜　 石 I － a

F － 9 石鉄 1 ．1 5 0 0 ．9 0 0 0 ．2 0 0 0 ．2 黒　 曜　 石 I － a

G － 7 石鉄 1 ．4 0 0 0 ．9 5 0 0 ．2 0 0 0 ．3 頁　 岩 I － a

一 括 石鉄 0 ．8 0 0 0 ．8 5 0 0 ．2 5 0 0 ．2 黒　 曜　 石 I － b

D － 6 石 鉄 1．4 0 0 1．2 0 0 0 ．4 0 0 0 ．5 チ　 ャ　 ー　 ト I － b

F － 8 石 鉄 2 ．1 0 0 1．6 0 0 0 ．5 0 0 1．2 チ　 ャ　 ー　 ト I － り

F － 6 石 鉄 1．8 0 0 1．7 0 0 0 ．4 0 0 1．3 黒　 曜　 石 I － b

I －1 0 石 鉄 2 ．0 5 0 1．4 0 0 0 ．4 0 0 0 ．8 黒　 曜　 石 I － b

D －1 1 石 鉄 1．7 0 0 1．0 5 0 0 ．4 5 0 0 ．7 黒　 曜　 石 I － b
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表　5　　杉木原遺跡　縄文石器計測表（3）

図 面 番号 遺 物 番 号 出土 位 置 器　　　 種 最大長 （c m ） 最大幅 （c m ） 最大厚 （c m ） 重量 （g ） 石　　　 材 備　　 考

C － 2 石 鉄 2 ．2 0 0 1 ．2 0 0 0 ．4 5 0 1．1 黒　 曜　 石 I － b

L －1 0 石鉄 2 ．0 0 0 1 ．4 0 0 0 ．3 0 0 0 ．5 チ　 ャ　 ー　 ト I － b

B － 5 石鉄 1 ．1 0 0 1 ．4 5 0 0 ．5 5 0 0 ．8 黒　 曜　 石 I － b

一 括 石鉄 1 ．0 0 0 0 ．8 0 0 0 ．1 5 0 0 ．1 黒　 曜　 石 I － b

一 括 石 鉄 0 ．9 0 0 1 ．5 5 0 0 ．2 0 0 0 ．1 黒　 曜　 石 I － b

一括 石 鉄 ・ 0 ．9 0 0 1 ．5 5 0 0 ・？0 0 0 ．1 黒　 曜　 石 I － b

一 括 石 鉄 1 ．2 5 0 0 ．9 5 0 0 ．2 0 0 0 ．1 黒　 曜　 石 I － C

K － 8 石 鉄 2 ．2 0 0 1 ．8 0 0 0 ．3 5 0 0 ．9 黒　 曜　 石 I － C

B － 6 石 鉄 2 ．3 5 0 1 ．6 0 0 0 ．3 5 0 1．0 黒　 曜　 石 I － C

B － 4 石 鉄 2 ．3 5 0 1．6 0 0 0 ．3 5 0 1．0 黒　 曜　 石 I － C

K － 9 石 鉄 2 ．5 5 0 1 ．7 5 0 0 ．4 0 0 0 ．9 チ　 ャ　 ー　 ト I － C

K － 9 石 鉄 1 ．7 0 0 1 ．1 5 0 0 ．4 0 0 0 ．4 黒　 曜　 石 I － C

I－ 1 0 ． 石 鉄 2 ．5 5 0 2 ．10 0 0 ．4 0 0 1．6 チ　 ャ　 ー　 ト I － C

F －1 2 石 鉄 2 ．3 0 0 1 ．9 0 0 0 ．4 0 0 1．1 チ　 ャ　 ー　 ト I － C

K － 7 石 鉄 2 ．2 0 0 1 ．7 0 0 0 ．4 0 0 0 ．8 チ　 ャ　 ー　 ト I － C

G －1 1 石鉄 3 ．0 0 0 1 ．9 5 0 0 ．5 0 0 1．9 チ　 ャ　 ー　 ト Ⅱ － a

D － 3 石鉄 1 ．7 0 0 1 ．8 5 0 0 ．3 5 0 1．0 黒　 曜　 石 Ⅱ － a

I － 7 石鉄 2 ．1 3 0 1 ．5 5 0 0 ．5 5 0 1．5 頁　 岩 Ⅱ － a

J － 9 石 鉄 2 ．1 0 0 1 ．0 0 0 0 ．6 0 0 1．8 チ　 ャ　 ー　 ト Ⅱ－ a

G － 6 石 鉄 0 ．9 5 0 1 ．1 5 0 0 ．2 5 0 0 ．3 黒　 曜　 石 Ⅱ－ a

F －10 石 鉄 1．2 0 0 1 ．2 0 0 0 ．5 0 0 0 ．6 黒　 曜　 石 Ⅱ－ a

G － 5 石 鉄 1．8 0 0 1 ．4 0 0 0 ．4 0 0 0 ．8 頁　 岩 Ⅱ－ a

C － 2 石 鉄 1．4 5 0 1．3 0 0 0 ．2 0 0 0 ．4 黒　 曜　 石 Ⅱ－ a

I －1 0 石 鉄 1．6 5 0 1．4 5 0 0 ．3 0 0 0 ．6 頁　 岩 Ⅱ一 a

J － 8 石 鉄 1．8 5 0 2 ．3 0 0 0 ．3 0 0 1．4 頁　 岩 Ⅱ－ a

C － 4 石 鉄 2 ．9 5 0 2 ．4 5 0 0 ．9 0 0 5．7 頁　 岩 Ⅱ－ b

G － 7 石 鉄 1．0 0 0 1．0 5 0 0 ．2 5 0 0 ．3 黒　 曜　 石 Ⅱ一 b

G － 9 石 鉄 0 ．7 5 0 0 ．6 5 0 0 ．2 0 0 0 ．1 チ　 ャ　 ー　 ト Ⅱ－ b

G － 7 石 鉄 1．1 5 0 0 ．7 5 0 0 ．2 5 0 0 ．1 黒　 曜　 石 Ⅱ－ b

H － 9 石 鉄 1．9 5 0 1 ．3 0 0 0 ．5 0 0 0 ．8 黒　 曜　 石 Ⅱ－ C

F －1 1 石 鉄 1．1 5 0 1 ．3 0 0 0 ．4 0 0 0 ．4 黒　 曜　 石 Ⅱ － C

I － 8 石 鉄 1．3 0 0 1 ．4 5 0 0 ．2 0 0 0 ．4 黒　 曜　 石 Ⅱ － C

I － 7 石 鉄 1 ．5 5 0 1 ．3 5 0 0 ．2 0 0 0 ．4 頁　 岩 Ⅱ － C

一括 石 鉄 0 ．9 0 0 1 ．0 0 0 0 ．3 0 0 0 ．2 黒　 曜　 石 Ⅱ － C

C － 5 石 鉄 1 ．1 0 0 0 ．8 5 0 0 ．3 0 0 0 ．2 黒　 曜　 石 Ⅳ

G － 1 1 石 鉄 1 ．0 0 0 1 ．3 0 0 0 ．4 0 0 0 ．4 黒　 曜　 石 Ⅳ

I － 1 1 石 鉄 1．0 0 0 1 ．2 0 0 0 ．2 0 0 0 ．1 頁　 岩 Ⅳ

D － 9 石 鉄 1．2 0 0 1 ．5 5 0 0 ．2 0 0 0 ．3 黒　 曜　 石 Ⅳ

J － 8 石 鉄 1．0 5 0 1 ．2 5 0 0 ．2 0 0 0 ．2 黒　 曜　 石 Ⅳ

D － 7 石 鉄 1．3 0 0 1．1 0 0 0 ．5 0 0 0 ．5 黒　 曜　 石 Ⅳ

H － 6 石 鉄 ・・・ 3 ．2 0 0 ・ 2 ．2 0 0 1．2 0 0 6 ．2 チ　 ャ　 ー　 ト Ⅳ

H － 7 石 鉄 1．8 5 0 1．0 5 0 0 ．3 0 0 0 ．・5 黒 曜 石 （姫 島 ） Ⅳ

K － 9 石 鉄 1．5 5 0 1．1 0 0 0 ．4 0 0 0 ．7 黒　 曜　 石 Ⅳ

F － 6 石 鉄 2 ．4 0 0 1．9 0 0 0 ．4 0 0 1．7 黒　 曜　 石 Ⅳ

H － 5 石 鉄 3 ．9 5 0 3 ．0 0 0 1 ．2 0 0 1 2 ．9 チ　 ャ　 ー　 ト Ⅳ

H － 6 石 鉄 1．7 0 0 0 ．9 0 0 0 ．3 5 0 0 ．7 黒　 曜　 石 Ⅳ

H － 7 石 鉄 2 ．2 0 0 1．0 5 0 0 ．2 5 0 0 ．6 黒　 曜　 石 Ⅳ

D － 6 石 鉄 2 ．6 5 0 2 ．1 3 5 0 ．9 0 0 4 ．9 チ　 ャ　 ー　 ト Ⅳ

B － 3 石 鉄 3 ．3 0 0 1．6 5 0 1 ．1 0 0 5．1 チ　 ャ　 ー　 ト Ⅳ
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表　5　　杉木原遺跡　縄文石器計測表（4）

図 面 番 号 遺 物 番 号 出土 位 置 器　　　 種 最大長 （c m ） 最大幅 （c m ） 最大厚 （c m ） 重量 （g ） 石　　　 材 備　　 考

H － 7 石 鉄 3 ．10 0 2 ．3 0 0 0 ．8 0 0 5 ．8 チ　 ャ　 ー　 ト Ⅳ

K － 9 石 鉄 1 ．4 0 0 0 ．8 0 0 0 ．2 0 0 0 ．3 チ　 ャ　 ー　 ト Ⅳ

I － 9 石 鉄 2 ．3 5 0 1 ．1 5 0 0 ．3 0 0 0 ．7 頁　 岩 Ⅳ

H － 8 石 鉄 3 ．7 0 0 2 ．4 5 0 1 ．0 0 0 7 ．9 頁　 岩 Ⅳ

J － 8 石 鉄 1．2 0 0 1．7 5 0 0 ．4 0 0 0 ．7 黒　 曜　 石 Ⅳ

I － 8 石 鉄 1．5 0 0 1．1 0 0 0 ．2 0 0 0 ．4 チ　 ャ　 ー　 ト Ⅳ

H －1 0 石 鉄 1．5 5 0 0 ．9 5 0 0 ．3 0 0 0 ．5 黒　 曜　 石 Ⅳ

一 括 石 鉄 0 ．7 5 0 0 ．5 0 0 0 ．1 5 0 0 ．1 黒　 曜　 石 Ⅳ

一 括 石 鉄 0 ．8 5 0 1．2 0 0 0 ．3 0 0 0 ．4 黒　 曜　 石 Ⅳ

一 括 石 鉄 1 ．0 5 0 0 ．9 5 0 0 ．2 0 0 0 ．3 黒　 曜　 石 Ⅳ

一 括 石 鉄 1 ．5 5 0 1 ．1 5 0 0 ．5 0 0 0 ．8 黒　 曜　 石 Ⅳ

B － 1 ス クレイパ ー 3 ．0 0 0 4 ．0 0 0 0 ．7 5 0 8 ．3 頁　 岩 I

J － 9 ス クレイパー 3 ．4 0 0 4 ．6 5 0 1 ．0 0 0 2 4 ．9 頁　 岩 I

F － 6 ス ク レイパー 2 ．3 0 0 3 ．6 0 0 0 ．6 0 0 4 ．0 頁　 岩 I

F － 9 ス クレイパー 2 ．9 0 0 1 ．7 0 0 0 ．5 5 0 2 ．6 チ　 ャ　 ー　 ト I

G － 7 ス ク レイパー 3 ．0 0 0 1 ．9 0 0 0 ．4 0 0 2 ．1 チ　 ャ　 ー　 ト I

D － 3 ス ク レイパー 2 ．0 5 0 1 ．4 5 0 0 ．3 0 0 1．0 チ　 ャ　 ー　 ト I

F － 3 ス クレイパー 2 ．4 0 0 1 ．7 5 0 0 ．4 5 0 2 ．3 頁　 岩 I

K － 7 ス ク レイパー 3 ．7 5 0 3 ．0 5 0 0 ．9 0 0 1 0 ．5 頁　 岩 I

K － 8 ス ク レイパー 3 ．9 0 0 2 ．9 5 0 0 ．8 5 0 9 ．6 頁　 岩 I

D － 4 ス ク レイパー 4 ．2 0 0 3 ．1 0 0 0 ．5 0 0 6 ．4 頁　 岩 I

B － 5 ス ク レイパー 4 ．6 0 0 4 ．6 0 0 1 ．5 0 0 3 6 ．3 頁　 岩 I

G － 7 ス ク レイパ ー 4 ．9 5 0 6 ．0 0 0 1 ．6 0 0 4 1．2 頁　 岩 Ⅱ

D － 2 ス ク レイパ ー 3 ．4 5 0 2 ．5 5 0 0 ．8 0 0 6 ．9 頁　 岩 Ⅱ

G － 8 ス ク レイパ ー 4 ．3 5 0 7 ．6 0 0 1．8 0 0 4 1．1 頁　 岩 Ⅱ

J － 7 スク レイパ ー 6 ．2 0 0 6 ．1 0 0 1．6 0 0 4 9．3 砂　 岩 m

G － 8 スク レイパ ー 6 ．4 5 0 5 ．5 0 0 1．1 0 0 3 5 ．7 頁　 岩 Ⅲ

I － 7 スク レイパ ー 5．1 0 0 4 ．3 0 0 0 ．9 5 0 2 1 ．2 流　 紋　 岩 Ⅲ

I － 7 ス クレイパ ー 3．4 0 0 4 ．0 0 0 0 ．．8 0 0 9 ．9 頁　 岩 Ⅲ

B －4 庭 石 9 ．8 0 0 8．7 0 0 4 ．6 0 0 5 3 8 ．3 砂　 岩

D －4 磨 石 7 ．4 0 0 6 ．8 0 0 3 ．8 0 0 2 6 2 ．8 砂　 岩

B － 3 磨 石 6 ．4 0 0 7 ．2 5 0 5 ．3 0 0 3 1 9 ．1 砂　 岩

B － 3 磨 石 7 ．7 0 0 6 ．1 0 0 4 ．2 5 0 2 4 7 ．5 砂　 岩

B － 4 磨 石 3 ．1 5 0 2 ．9 5 0 2 ．3 0 0 3 0 ．3 砂　 岩

C － 4 磨 石 6 ．3 0 0 5 ．2 0 0 4 ．0 0 0 2 0 8 ．5 砂　 岩

D － 5 磨 石 7 ．2 0 0 4 ．4 0 0 4 ．2 0 0 1 7 5 ．9 砂　 岩

D － 5 磨 石 7 ．1 0 0 4 ．1 0 0 2 ．6 0 0 1 1 5 ．7 砂　 岩

C － 7 磨 石 1 2 ．7 0 0 7 ．10 0 7 ．1 0 0 8 4 5 ．5 砂　 岩

E － 6 磨 石 8 ．3 0 0 5 ．7 0 0 2 ．4 0 0 1 7 0 ．7 砂　 岩

F － 8 磨 石 6 ．9 5 0 5 ．8 0 0 4 ．6 0 0 2 5 3 ．8 砂　 岩

H － 8 磨 石 4 ．5 5 0 3 ．9 0 0 3 ．3 0 0 8 3 ．7 砂　 岩

E － 7 磨 石 9 ．7 0 0 9 ．9 0 0 2 ．3 0 0 2 7 4 ．8 砂　 岩

E － 6 磨 石 8 ．3 0 0 6 ．9 0 0 4 ．6 0 0 3 7 3．9 砂　 岩

G － 8 磨 石 8 ．7 0 0 6 ．7 0 0 4 ．9 0 0 4 2 7 ．7 砂　 岩

E － 7 磨 石 8．7 5 0 5．1 5 0 5．1 0 0 2 6 8 ．4 砂　 岩

C － 6 磨 石 6．8 5 0 5．6 5 0 4 ．0 5 0 1 9 7 ．5 砂　 岩

G －1 0 磨 石 5 ．0 0 0 6．3 5 0 5．6 0 0 3 4 4 ．2 砂　 岩

G － 9 磨 石 6 ．4 0 0 6 ．0 0 0 2．7 0 0 1 2 8 ．8 砂　 岩

C －1 0 磨 石 8 ．8 0 0 6 ．6 0 0 4 ．8 0 0 3 1 9 ．8 砂　 岩
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表　5　　杉木原遺跡　縄文石器計測表（5）

図面番号 遺 物 番 号 出土位置 器　　　 種 最大長 （c m ） 最大幅 （c m ） 最大厚 （c m ） 重量 （g ） 石　　　 材 備　　 考

C － 10 磨石 8．4 0 0 5 ．50 0 5 ．3 00 35 8 ．6 砂　 岩

D － 5 磨石 6．4 0 0 4 ．15 0 3 ．50 0 12 9 ．9 砂　 岩

D －6 磨石 6．50 0 5．75 0 4 ．70 0 22 7 ．2 砂　 岩

E －6 磨石 10．30 0 4 ．4 0 0 3．20 0 22 3 ．6 砂　 岩

D ‾苧 磨石 7 ．90 0 6 ．4 0 0 4 ．90 0 3 53 ．8 砂　 岩

D －5 磨 石 8 ．80 0 7 ．55 0 5 ．50 0 50 3 ．6 砂　 岩

F －7 磨石 8 ．40 0 6 ．95 0 5 ．35 0 4 18 ．3 砂　 岩

C －4 磨石 12 ．00 0 10 ．50 0 5 ．00 0 8 76 ．0 砂　 岩

B －4 磨石 8 ．70 0 7 ．70 0 4 ．95 0 4 76 ．3 砂　 岩

B －3 磨石 12 ．80 0 9 ．30 0 5 ．50 0 9 26 ．3 砂　 岩

B －3 磨石 12 ．70 0 9 ．50 0 4 ．40 0 6 98 ．7 砂　 岩

I －7 磨石 9 ．60 0 6 ．00 0 5 ．55 0 3 77 ．5 砂　 岩

C －2 磨石 5 ．80 0 5 ．20 0 4 ．55 0 1 87 ．0 砂　 岩

C －10 磨石 8 ．90 0 6 ．50 0 5 ．15 0 3 81 ．2 砂　 岩

C －4 磨石 8 ．70 0 6 ．20 0 4 ．80 0 3 67 ．5 砂　 岩

G －7 磨石 10 ．10 0 9 ．00 0 5．20 0 60 6 ．0 砂　 岩

H －7 磨石 8 ．05 0 6 ．90 0 4 ．60 0 3 58 ．2 砂　 岩

H －7 磨石 9 ．15 0 6 ．10 0 4 ．25 0 34 2 ．8 砂　 岩

H －1 1 磨石 6 ．40 0 6 ．10 0 5 ．10 0 2 79 ．3 砂　 岩

I －9 磨石 4 ．90 0 4 ．10 0 3 ．40 0 93 ．4 砂　 岩

I －9 磨 石 3 ．50 0 2 ．30 0 2 ．20 0 25 ．6 砂　 岩

J －7 磨石 6 ．80 0 6 ．10 0 5 ．20 0 2 90 ．3 砂　 岩

J －7 磨石 10 ．100 10 ．10 0 4 ．90 0 6 55 ．3 砂　 岩

I －10 磨石 5 ．100 4 ．10 0 3 ．30 0 79 ．7 砂　 岩

J －7 磨石 7 ．9 00 5 ．5 00 3 ．40 0 180 ．1 砂　 岩

L －7 磨石 6 ．8 00 午8 00 4 ．30 0 187 ．7 砂　 岩

G －11 磨石 4 ．2 00 3 ．8 00 2 ．30 0 70 ．3 砂　 岩

K －7 磨石 14 ．3 00 8 ．3 00 5 ．90 0 1，00 9．5 砂　 岩

K －9 磨石 8 ．7 00 8 ．00 0 4 ．30 0 3 7 1．1 砂　 岩

J － 7 磨石 13 ．7 00 9 ．90 0 5 ．80 0 8 82 ．6 砂　 岩

I － 8 磨石 8 ．10 0 6 ．90 0 3 ．30 0 2 52 ．2 砂　 岩

L － 8 磨石 8 ．20 0 4 ．40 0 3 ．90 0 195 ．7 砂　 岩

J － 7 磨 石 6 ．60 0 6 ．50 0 3 ．00 0 1 24 ．1 頁　 岩

K －9 磨 石 8 ．10 0 5 ．80 0 4 ．40 0 2 85 ．4 砂　 岩

I － 9 磨 石 8 ．60 0 7 ．40 0 5 ．10 0 4 60 ．4 砂　 岩

J － 7 磨石 9 ．10 0 8 ．50 0 4 ．15 0 40 6 ．2 砂　 岩

J － 7 磨石 5 ．70 0 5 ．60 0 4 ．00 0 170 ．3 砂　 岩

I － 7 磨石 8 ．8 00 6 ．40 0 5 ．40 0 3 67 ．0 砂　 岩

F －1 2 磨石 6 ．9 00 4 ．90 0 4 ．60 0 2 08 ．8 砂　 岩

J － 6 磨石 1 1．8 00 6 ．0 00 3 ．80 0 3 90 ．4 砂　 岩

E － 2 磨石 9 ．8 00 6 ．100 4 ．10 0 3 ，5 82 ．0 砂　 岩

D － 2 磨石 7 ．2 00 6 ．4 00 4 ．4 00 2 90 ．7 砂　 岩

D － 5 磨石 6 ．6 00 6 ．0 00 2 ．9 00 144 ．6 砂　 岩

A － 2 磨石 9 ．4 00 8 ．5 00 4 ．9 00 5 45 ．3 砂　 岩

I － 8 磨石 9 ．3 00 6 ．4 00 6 ．2 00 4 99 ．6 砂　 岩

D － 9 磨石 1 1．100 8 ．2 00 4 ．8 00 5 99 ．1 砂　 岩

E － 6 磨石 10 ．3 00 9 ．5 00 5 ．5 00 7 00 ．4 砂　 岩

一括 磨石 9 ．100 6 ．7 00 5 ．5 00 4 76 ．0 砂　 岩

一括 磨石 5 ．4 00 4 ．5 00 3 ．9 00 145 ．1 砂　 岩
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表　5　　杉木原遺跡　縄文石器計測表（6）

図面番号 遺 物 番 号 出土位置 器　　　 種 最大長 （c m ）最大幅 （c m ）最大厚 （c m ） 重量 （g ） 石　　　 材 備　　 考

B － 5 敵石 9 ．40 0 8 ．60 0 5 ．85 0 57 6 ．3 砂　 岩

B － 6 敲石 4 ．20 0 7 ．20 0 2 ．70 0 10 5 ．4 砂　 岩

D － 5 敲石 7 ．30 0 6 ．30 0 4 ．80 0 294 ．5 砂　 岩

D － 5 敲石 10 ．10 0 8 ．40 0 4 ．60 0 57 3 ．2 砂　 岩

G － 6 敲石 9 ．60 0 5 ．60 0 3 ．70 0 28 8 ．1 砂　 岩

F － 5 蔽石 7 ．40 0 6 ．90 0 3 ．90 0 26 3 ．5 砂　 岩

E － 6 蔽石 9 ．4 00 6 ．90 0 5 ．10 0 48 5 ．7 砂　 岩

I － 8 敲石 7 ．2 00 6 ．40 0 4 ．70 0 28 8 ．0 砂　 岩

K － 8 敲石 9 ．8 00 7 ．100 4 ．80 0 3 73 ．0 砂　 岩

K －7 敲石 6 ．4 00 5 ．7 00 4 ．80 0 2 37 ．8 砂　 岩

G － 9 敲石 8 ．2 00 5 ．7 00 5 ．10 0 2 90 ．4 砂　 岩

D － 5 敲石 1 1．9 00 6 ．0 00 5 ．40 0 5 6 1．4 砂　 岩

D － 5 敲石 10 ．700 10 ．100 3 ．30 0 5 04 ．8 砂　 岩

B － 4 敵石 10 ．20 0 8 ．0 00 4 ．8 00 5 26 ．4 砂　 岩

A － 2 敲石 6．50 0 4 ．500 3 ．8 00 134 ．5 砂　 岩

B － 1 敲石 9．10 0 7 ．2 00 3 ．9 00 3 36 ．4 砂　 岩

C － 3 敲石 9．60 0 6 ．100 4 ．9 00 3 82 ．0 砂　 岩

C －2 敲石 10 ．30 0 8 ．2 00 7 ．100 8 10 ．5 砂　 岩

F － 4 敲石 7．0 0 0 8 ．100 3 ．8 00 3 02 ．5 砂　 岩

F － 4 蔽石 7．0 0 0 1 1．0 00 4 ．2 00 3 92 ．3 砂　 岩

F － 4 敲石 10 ．4 00 8 ．9 00 7 ．00 0 9 15 ．4 砂　 岩

H － 6 敲石 9 ．200 5 ．9 00 3 ．60 0 2 59 ．3 砂　 岩

G － 6 敲石 13 ．700 6 ．5 00 5 ．90 0 6 96 ．1 砂　 岩

H － 9 敲石 8 ．700 6 ．0 00 5 ．20 0 3 72 ．5 砂　 岩

K －7 敵石 1 1．60 0 5 ．100 2 ．70 0 24 6 ．7 砂　 岩

K －7 敲石 8．4 0 0 7 ．4 00 4 ．6 00 3 9 1．0 砂　 岩

J － 7 敲石 10 ．60 0 7 ．500 5 ．8 00 6 2 7．7 砂　 岩

J － 7 敲石 6 ．70 0 7．20 0 5 ．100 3 34 ．4 砂　 岩

L － 9 敲石 9 ．20 0 8．20 0 3 ．200 38 3 ．0 砂　 岩

J －10 敲 石 7 ．20 0 6．50 0 2 ．200 16 0 ．6 砂　 岩

K －7 敵石 6 ．40 0 4 ．50 0 5 ．50 0 13 9 ．5 砂　 岩

I － 8 蔽 石 9 ．80 0 4 ．50 0 4 ．80 0 32 8 ．3 砂　 岩

G － 7 敵石 13 ．60 0 4 ．90 0 2 13 ．00 0 24 3 ．6 砂　 岩

J － 6 敲石 11 ．80 0 4 ．90 0 4 ．20 0 3 11 ．8 砂　 岩 ・

D － 5 敲石 14 ．80 0 7 ．00 0 3．90 0 59 9 ．6 砂　 岩

D － 5 敲石 9 ．30 0 5 ．60 0 3 ．50 0 28 9 ．1 砂　 岩

E － 7 敵石 6 ．70 0 5 ．70 0 2 ．60 0 13 8 ．3 砂　 岩

F － 9 敲石 13 ．80 0 5 ．90 0 3 ．60 0 4 3 2 ．1 砂　 岩

H － 7 敲石 12 ．20 0 8 ．00 0 5．80 0 70 1 ．3 砂　 岩

iJ ‾ 7 敲石 14 ．60 0 5 ．00 0 2 ．50 0 36 5 ．8 砂　 岩

一括 石皿 32 1 ．20 0 2 3 ．60 0 4 ．90 0 3 ，000 ．0 砂　 岩

H － 7 石皿 3 3 ．・10 0 19 ．60 0 4 ．80 0 4 ，500 ．0 砂　 岩

J － 7 石皿 2 9 ．20 0 2 0 ．90 0 6．90 0 4 ，500 ．0 砂　 岩

I － 10 石皿 2 1．70 0 16 ．50 0 4 ．90 0 2，000 ．0 砂　 岩
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Ⅱ類一長軸上の端部に急斜度調整で刃部を設けたもの。（56～60）総数8

Ⅲ類一未製品のものを一括した。（61）総数5

石材は頁岩が最も多く他に流紋岩や珪質岩などが使用されている。48は、刃部が右側辺に表面

から細かな調整加工により作り出されているものである。石材は頁岩を使用している。A－2より

出土している。49は、左右側線に表裏両面から細かな調整加工により作り出されているもので石

材は頁岩を使用している。F－9より出土している。50は、左側緑に表裏両面からの細かな調整

加工により刃部が作り出されているものである。E－10より出土し、石材は頁岩である。51は、

両側縁に表裏両面から細かい調整加工が施されたものである。B－2より出土して石材は珪質岩を

使用している。52は、左側縁に表裏両面からの細かな調整加工により刃部が構成されたものでK

－8より出土していて石材は、流紋岩が使用されている。53は、左右側線表裏両面からの細かな

調整加工により刃部が形成されたものである。E－10より出土している。石材は頁岩製である。

54は、左側辺表裏両面からの調整加工により刃部を形成しているものである。H－7より出土し

ており、石材は頁岩製である。55は、両側辺に表面からの調整加工により刃部が形成されたもの

である。J－7より出土し、石材は頁岩製である。以上は剥片の側線に連続的な調整を施して刃部

を作成していることからサイドスクレイパーでI類として分類した。

56は、端部に調整加工を施したものでJ－8から出土し、石材は頁岩製である。57も、長軸

上の端部に調整加工を施したものでC－6から出土している。58も端部に調整加工で刃部を設け

ている。G－7から出土している。石材は頁岩である。59は、E－9から出土したもので端部に

調整加工がみられる。60は、端部に明瞭に調整加工による刃部が確認できるものでG－7から出

土し、石材は頁岩である。以上は長軸上の端部に急斜度調整で刃部を設けたものであることからエ

ンドスクレイパーでⅡ類に分類した。61は、スクレイパーの未製品でⅢ類とした。J－7から出

土していて、石材は砂岩製である。

縦長剥片（第47図62）

62は、凝灰岩製の使用痕のある縦長剥片でG－7で検出されている。

砥石（第47図63）

63は、I－6で出土した砥石である。石材は砂岩製である。

有孔石器（第47図64）

64は、一括遺物であるが、有孔石器で用途については不明である。

局部磨製石斧（第47図65）

65は、頁岩製の局部磨製石斧で表裏両面の一部に磨きがみられる。

磨石（第48～49図66～715）

磨石は全部で79点出土している。川原石をあまり変形しないものが多く、石材の多くは尾鈴酸

性岩と思われる砂岩が使われている。磨面は表裏とも使いほぼ楕円形状に磨り面がみられる。

敲石（第49図76～78）・凹石（第49図79～80）

蔽石は、全部で43点ほど出土もている。石材は磨石と同じ砂岩で76は、敵打痕が端部にある

ものである。77・78は、表裏両面に蔽打痕を持つものである。また、凹石としても転用された
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と考えられる。

凹石は、全部で2点ほど出土している。石材は砂岩で79は、表裏両面に窪み部分を持つもので

ある。また、80は片面だけに窪み部分を持つものである。

軽石製品（第49図81）

軽石製の有孔石器で、用途については不明である。

石皿（第50～51図82～85）

石皿の総数は8点検出されている。82は、I－8で検出され扇平な川原石を使用し磨り面があ

まり明瞭なものではない。83は、I－10で検出されたもので、磨り面は82と同様で明瞭なも

のではない。84は、杉木原遺跡の石皿の中で最大の大きさを誇るものでK－7から出土している。

しかしこの石皿も磨り面はあまり明瞭なものではない。85は、H－11で検出されている。これ

も同様に磨り面は明瞭ではない。

第5節　まとめ

杉木原遺跡は、平成7年度東九州自動車道建設に伴い発掘調査された遺跡で、旧石器時代の石器、

縄文時代草創期の土器・縄文時代早期の遺構（集石遺構・土壌）・遺物（土器・石器）が出土した

複合遺跡であることが確認された。以下、調査の成果について簡略ではあるが整理して述べてみた

い。

旧石器時代

旧石器時代の遺構は確認できなかったが、旧石器の遺物は前述のとおり98点ほど出土している。

包含層は薄く、良好な状態では検出できなかった。その内訳は、ナイフ形石器（4点）・サイドス

クレイパー・エンドスクレイパー（6点）・縦長剥片（7点）・石核（26点）・細石刃（19点）・

剥片（15点）・チップ（21点）である。製品の石器全体に対する割合は、10％を占めている。

出土層はⅤ層でほとんど検出されている。しかし、遺跡全体では一部縄文時代早期の包含層と混在

し、また、遺物の量としても98点と少ないため、検出した石器組成が当時の本来の状況であるか

は不明である。遺物のブロックであるが、ナイフ形石器は、石核と近い場所でレベルもⅤ層下部で

検出している。また、細石刃が縄文草創期との関連で隆帯文や爪形文などの土器群と共伴する事例

が増えてきている。九州地方では、縄文草創期まで細石器文化が残ることが実証される発見例が増

えている。本遺跡は隆帯文や爪形文などが僅か3点しか検出されておらず細石刃を伴うことが明確

でないため、細石刃を旧石器時代の遺物として幸陪することにした。

縄文時代草創期の土器

Ⅳ層下部のJ－7・K－7から隆帯文土器がそれぞれ1点、E－11から爪形文土器が1点出土

した。類似の土器が宮崎市南部の堂地西遺跡B区、宮崎市南西部の椎屋形第1遺跡のA区等で出土

している。しかし、遺物量が3点と少なく単独層としての出土が明確でないし、当遺跡から出土し

ている石器との層位的関係も明確でない。

縄文時代早期の遺構と遺物

本遺跡の早期の遺物は、早期前葉から早期後葉までのものがみられる。南九州の縄文時代早期の

土器は、早期前葉から中葉に貝殻円筒形土器が早期後葉に塞ノ神式土器が位置付けられている。こ
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こでは時期ごとにみていきたい。

早期前葉の土器

早期前葉の土器には前平式土器の岩本タイプ・前平式土器・吉田式土器などがみられる。このタ

イプは、貝殻円筒形のものである。遺物の出土状況であるが特異性はみられない。遺物数からして

本遺跡の主体的時期ではないが、早期前葉にはこの地域に生活の跡がみられ始める。

早期中葉の土器

早期中葉の土器には、下剥峰式土器・桑ノ丸式土器・押型文土器などがみられた。遺物の出土状

況は、押型文土器が本遺跡の中でも一番の出土量を誇っている。遺物もまんべんなく出土している。

県南部に特徴的な土器としては、円筒形土器に類似し、外面に粗大な押型文を施すもの（本遺跡で

はⅦa類に相当する。）外反する器形の外面に大きく山形文や楕円文を鋸歯状に施文するもの（本

遺跡ではⅧC3類に相当する。）などがある。

早期後葉の土器

早期後葉の土器には塞ノ神式土器が出土している。土器の特徴は円筒形の胴部の上に「く」の字

状に口縁部が外反し、口唇部にヘラ状工具による斜め方向や羽状の刻みをもっている。

土器はⅩ類に分類した。I類は前平式土器岩本タイプ・Ⅱ類は前平式土器、Ⅲ類は吉田式土器、

Ⅳ類・Ⅴ類・Ⅵ類は下剥峰式土器で、その内Ⅴ類は清武町辻遺跡出土のものと類似しており辻タイ

プに相当する。Ⅶ類は桑ノ丸式土器、Ⅷ類は押型文土器、Ⅸ類は高橋信武の言う塞ノ神I式土器、

Ⅹ類はその他の土器である。本遺跡出土の早期土器は全部で3，665点出土したが、その内訳は

前述のように押型文土器が1，651点（楕円；1，244点・山形；407点）と全体の45％

を占め、塞ノ神式土器220点・貝殻文円筒形土器325点、無文土器102点、形式不明土器1，

367点となっている。押型文土器の編年は大分編年があるが、それに当てはめると本遺跡の押型

文土器は、下菅生B式土器→田村式土器→ヤトコロ式土器あたりに位置付けられる。本遺跡では同

一層（Ⅳ層）から押型文土器と貝殻文円筒形土器・塞ノ神式土器が出土している。そこで、移入土

器である押型文土器と在地系土器である貝殻文円筒形土器・塞ノ神式土器の関係について一考した

い。Ⅷa類土器に見られるように口縁部が直行し器形が円筒形平底を呈する押型文土器は、その器

形は在地系の貝殻文円筒形土器（下剥峯式土器・桑ノ丸式土器）に似ている。これは押型文土器が

その分布範囲を拡大する過程の中で、貝殻文円筒形土器との接触・影響によって生じたものと思わ

れる。ただ、その接触の始まりをどこに位置付けるかである。第23図から下剥峯・桑ノ丸式土器

はG・H・Iの6～10グリッドに集中しており、第25図の塞ノ神式土器はA・B・C・Dの1

～6グリッドに集中している。同一層内でのレベル差は確認できなかったが、分布の状況から時期

差はあったものと思われる。それに対して第24図の押型文土器の分布図を見ると調査区一帯から

満遍なく出土している。また、出土量も貝殻文系円筒土器や塞ノ神式土器に比べて圧倒的に多い。

このことから、本遺跡の押型文土器文化は、縄文時代早期中葉の下剥峯・桑ノ丸式土器以前に移入

し塞ノ神式土器が登場する早期後葉まで営まれていたのではないかと思われる。その間、下剥峯式

土器・桑ノ丸式土器等の在地系土器と頻繁な接触を繰り返したと思われる。また、そのことが、器

形や施文方向の関係において一概に大分編年にあてはまらない押型文土器文化を育み、また、宮崎
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県の中でも大分県の影響を強く受ける県北と貝殻文系土器の影響を強く受ける県南とに違いを生じ

させたものと思われる。本遺跡は両文化の中間に位置しており、両文化の影響を受けつつも、その

中から両文化に見られない独自の押型文土器文化が育ったことが考えられる．。そこで、本遺跡の

押型文土器を分類するときに施文方向にはとらわれず、器形や調整から分類することにした。結果、

注目すべき事実を見出した。ⅧC類土器のように、口緑部が外反し、口線内両端部の施文帯と無文

帯の境がケズリによって稜をなすものが多く出土している。このタイプの押型文土器が何に影響を

受けているか、それとも独自の調整なのかは、筆者の研究不足で筆舌出来ないのが残念である。本

遺跡出土土器の中でも特筆すべきものである。今後の類例を待ちたい。

次に本遺跡の石器について見てみると、石錘などの漁労具は出土していない。このことから本遺

跡の主な成業は、狩猟や採集であったことが想像される。また、石鉄は丘陵の縁辺部に沿うように

帯状に出土していることと先端部等が欠損しているものも多いことからこの遺跡の部分が狩猟の場

となっていたのではないかと考えられる。製品の石器の総数に対する比率は45％である。この中

で磨石・敵石は、石器組成の中心を成し、石器全体の19．06％を占める。石鉄等の出土層はⅣ

層である。南九州の場合、石器組成における磨石・蔽石の占める割合が高いのが特徴のひとつであ

るが、本遺跡も例外ではない。縄文石器の製品総数の44％を占めている。また、石鉄の製品に占

める割合も高く42％を占めている。石鉄の平面的な広がりは台地の縁辺部に見られるような傾向

にある。しかし、I類からⅣ類までの類的な特徴を見出すことはできなかった。石鉄の石材として

チャート・黒曜石・頁岩等が使用されている。石材の使用頻度は、ほぼ平均化していて偏りはみら

れない。

早期の遺構

本遺跡の集石遺構は、全体的に小規模のものが多い。それぞれの類の内訳は、1類が3基・2類

が19基・3類が1基・4類が16基・5類が3基である。一番量が多いのは2類で、全体の45％

をしめている。掘り込みをもつ集石遺構の埋土はⅣ層を基本とした暗褐色土であり共通している。

また、埋土の中から桑ノ丸式土器や押型文土器が検出された集石遺構が存在し、縄文早期中ごろの

遺構の可能性もある。なお20号集石遺構は、古環境研究所に委託して放射性炭素年代測定を行っ

ている。それによると8570±50（C年代）と暦年代BC7535（BC7550～BC75

10）という結果がでている。30号集石遺構は同じく古環境研究所に委託している。それによる

とこの集石遺構の年代が8220±60である。暦年代としてBC7060（BC7225～BC

7035）という結果がでている。また、土壌の中に、「陥し穴」に類似する遺構が1基存在した。

このような陥し穴遺構は、関東や東北地方で多数検出されている遺構で、ここ最近は西日本でも検

出例が増えてきた遺構である。この陥し穴遺構は埋土が自然堆積であり、埋土中に遺物を含まない、

土壌の床面に逆茂木痕を持つという特徴を持っている。しかし、前述したように埋土中から遺物が

検出されないため時期等については不明であるが、埋土が自然堆積で暗褐色層を基本とすることか

ら早期の遺構として捉えている。

縄文時代早期の本遺跡周辺は、自然科学分析の結果から、森林で覆われたようを状況ではなく比

較的開かれた環境であったものと推定される。調査区の一部にブナやクリの照葉樹があり堅果類を
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食したり集石を使って石蒸し料理等をしていたものと思われる。今回の調査では、確認できていな

いが住居跡があった可能性は、否定できないと思われる○

以上、事実報告だけの内容のないものになってしまったが、ここで紹介した資料が今後の研究に

生かされれば幸いである。

なお、調査時から報告書の作成に至るまで御協力、御助言、御指導に預かった方々に謝意を表し

本幸陪を終わりたい。
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第6節　杉木原遺跡の自然科学分析

株式会社古環境研究所

1．杉木原遺跡の土層とテフラ

1．はじめに

宮崎平野とその周辺にはすでに噴出年代が明らかにされている示標テフラが多く確認されている。

そこで杉木原遺跡において地質調査を行い、土層の層序を記載するとともに、示標テフラの層位を

把握して土層の形成年代に関する資料を収集することになった。調査分析の対象とした地点は、第

1～5地点の5地点である。

2．土層の層序

（1）第1地点

この地点では、下位より黄色軽石混じ黄褐色砂質土（層厚25cm以上）、暗褐色土（層厚31

cm）、黄色軽石を多く含む暗灰色土（層厚18cm，軽石の最大径8mm）、黄色軽石を少量含む

暗褐色土（層厚18cm）、暗褐色土（層厚19cm）、暗褐色土（層厚12cm）、細粒の黄色軽

石を多く含む黒褐色土（層厚11cm，軽石の最大径2mm）、細粒の黄色軽石混じり黒灰色土（

層厚9cm，軽石の最大径2mm）、成層したテフラ層（層厚27cm）、暗褐色作土（層厚38c

m）の連続が認められる（図1）。

これらの土層のうち下位より3層目の暗灰色土中に多く含まれる黄色軽石は、その層位と岩相か

ら約1．4－1．6万年前に霧島火山から噴出した霧島小林軽石（Kr－Kb，町田・新井，199

2，早田，1996）に由来すると考えられる。また上位より4層目の黒褐色土に多く含まれる黄

色軽石は、縄文時代に桜島火山から噴出した嫁坂軽石（Ym，仮称）と考えられる。この軽石につ

いては約6，500年前に桜島火山から噴出したと推定されている桜島末吉軽石（Sz－Sy，森

脇，1994）に対比される可能性が考えられる。

さらにその上位の成層したテフラ層は、褐色火山豆石を含む下部の黄色軽石層（層厚2cm，軽

石の最大径5mm，火山豆石の最大径3mm）と、上部の黄橙色細粒火山灰層（層厚25cm）か

ら構成されている。このテフラ層は、層相から約6，300年前に鬼界カルデラから噴出した鬼界

アカホヤ火山灰（K－Ah，町田・新井，1978）に同定される。

（2）第2地点

ここでは、下位より黄色軽石を含む黄灰色火砕流堆積物（層厚5cm以上，軽石の最大径82m

m，石質岩片の最大径27mm）、黄色軽石混じり黄灰色砂質土（層厚22cm，軽石の最大径1

3mm）、暗褐色土（層厚31cm）、黄色軽石を多く含む暗灰褐色土（層厚24cm，軽石の最大

径8mm）、黄色軽石を少量含む暗褐色土（層厚23cm）、暗褐色土（層厚18cm）、細粒の黄

色軽石を少量含む暗褐色土（層厚10cm，軽石の最大径2mm）、細粒の黄色軽石を多く含む暗

褐色土（層厚9cm，軽石の最大径2mm）、黒灰色土（層厚9cm）、成層したテフラ層の連続が
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認められる（図2）。

これらの土層のうち最下位の火砕流堆積物は、層位や層相から約2．2－2．5万年前に姶良カ

ルデラから噴出した姶良大戸火砕流堆積物（A－I t o，荒牧，1969，町田・新井，1976，

1992）に同定される。また下位より4層目の暗灰褐色土中に多く含まれる黄色軽石は、その層

位と岩相からKr－Kbに由来すると考えられる。また上位より3層目の暗灰色土に多く含まれる

黄色軽石については、Ymに由来する可能性が考えられる。最上位の成層したテフラ層はK－Ah

に同定される。

（3）第3地点

この地点では、下位より黄色軽石混じり黄灰色砂質土（層厚28cm，軽石の最大径22mm）、

褐色土（層厚10cm）、暗褐色土（層厚25cm）、黄色軽石を多く含む暗灰色土（層厚27cm，

軽石の最大径8mm）、暗褐色土のブロック混じり褐色土（層厚30cm）、褐色土（層厚15cm

）、細粒の黄色軽石を少量含む褐灰色土（層厚7cm，軽石の最大径2mm）、細粒の黄色軽石を多

く含む暗灰色土（層厚13cm，軽石の最大径2mm）、黒灰色土（層厚8cm）、成層したテフラ

層（層厚30cm）、暗褐色土（層厚5cm）、黒褐色表土（層厚28cm）の連続が認められる（

図2）。

これらの土層のうち、下位より4層目の暗灰色土中に多く含まれる黄色軽石は、その層位と岩相

からKr－Kbに由来すると考えられる。また上位より5層目の暗灰色土に多く含まれる黄色軽石

については、Ymに由来する可能性が考えられる。成層したテフラ層は、褐色火山豆石を含む黄色

軽石層（層厚2cm，軽石の最大径5mm，火山豆石の最大径3mm）と、上部の黄橙色細粒火山

灰層（層厚28cm）から構成されている。このテフラ層は、層相からK－Ahに同定される。

（4）第4地点

ここでは、下位より褐色土（層厚10cm以上）、黄色軽石を多く含む黒灰色土（層厚19cm，

軽石の最大径7mm）、黄褐色土（層厚23cm）、褐色土（層厚20cm）、細粒の草色軽石を多

く含む暗褐灰色土（層厚8cm，軽石の最大径2mm）、黒灰色土（層厚8cm）、成層したテフラ

層の連続が認められる（図4）。

これらの土層のうち、下位より2層目の黒灰色土中に多く含まれる黄色軽石は、その層位と岩相

からKr－Kbに由来すると考えられる。また上位より5層目の暗灰褐色土に多く含まれる黄色軽

石については、Ymに由来する可能性が考えられる。成層したテフラ層は、層相からK－Ahに同

定される。

（5）第5地点

この地点では、下位より黄灰色砂質土（層厚26cm）、暗褐色土（層厚23cm）、黄色軽石を

多く含む黒灰色土（層厚31cm，軽石の最大径4mm）、暗褐色土（層厚13cm）、細粒の黄色

軽石を少量含む暗褐色土（層厚8cm，軽石の最大径2mm）、細粒の黄色軽石を多く含む暗灰褐

色土（層厚11cm，軽石の最大径2mm）、黒灰色土（層厚8cm）、成層したテフラ層（層厚2

1cm）の連続が認められる（図5）。

これらの土層のうち、下位より3層目の暗灰色土中に多く含まれる黄色軽石は、その層位と岩相
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からKr＿Kbに由来すると考えられる。また上位より6層目の暗灰褐色土に多く含まれる黄色軽

石については、Ymに由来する可能性が考えられる。成層したテフラ層は、褐色火山豆石を含む下

部の黄色軽石層（層厚3cm，軽石の最大径4mm，火山豆石の最大径3mm）と、上部の黄橙色

細粒火山灰層（層厚18cm）から構成されている。このテフラ層は層相からK－Ahに同定され

る。

3．小結

杉木原遺跡において地質調査を行った。その結果、姶良大戸火砕流堆積物（A－Ito）の上位

の火山灰土中に、下位より霧島小林軽石（Kr－Kb）と桜島末吉軽石に同定される可能性のある

嫁坂軽石（Ym）、鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah）の3層の示標テフラの堆積が認められた。
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Ⅱ．杉木原遺跡における放射性炭素年代測定結果

1．試料と方法

試料名　　地点・層準　　種類　　　　前処理・調整　　　測定法

NoI SI－20　　　炭化材　　　酸一アル研一酸洗浄　　β線法

（コナラ節）　ベンゼン合成　　（長時間測定）

NQ2　　SI－30　　　炭化材　　　酸－アル研一酸洗浄　　β線法

（クリ）　　ベンゼン合成

2．測定結果

試料名　14C年代　　∂13C　　補正14C年代　暦年代　　　　測定No
（年BP）　　（％。）　（年BP）　　交点（16）　（Beta－）

NQ1　　8570±50　　－27．7　　8530±50　　　　　BC7535　　　　　　92805

（BC7550～7510）

No2　　　8220±60　　－28．2　　8160±60　　　　　BC7060　　　　　　92806

（BC7255～7035）
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K－Ah

Ym（Sz－Sy？）嫁坂軽石

Kr－Kb　小林軽石

図1　第1地点の土層柱状図
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火山豆石

粗粒火山灰

細粒火山灰

黒褐～黒灰色土

暗褐～暗灰色土

黄灰色土

褐～黄褐色土
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Ym（Sz－Sy？）

Kr－Kb

A－Ito

図2　第2地点の土層柱状図
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Ym（Sz－Sy？）

Kr－Kb

図3　第3地点の土層柱状図



Ym（Sz－Sy？）

Kr－Kb

図4　第4地点の土層柱状図
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K－Ah

Ym（Sz－Sy？）

Kr－Kb

図5　第5地点の土層柱状図



1）14C年代測定値

試料の14C／12C比から、単純に現在（1950年AD）から何年前（BP）かを計算した値。

14Cの半減期は5，568年を用いた。

2）∂13C測定値

試料の測定14C／12C比を補正するための炭素安定同位体比（13C／12C）。この値は標準

物質（PDB）の同位体比からの千分偏差（％0）で表す。

3）補正14C年代値

∂13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14C／12Cの測定値に補正値を加えた上

で算出した年代。

4）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を補正することにより算出した年代（西

暦）。補正には年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値を使用した。この補正は10，000年

BPより古い試料には適用できない。暦年代の交点とは、補正14C年代値と暦年代補正曲線との

交点の暦年代値を意味する。1αは補正14C年代値の偏差の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅

を示す。したがって、複数の交点が表記される場合や、複数の1♂値が表記される場合もある。

Ⅲ．杉木原遺跡から出土した炭化材の樹種同定

1．試料

試料は、SI－20およびSI－30から採取された2点の炭化材である。これらは、放射性炭素

年代測定に用いられたものと同一試料である。

2．方法

試料を割折して新鮮な基本的三断面（木材の横断面、放射断面、接線断面）を作製し、落射顕微

鏡によって75～750倍で観察した。樹種同定はこれらの試料標本をその解剖学的形質および現

生標本との対比によって行った。

3．結果

結果を表1に示し、図版に各断面の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

表1　炭化材の樹種同定結果

試料　　　樹種（和名／学名）

SI－20　　　コナラ属コナラ節　Quercussect．Prinus

SI＿30　　　クリ　　　　　　　　CastaneaCrenataSieb．etZucc．
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a．クリ　　CastaneaCrenata Sieb．etZucc．ブナ科 図版1

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する環孔材である。晩材部では、小道管が火炎

状に配列する。早材から晩材にかけて、道管の直径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉

の高木で、通常高さ20m、径40cmぐらいであるが、大きいものは高さ30m、径2mに達す

る。耐朽性強く、水湿によく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、土木、

船舶、彫刻、薪炭、椎茸ほだ木など広く用いられる。

b．コナラ属コナラ節　Quercussect．Prinus　ブナ科　　　　　　　　図版2

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、1～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張

った小道管が、火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の直径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織

である。

以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定される。コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシワ、ミ

ズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ15m、径60cmぐ

らいに達する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。
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